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発行にあたって 
 

 

 

 

 

 

入間市では、「生き生きいるま 人・まち・自然」をキャッチフレーズに、元気な人と

まちに欠かすことのできない自然の保全事業に取り組んでいます。 

この「谷田の泉」は、市北部に位置する野田地内の入間川段丘崖にあり、湧き水が縄

文時代から枯れることなくこんこんと湧き出ているところで、この湧水からなる小川で

遊ぶ元気な子供たちの声が聞こえてきます。入間市の中でも貴重な、生き生きとした自

然であり、人々に元気を与えてくれます。 

また、湧水周辺には、カワモズクやアマナ、ホトケドジョウといった希少な動植物が

生息し、今なお良好な自然環境を残しています。 

このような貴重な水辺の自然を後世に引き継いでいこうと、平成１９年度からスター

トした「第５次入間市総合振興計画」で「湧水地だけの保全にとどまらず、山林・田畑

も含め周辺一体を親水的な区域として整備を図ります」とし、「緑の基本計画」におい

ても、「公有地化等も含め適切な保全を図る」ことを決定しております。 

こうした折、当地が平成２０年度の埼玉県「まちのエコ・オアシス保全推進事業」の

保全地に選定されたことで、公有地化が大きく前進し、県と市で合わせて約１．３ヘク

タールの山林、休耕田などを取得し、恒久的に保全していくこととなりました。 

この事業に対し、ご理解とご協力をいただきました地権者の皆様に衷心よりお礼申し

上げます。 

このように、谷田の泉の保全が進んだ背景には、多くの市民の思いとお力添えがあり

ました。平成８年には、西武小学校の児童より「私たちの秘密基地のある谷田を守って 



  

 

 

ください」という市長あての手紙をいただき、新聞にも大きく取り上げられ、保全への

関心が大きく高まりました。 

また、平成１７年には、この地の観察を続けてきた方によって、希少植物のカワモズ

クが発見され、生物多様性を保全するという意味で、この場所の重要性が再認識された

ところです。 

また、永年にわたって泉周辺の草刈りやゴミ拾いを続けてくださった地元ボランティ

アの方々、そしてここを訪れ大切に見守ってくださった市民の方々にも感謝したいと思

います。 

今般刉行する「谷田の泉周辺の保全管理に関する報告書」では、過去の調査の蓄積を

整理するとともに、新たに植生や水中の生き物の調査を行うことで現状を把握し、これ

を守り、より豊かにしていく指針を示しています。 

今後も、この地を注意深く見守りながら、いっそう生き物の豊かな自然環境を残して

いけるよう努力してまいりますので、市民、関係者の皆様に引き続きご協力をお願い申

し上げます。 

最後に、監修にあたられました柳澤紀夫氏ならびにご協力いただきました多くの方々

にお礼申し上げます。 

 

 



  

 

はじめに 
 

入間川によって形成された河岸段丘から湧き出している「谷田の泉」には、古くから

この地に生活してきた人々の生活とつながってきた歴史がありました。しかし、水道の

普及、農業に携わる人口の減少、周辺地域の開発、といったことから利用が放棄され、

その存在も忘れ去られようとしていました。 

 

こうした当地の自然環境を見直すきっかけになったのは、「谷田の泉」から流れ出る、

流域のごく狭い範囲にではありますが、清涼な水域に生活している希少水生植物「カワ

モズク」の発見でした。 

 

この希少植物の保全を念頭において、この泉を利用してきた古人の知恵も借りて、当

地の景観を管理・保全し、それによって多種の生き物たちの生活を確保することは、自

然を改変することに奔走しているヒトにとって、自然がもたらす恵みを再発見する機会

になると思われます。 

 

「谷田の泉」保全計画のような事業の推進になにより大切なことは、まず自然環境を

よく調べること。そして、その調べた結果をしっかりと分析し、保全の計画に取り入れ

ていくことです。まして公園化して人の利用が考えられている計画では、何が最も大切

なことであるかを、関係者が十分に議論・検討し、それを関係者はもとより利用者とし

ての市民にも伝えていくことです。 

 

実施後は、計画時の基本的な考え方をぶれさせることなく、管理・保全していくこと

が大切です。公園としての利用になるならば、そのきっかけになったカワモズクを大切

にして、この小さな生命と生活環境の存在が途切れることのないようにしていくことで、 



  

 

 

それは難しいことではないと思われます。さらに利用が始まると、あそこはどうしてほ

しいといった利用の利便性ばかりを追求する意見が出てくると思われますが、生物の生

命がやさしくはぐくまれていくような視線で、管理を続けていってほしいと考えていま

す。 

 

また、この保全計画では、現在の環境をとらえるために最も必要である植生調査、泉

と水に関連の大きい水生動物調査はしっかりと実施され、それによって計画立案がなさ

れています。今後は、それ以外の動物群の調査を順次実施していって欲しいと考えてい

ます。この地の自然を総合的に知ることができるから、です。 

 

この計画には、多くの方たちの協力がありました。カワモズクを見守ってこられた小

見寺公一氏、水生動物調査に手を貸してくださった国立自然教育園久居宣夫氏、東京都

奥多摩さかな養殖センター池谷文夫氏、市民ボランティア門谷久雄・竹内英幸の諸氏、

植生調査を実施された市民ボランティア柳澤かほる・小澤澄江・月森陽子の諸氏、地形・

歴史調査をされた入間市博物館工藤宏・小田部家秀の諸氏に感謝の意を表します。 

 

     2010 年 3 月        

                      柳澤 紀夫 
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１ 背景と経緯 

 

１－１ 谷田の泉の位置と地形 

 

１－１－１ 谷田の泉の位置 

 

谷田の泉は入間市の北部野田地区の入間川段丘崖にあって、西武鉄道池袋線元加

治駅または仏子駅から徒歩約 30 分の位置にある。（図１－１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－１ 谷田の泉の位置 

 

 

１－１－２ 谷田の泉の地形 

 

谷田の泉は、氷河期(旧石器時代)に入間川に浸食されてできた崖(ハケ)から流れ出

る湧き水である。 

山の水を集め、飯能から平野に出た入間川は、約 13 万年の間、気候変動と地殻

変動の影響を受けて、川原を大きく広げた時期と、川底を削り地面を掘り下げた時

期を繰り返し、河岸段丘が形成された。(図１－２) 

東から北東へ弧を描くように広がる入間[飯能]台地がかつての入間川の扇状地で

ある。入間[飯能]台地に降った雨は、砂礫層の中を地下水として流れて、河岸段丘

で泉として湧出する。谷田の泉のある崖（ハケ）は、ちょうど地下水の流れを断ち
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切る角度であり、そのため豊富な水量が一年を通して流れ出てくると考えられてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                資料：入間市博物館 

図１－２ 谷田の泉周辺の地形 

 

 

入間川の両岸には、入間川の浸食により、河岸段丘が２段形成されており、谷田

の泉は上の段のハケから湧水している(図１－３)。 

 

 

①火山灰が積もってできた土（関東ローム層） 

②川原の石ころや砂の層（段丘礫層） 

③粘土などでできたかたい層（仏子層） 

※①と②の層は水はけが良く、雨水がよくしみ込むが、③は水がしみ込みにくい層

で、地下に浸透した雨水は、③の層の上を流れ、河岸段丘の崖(ハケ)から湧き出る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料:入間市博物館 

 

図１－３ 入間川が造った段丘地形の模式断面（入間市野田・仏子） 
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１－２ 歴史と土地利用 

 

江戸時代の古地図には、谷田の泉の場所に「下池」という名称の溜め池が描かれ

ている。現在でも、泉の周囲を取り囲むように土手が残されており、この土手の内

側がため池であった。この池の水を水路で引いて、ハケ下に水田が作られていた。

水の乏しい台地にあって、ハケから湧き出す泉は、飲み水や農業用水として貴重な

水源であった。市内には、谷田の泉のほか、加治丘陵に「醤油屋の池」(下谷ヶ貫)、

狭山丘陵に「西久保」(宮寺)の水田ため池遹構があり、水田稲作に適した場所が尐

ない入間市において、コメを生産した貴重な産業遹産となっている。(図１－４) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  (資料:入間市博物館) 

図１－４ 江戸時代の谷田の泉周辺  

明和４年（1767）に描かれた『野田村絵図』をもとに作成。
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南

中池
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現在の谷田の泉周辺は崖（ハケ）部が山林であり、江戸時代から田であったとこ

ろは一部水田のほかは畑に転換されていたが、現在はいずれも耕作が放棄されてい

る。また、地区の東南部は資材置き場に土地利用転換がなされている。(図１-５) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－５ 谷田の泉周辺の現況（平成 20年 1月撮影） 

 

１－３ 地域住民との関わり 

 

谷田の泉は、『入間市景観５０選』や『いきいき入間ふれあい茶ん歩道③湧水を

めぐる』で紹介されており、市内外から散策・見学者が訪れる。また、水路での水

遊び、茶畑放棄地の中の探検、ドジョウやザリガニを捕まえるなど、子どもたちが

自然とふれあえる遊び場となっている。 

泉周辺の土手や歩道は、永年、地元住民の手によって草刈りやごみ収集などの環

境美化活動が行われてきた。平成 16 年 6 月から「谷田の泉クラブ」というボラン

ティアグループが結成され、活動を行っている。 
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２ 計画の目的 

 

２－１ 計画の目的 

 

本計画は、都市近郊にあって残存する豊富な湧き水とカワモズクの生育域を保全

し、その周辺の斜面林、湿地、草地という多様な環境を活かしつつ、市民が自然と

ふれあう場として整備、保全管理することを目的として策定するものである。 

計画対象区域は図３－５に示す約 1.3ha の区域（以下「本計画地」という。）で

ある。 

 

 

２－２ 環境現況調査の目的 

 

ここでは、これまでに調べられているカワモズクの生育状況、湧水の水質調査結

果を整理することに加え、生態系の基礎となる植生の調査、および湧水という環境

から水生動物の調査をそれぞれ行い、保全管理計画へ反映することとする。 

調査対象区域は本計画地内の平成２０年度までに公有地になった部分、および周

辺の水路と土手斜面（いずれも公有地）とした。平成２１年度より公有地となった

部分は未調査である。 
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３ 環境現況調査 

 

３－１ 水質調査 

 

谷田の泉の水質調査は、埻玉県西部環境管理事務所によって過去数回実施されて

いる。調査は人の健康に関わる 6 物質について行い、その分析結果は表 3－1 に示

すとおりで、いずれの物質も水道法に定める環境基準値の 1/10～1/3 未満であっ

た。 

また、平成 10 年 11 月 30 日の調査では表 3-1 の 6 項目のほか、40 項目の検

査を実施している。このなかで、大腸菌群が検出されたほか硝酸性窒素及び亜硝酸

性窒素が、環境基準 10mg／ℓのところ 12mg/ℓが検出され、環境基準に丌適合と

された。 

 

 

表 3－１ 谷田の泉の水質調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分析機関：平成 21年 4月 20日 埼玉県西部環境管理事務所 

 平成 16年 2月 27日 埼玉県環境防災部水環境課 

 平成 10年 11月 30日 埼玉県西部環境管理事務所 

 

【テトラクロロエチレン】* 

揮発性有機塩素系化合物の 1 種で、無色透明の液体。主な用途としては、ドライクリーニン

グ、溶剤等がある。人体への影響としては、肝障害、腎障害、中枢神経障害が知られている。

また、廃液等による地下水汚染の進行が懸念されている。 

【トリクロロエチレン】* 

揮発性有機塩素化合物の 1 種で、無色透明の液体。主な用途としては、金属機械部品等の脱

油洗浄、ドライクリーニング、香料等の抽出、染料の溶剤等がある。人体への影響としては、

肝障害、腎障害、中枢神経障害が知られている。また、廃液等による地下水汚染の進行が懸念

されている。 

平成21年4月20日 平成16年2月27日 平成10年11月30日

テトラクロロエチレン 　0.0005未満 　0.0005未満 　0.001未満 　0.01以下

トリクロロエチレン 　0.002未満 　0.008 　0.007 　0.03以下

1,1-ジクロロエチレン 　0.002未満 　0.002未満 　0.002未満 　0.02以下

シス-1,2-ジクロロエチレン 　0.004未満 　0.004未満 　0.004未満 　0.04以下

1,1,1-トリクロロエタン 　0.0005未満 　0.0005未満 　0.03未満 　1以下

ジクロロメタン 　0.002未満 　0.002未満 　0.02以下

分析項目
(物質名)

分析結果・調査日

（単位：mg/L)
環境基準値
(単位:mg/L)

http://www.weblio.jp/content/%E6%8F%AE%E7%99%BA%E6%80%A7
http://www.weblio.jp/content/%E6%8F%AE%E7%99%BA%E6%80%A7
http://www.weblio.jp/content/%E5%A1%A9%E7%B4%A0
http://www.weblio.jp/content/%E5%8C%96%E5%90%88%E7%89%A9
http://www.weblio.jp/content/1%E7%A8%AE
http://www.weblio.jp/content/%E7%84%A1%E8%89%B2
http://www.weblio.jp/content/%E6%B6%B2%E4%BD%93
http://www.weblio.jp/content/%E4%B8%BB%E3%81%AA
http://www.weblio.jp/content/%E4%B8%BB%E3%81%AA
http://www.weblio.jp/content/%E3%83%89%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%8B%E3%83%B3%E3%82%B0
http://www.weblio.jp/content/%E3%83%89%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%8B%E3%83%B3%E3%82%B0
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【1,1-ジクロロエチレン】* 

揮発性有機塩素化合物の 1 種で、無色透明の液体。主な用途としては、塩化ビニル等樹脂の

原料、フィルム洗浄剤等がある。人体への影響としては、麻酔作用が知られている。 

 

【シス-1,2-ジクロロエチレン】* 

有機塩素化合物の 1 種で、無色透明の液体。主に用途としては、合成樹脂の原料、溶剤等が

ある。人体への影響としては、麻酔作用が知られている。 

【1,1,1-トリクロロエタン】* 

有機塩素化合物の 1 種で、甘い臭いを持つ無色透明の液体。主な用途としては、金属洗浄剤、

ドライクリーニング用溶剤等がある。人体への影響としては中枢神経障害が知られている。 

【ジクロロメタン】* 

揮発性有機化合物の 1 種で、甘い臭いをもつ無色透明の液体で水に溶けやすい性質がある。

主な用途としては、塗料の剥離剤、プリント基板洗浄剤、溶剤等がある。人体への影響として

は、麻酔作用や中枢神経障害が知られている。 

 

* …国土交通省関東地方整備局京浜河川事務所の HP を参考 
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３－２ カワモズク調査 

 

カワモズク Batrachospermum moniliforme Roth は、紅色植物門、紅藻綱、カ

ワモズク目、カワモズク科に属する淡水性藻類で埻玉県レッドデータブック（RDB）

カテゴリーで絶滅危惧ＩＡ類 Critically Endangerd(CR)に指定されている。 

谷田の泉湧水流路源頭部付近に於いて、希尐植物のカワモズクの存在が 2005 年

12 月、小見寺公一氏により確認、報告された（埻玉植物通信 No.28 2006）。 

同報告によると、埻玉県植物誌平成 10 年版で大宮氷川神社（さいたま市大宮区）、

川越仙波（川越市）、入間女影（日高市）、入間仙女池（日高市）が記録され、この

うち川越仙波のものは平成 12 年以降は観察されていない。 

以降、同氏により継続して観察・記録が行われており、概ね一月ごとに天候・観

察時刻・気温・水温・電気誘導率・塩分濃度・カワモズクの状況（藻体の個数・分

布位置）、等が記録されている（図 3－2 および表 3－2）。 

この記録によれば、気温は冬季の 6℃から夏季の 33℃まで変化するが、水温は

年間を通じてほぼ恒温（16℃～17℃）である。電気伝導率は 200～250(μs/cm)

で季節的な変化の傾向は見られないが、年々減尐している傾向がある（図 3－3）。

また、塩分濃度は 0.01%程度で一定である。 

2007 年～2010 年 1 月までの 11 月～2 月のカワモズクの藻体数の平均は

172、最高は 2007 年 11～12 月の 312、最小は 2006 年 10 月の 2 で、春期

～夏期に減尐して晩秋から冬期に増加する変化を繰り返している（図 3－4）。

2007~2009 年の 3 年間では、いずれの年も 11～12 月に 1 年で最も多い藻体

数を記録した。 

また、藻体数を区域別に見ると、L1～4（暗渠から上流部）で全体の 94％のカ

ワモズクが記録された。区域 5（暗渠の下流部）では 2009 年 2 月 28 日に 50

と比較的多い記録があるが、それ以外の時期では尐なかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3－1 カワモズク 
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図 3－2 谷田の泉源頭部概略およびカワモズク生息箇所区分図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カワモズクのイラスト（ほぼ原寸大） 

    作画：松村芳子氏 
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気温 水温 電気伝導率 塩分濃度
（℃） （℃） （μ s/㎝） （％） L1 R1 L2 R2 3 4 5 合計 備考

2005.12.19（日） 晴れ 9:45 6.3 17.2 202 0.00 石に着生の約50ケ確認 50
2006.1.8（日） 晴れ 10:40 8.1 17.2 230 0.01 33 15 48
2006.2.14（火） 晴れ 13:40 16.4 17.2 210 0.01 30～40 17 2 49～59

2006.3.12（日） 晴れ 9:30 22.8 17.1 191 0.00 2群 5 2 -
2006.3.25（金） 晴れ 14:30 12.4 16.8 202 0.00 2群 5 2 - 前回と同
2006.4.9（日） 晴れ 13:20 18.2 17.0 200 0.00 1群 1群 -
2006.5.12（金） 晴れ 10:15 20.5 16.8 194 0.00 1群 -
2006.6.22（木） 曇り 10:00 21.7 16.6 240 0.01 1群 3 -
2006.7.24（日） 曇り 12:25 24.7 16.5 235 0.01 7 5 12
2006.9.2（土） 晴れ 9:20 25.6 16.7 205 0.01 3 3
2006.10.3（火） 晴れ 14:20 24.4 16.8 210 0.01 2 2
2006.11.14（火） 晴れ 13:00 21.4 17.2 210 0.01 尐 多 多 - 急増
2006.12.29（金） 晴れ 10:10 7.5 17.2 260 0.01 尐 多 多 - 前回と同
2007.1.24（水） 曇り 10:10 9.5 17.1 250 0.01 尐 多 多 - 前回より増
2007.2.16（金） 晴れ 9:50 11.3 17.2 230 0.01 尐 多 多 6 - 前回より増
2007.3.20（火） 晴れ 9:15 9.9 16.8 250 0.01 尐 多 多 6 - 前回と同
2007.4.19（木） 晴れ 9:30 10.3 16.6 250 0.01 尐 多 尐 -
2007.5.12（土） 晴れ 10:00 22.6 16.8 235 0.01 3 6 8 17
2007.6.9（土） 曇り 13:10 22.3 16.7 200 0.01 2 10 12
2007.7.20（金） 曇り 13:10 26.7 16.5 225 0.01 4 15 19
2007.8.23（木） 晴れ 13:30 30.8 16.7 200 0.01 4 3 10 17
2007.9.15（土） 晴れ 13:30 33.6 16.8 240 0.01 1 2 8 12 1 24
2007.10.17（水） 曇り 14:35 20.6 17.1 210 0.01 4 12 3 19
2007.11.25（日） 晴れ 13:35 19.2 17.3 225 0.01 40 5 53 55 146 10 3 312
2007.12.22（土） 曇り 10:17 7.4 17.1 215 0.01 40 5 53 55 146 10 3 312 全体に肥大
2008.1.25（金） 晴れ 13:30 8.0 17.0 215 0.01 10 15 8 20 56 12 1 122 大小が混在
2008.2.22（金） 晴れ 13:25 16.0 16.9 215 0.01 5 7 7 31 23 22 95 草に付着
2008.3.19（水） 曇り 13:40 13.4 16.7 210 0.01 3 17 12 42 10 7 1 92 草に付着
2008.4.23（水） 晴れ 13:40 23.4 16.8 225 0.01 2 10 6 24 3 45 草に付着
2008.5.23（金） 晴れ 13:40 30.3 16.6 230 0.01 2 4 2 8 減尐・縮小
2008.6.27（金） 曇り 14:35 26.2 16.6 210 0.01 6 5 2 3 16
2008.7.23（水） 晴れ 14:25 32.9 16.6 220 0.01 24 25 9 9 14 4 85
2008.8.29（金） 曇り 13:35 27.3 16.8 245 0.01 8 9 5 5 27
2008.9.28（日） 曇り 14:10 18.4 16.9 225 0.01 5 3 7 15
2008.10.29（水） 晴れ 13:55 21.3 17.2 205 0.01 2 17 50 45 114
2009.11.28（金） 晴れ 14:00 12.7 17.1 205 0.01 38 18 68 95 82 301
2008.12.21（日） 晴れ 10:45 12.6 17.2 210 0.01 8 14 43 21 69 155
2009.1.21（水） 曇り 13:35 9.3 17.1 220 0.01 11 3 15 24 41 94
2009.2.28（土） 曇り 15:20 11.5 17.1 230 0.01 5 26 16 9 50 106
2009.3.31（火） 晴れ 13:40 18.8 17.0 200 0.01 3 1 31 27 3 10 75
2009.4.27（月） 晴れ 10:35 19.9 16.9 200 0.01 6 10 36 1 6 59
2009.5.19（火） 曇り 9:56 25.3 16.8 225 0.01 1 5 4 8 18
2009.6.28（日） 曇り 13:40 26.8 16.7 230 0.01 2 2 3 5 12
2009.7.27（月） 曇り 14:14 30.6 16.7 210 0.01 4 5 3 10 22
2009.8.27（木） 晴れ 9:50 27.9 16.8 215 0.01 6 9 5 10 9 39
2009.9.29（火） 曇り 15:00 25.4 16.9 210 0.01 5 7 25 6 43
2009.10.27(火) 晴れ 9:50 22.0 17.2 220 0.01 0 2 13 0 2 0 17
2009.11.26(火) 晴れ 11:15 18.6 17.3 210 0.01 25 5 45 3 103 0 181
2009.12.29(火) 晴れ 13:25 11.8 17.2 200 0.01 14 0 63 2 70 2 4 155
2010.1.25(月) 晴れ 13:30 13.8 17.1 199 0.01 12 2 15 3 16 6 54
最高値 33.6 17.3 260 0.01 40 25 68 95 146 33 50 312
最低値 6.3 16.5 191 0.00 1 1 3 2 1 5 1 2
平均値 19.4 16.9 219 0.01 19*   7*     36*   30*   69*   10*   10*   172*  11月ー2月

*2007.5.12（土）以降の11～2月の平均値

カワモズクの状況
年月日 天侯 時刻

表 3－2 谷田の泉 カワモズクと泉の観察記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観測者：小見寺公一氏 

観測機器 

小型デジタル温度計 D618  内田洋行 

電気伝導率計    B－173 堀場製作所 
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図 3－３ 谷田の泉の季節変化(電気伝導率と塩分濃度) 

 

 

 
ｶﾜﾓｽﾞｸは 2007.5.12 以降についての集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3－４ 谷田の泉の季節変化(気温･水温とカワモズク個数) 

 

図 3-3、図 3-4は小見寺公一氏の観測記録から作成       
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３－３ 水生動物調査 

 

３－３－１ 調査方法 

 

谷田の泉周辺を 4 つの地区に分け、地区ごとに水生動物の採集を行なった。採集

方法は、水底を蹴り、ザルで石表面や底にいた生物を捕まえ、トレーに広げてピン

セットで捕まえた。採集した水生動物はエタノールに漬けた標本にし、同定した。

地区ごとの採集回数は地区の広さなどによって 4～10 回とした。調査は 2009 年

7 月 28 日，9 月 15 日，11 月 6 日に行なった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3－5 水生動物調査の地区区分 
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谷田の泉湧水地
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地区１

地区2
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３－３－２ 調査結果 

 

地区 1 は谷田の泉の湧水部、地区 2 はこの泉を水源とする水路、地区 3 はため

池上流部から湧き出る泉、地区 4 は堤の基部から湧き出る泉をそれぞれ水源とする

水路である。 

谷田の泉とため池上流部からの湧水とを合わせた湧水量は、おおむね夏で 1000

リットル／分、冬で 650 リットル／分程度で、年間を通して豊富な水量を維持し

ている(平成 21 年 9 月と平成 22 年 1 月の現地簡易測定による)。 

地区 1 および地区 2 の水路は豊富な清流が緩やかに流れ、地区 3 のため池は湧

水量が尐ないために汚泥がたまった部分が多くを占め、地区 4 の水路は湧水量が尐

なく水がちょろちょろと流れている程度である。 

今回の調査で確認した水生動物は表 3-3 のとおりで、地区別では地区 1 と地区

2 が 18 種、地区 3 で 11 種、地区 4 で 9 種がそれぞれ確認された。 

種別では昆虫類 20 種、昆虫類以外 8 種で、湧水や渓流などの水がきれいで一定

の流れを保つ水辺に生息する動物も含まれている。埻玉県及び国のレッドデータブ

ックで絶滅危惧ⅠＢ類として掲載されているホトケドジョウも確認された。また、

北アメリカ原産の外来種アメリカザリガニも地区１および地区 2 で多数確認され

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：神奈川県水産技術センター内水面試験場のＨＰ 

 

図 3－6 ホトケドジョウ 
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表 3－3 谷田の泉の水生動物確認種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7月 9月 11月 7月 9月 11月 7月 9月 11月 7月 9月 11月

カゲロウ目

コカゲロウ属　Baetis spp.
トンボ目

オニヤンマ　Anotogaster sieboldii
ミヤマアカネ　Symoettum pedemontanum elatum

カワゲラ目

オナシカワゲラ属　Nemoura spp.
フサオナシカワゲラ属の一種　Amphinemura sp.

カメムシ目

シマアメンボ　Metrocoris histrio
マツモムシ　Notonecta triguttata

アミメカゲロウ目

センブリ属の一種　Sialis sp.

トビケラ目

マルバネトビケラ　Phryganopsyche latipennis

ニンギョウトビケラ　Goera japonica
コエグリトビケラ属の一種　Apatania sp.

ハエ目

ガガンボ属の一種　Tipula sp.

ウスバガガンボ属の一種　Antocha sp.

ヒメガガンボの一種　Dicranota sp.
クロヒメガガンボ亜科の一種　Hexatominae sp.

クロヒメガガンボ属の一種　Eriocera sp.

ホソカ属の一種　Dixa sp.

アシマダラブユ属の一種　Simulium sp.

ユスリカ属の一種　Chironomus sp.

ユスリカ科　Chironomidae spp.

渦虫類

ナミウズムシ　Dugesia japonica
甲殻類

ミズムシ　Asellus hilgendorfi
アメリカザリガニ　Procambarus clarkii
サワガニ　Geothelphusa dehaani

腹足類

カワニナ　Semisulcospira libertina
サカマキガイ　Physa acuta

貧毛類

イトミミズ科の一種　Tubificidae sp.
ホトケドジョウ　Lefua echigonia

　sp.：一種　　spp.：二種以上

地区１ 地区２ 地区３ 地区４

【凡　例】　　：尐(3固体以下)、　　：普通（4～9固体)、　　：多（10固体以上)　　

昆
　
虫
　
類

地区ごとの種数 18 18 11

昆
　
虫
　
以
　
外

9
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３－４ 植生調査 

 

３－４－１ 調査方法 

 

（１）植物相調査 

現地を 2009 年 3 月～2010 年２月の各季節に踏査し、生育している種をエリ

ア毎に記録・採取し、同定後に標本として入間市卙物館ＡＬＩＴに収蔵した。 

 

対象区域とエリア分けは、下記および図 3－7 に示す区域である。 

 

Ａ．常緑針葉樹林   ；地番 2064、2054 

Ｂ1．落葉広葉樹林   ；地番 1366 

Ｂ2．落葉広葉樹林   ；地番 2066 

Ｃ．ため池    ；地番 2065 

Ｄ1．草地（湿地上斜面）  ；地番 1309 

Ｄ2．草地（墓地下斜面）  ；地番 1415-3 （本事業対象区域外） 

Ｄ3．草地（西側）     ；地番 1367 

Ｄ4．草地（東側）   ；地番 1318、1319、1324 

Ｄ5．草地（Ａ・Ｂ2 の沿道） 

Ｅ．泉周辺の刈り取り草地 

Ｆ．湿地（水路含む）   ；地番 1310、1311 

Ｇ．茶畑    ；地番 1365-1 

Ｈ．平成 21 年度購入地   ；地番 1313、1314、1413、1414、2062、

2063-1～4 
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図 3－7 植生調査の調査対象区域およびエリア分け 
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（２）群落調査 

相観および優占種からその植物群落の区分と分布状況の把握を行い、各植分ごと

に代表的な 1～数箇所において植物社伒学的な植生調査を行った（図 3－8）。調査

は 2009 年 3～１０月に実施した。 

得られた結果から群落と界線を確定し、植生図を作成した。特に、湿地の部分は、

優占種および特徴的な種の優占状況を考慮して詳細な区分に努めた。 

被度の記録については、小面積での調査や固定調査区おける追跡調査に適する手

法として、被度階級を 13 段階の数字で表し、数度の評価をアルファベットで数字

の前に加えるものを用いた（表 3－4）。 

 

表 3－4 『Lond』の十進階級 

記号 被度の範囲（％） 付加記号（判定基準） 

．１ ＜１ ． ＝ｒ（稀、孤立的） 

＝ｐ（ややまばら） 

＝ａ（多い） 

＝ｍ（非常に多い） 

．２ １～３ 

．４ ３～５ 

１ ５～15 
１-（被度 5～10％） 

１+（被度 10～15％） 

２ 15～25  

３ 25～35  

４ 35～45  

５ 45～55 
５-（被度 45～50％） 

５+（被度 50～55％） 

６ 55～65 

（被度が 5％を超えるものでは数度は示さな

い） 

７ 65～75 

８ 75～85 

９ 85～95 

10 95～100 

※「．１」・「．２」・「．４」の「．」には「ｒ」・「ｐ」・「ａ」・「ｍ」の 

記号が付加される。 
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図 3－8 群落調査位置図 

 

（３）希尐種調査 

国または埻玉県のレッドデータブックに掲載されている種、その他の入間市での

分布地や自生の個体数の尐ない種の生育位置を記録した。入間市内については「入

間市卙物館市内植物採取・標本作成事業」の途中経過を参考とした。 

 

３－４－２ 結果 

 

（１）出現種の状況 

調査の結果、シダ植物以上の高等植物は 102 科 460 種、その内、木本類 45 科

103 種、草本類 66 科 357 種（シダ植物 25 種）、他に紅藻類（カワモズク）1

種、苔類（イチョウウキゴケ・ウキゴケ）2 種の生育を確認した（表 3－5、資料

編フロラリスト）。分類は、環境省植物目録（1987 年版、1994 年改訂）に拠り、

丌備の部分は「新日本植物誌．大井次三郎」（1975 年改訂版）、「日本の野生植物.

木本・草本」平凡社（1998）で補足した。外来種は、「外来種ハンドブック」（日

本生態学伒編 2002 年）に拠った。ただし、クワモドキのみオオブタクサ（クワモ

ドキ）という名称で記載することとした。 

入間市全域での自生種（「入間市史 植物編」、調査期間：～1983 年 10 月）の

約４割が今回の調査で確認でき、これに植栽や栽培種の野生化したものや近年に市

域で定着したと考えられる外来種なども確認された（次項以降を参照のこと）。 

市史では未掲載で、本計画地で新たに確認されたものは以下のものが挙げられる。 
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同属種あり：フモトシケシダ、ヒメキンミズヒキ、オカウコギ、フタバムグラ、ア

オコウガイゼキショウ 

近縁種あり：エゾタチカタバミ、エゾノサヤヌカグサ、ヤマミゾイチゴツナギ、シ

ロイトスゲ、ヤマアゼスゲ、メアオスゲ 

同属種・近縁種なし：イヌエンジュ 

市史で取り上げている種に対して、変種レベルで本計画地で新たに確認されたも

のは以下のものがある（母種も確認）。 

ヤブハギ、ナガバハエドクソウ、ホソバアキノノゲシ、ナガバジャノヒゲ、エダウ

チネズミムギ、ヒメアシボソ 

 

表 3－5 エリア別の出現種数 

エリア 

全 
 

 
 

 
 

域 

※ 

Ａ
常
緑
針
葉
樹
林 

Ｂ
１
落
葉
広
葉
樹
林 

Ｂ
２
落
葉
広
葉
樹
林 

Ｃ
た
め
池 

Ｄ
１
草
地
（湿
地
上
斜
面
） 

Ｄ
２
草
地
（墓
地
下
斜
面
） 

Ｄ
３
草
地
（西
側
） 

Ｄ
４
草
地
（東
側
） 

Ｄ
５
草
地
（林
縁
） 

Ｅ
泉
周
辺
の
刈
り
取
り
草
地 

Ｆ
湿
地 

Ｇ
茶
畑 

草本 
357 

（66） 
132 42 15 21 43 74 92 108 87 142 152 55 

木本 
103 

（45） 
85 44 43 8 12 18 10 15 10 18 24 22 

合計 
460

（102） 
217 86 58 29 55 92 102 123 97 160 176 77 

※（）内は科数 

エリア (図３－７) 別に出現種数を比較すると、最も種数の多かったのは A 常緑

針葉樹林、次いで F 湿地、E 泉周辺の刈り取り草地で小面積の中に多くの種が確認

された。A の林分は、沿道部や周囲の別の形態の植分から侵入したものが多いこと

によると考えられる。 

周辺他地域と落葉広葉樹林について出現種数比較してみると、エリア B2 の林分

については上藤沢の平地林と同程度であるが、エリア B１の林分は狭山丘陵や加治

丘陵のものと比べても種の多さについて遜色がない。 

参考：市史より 
○入間市全域（自生種のみ）： 

138 科 941 種｛木本 188 種、草本 753 種（シダ植物 70 種）｝ 
○入間市の平地林（クヌギ－コナラ林、上藤沢 1980 年 8 月）の林床植物： 

34 科 58 種（木本 26 種、草本 32 種） 
○狭山丘陵の雑木林（コナラ林、1980 年 8 月）の林床植物： 

37 科 79 種（木本 46 種、草本 33 種） 
○加治丘陵の雑木林（コナラ林、1981 年 10 月）の林床植物： 

45 科 89 種（木本 58 種、草本 31 種） 
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（２）外来植物の生育状況 

出現種の中から、都市化の程度を知る外来植物＊種（史前帰化植物＊＊および旧帰

化植物＊＊＊を除く）を抽出して計数した。（外来種ハンドブック．2002） 

本計画地全域の外来種率は 15.2％（70 種）で、1983 年当時の市域全体の約

11％（102 種、市史）および埻玉県全域の約 10％（250 種、埻玉県植物誌 1998

年版）と比較するとやや外来種率が高かった。(表 3-6) 

 

表 3－6 エリア別の外来植物種の生育状況 

エリア 

全 
 

 
 

 
 

 

域 

Ａ
常
緑
針
葉
樹
林 

Ｂ
１
落
葉
広
葉
樹
林 

Ｂ
２
落
葉
広
葉
樹
林 

Ｃ
た
め
池 

Ｄ
１
草
地
（湿
地
上
斜
面
） 

Ｄ
２
草
地
（墓
地
下
斜
面
） 

Ｄ
３
草
地
（西
側
） 

Ｄ
４
草
地
（東
側
） 

Ｄ
５
草
地
（林
縁
） 

Ｅ
泉
周
辺
の
刈
り
取
り
草
地 

Ｆ
湿
地 

Ｇ
茶
畑 

外来種数 70 27 2 1 3 8 14 20 19 21 27 23 10 

出現種数 460 217 86 58 29 55 92 102 123 97 160 176 77 

外来種率(%) 15.2  12.4  2.3  1.7  10.3  14.5  15.2  19.6  15.4  21.6  16.9  13.1  13.0  

 

植生調査のエリア分け（図３－７）によってエリア別にみてみると、エリア B１

および B2 の落葉広葉樹林では外来種率が低く、エリア D や E の草地では高いと

ころがあり、エリア C ため池やエリア F 湿地の水湿地では中庸だった。 

エリア A 常緑針葉樹林については B１および B2 の落葉広葉樹林よりも外来種率

が高い。沿道部の草地であるエリア D5 は 21.6 パーセントで最も外来種率が高か

った。 

当地域と同様に、都市近郊で、ほぼ近似的に対応する立地の調査結果として千葉

県の富津市（表 3－8）の例を示す。調査時点の年代の差はあるが、富津市の休耕

田や休耕畑地よりも本地の湿地や草地の外来種率は低く、耕作の行われている水田

や畑地（台地でない）と同程度であった。同質の環境の外来種率は概ね同様の傾向

があった。（植物生態の観察と研究．1985） 

 

 

 

 

 

*   外来植物とは、外国から持ち込まれた植物をいう。（帰化植物とも言う。） 

**  史前帰化植物とは、文献上の記録がなく，有史以前に渡来，帰化したと考えられる植物を

いう。 

*** 旧帰化植物とは、有史以降江戸時代末期までに帰化したと考えられる植物をいう。 
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表 3－7 本計画地における        表 3－8 富津市（1974）における 

主な外来種率           外来種率の調査例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本計画地に生育する外来種で、市域を含む周辺地域では定着してから長年が経っ

ていると考えられるもの（1984 年編さんの市史での自生種）は、以下の 47 種で

あった。 

 

シャクチリソバ、エゾノギシギシ、ヨウシュヤマゴボウ、オランダミミナグサ、

ムシトリナデシコ、コハコベ、コアカザ、マメグンバイナズナ、オランダガラ

シ、ハリエンジュ、ムラサキツメクサ、シロツメクサ、ムラサキカタバミ、ア

メリカフウロ、コニシキソウ、メマツヨイグサ、ヒメオドリコソウ、ホオズキ、

アメリカイヌホオズキ、タチイヌノフグリ、オオイヌノフグリ、ヘラオオバコ、

ブタクサ、オオブタクサ（クワモドキ）、アメリカセンダングサ、コセンダング

サ、オオアレチノギク、ダンドボロギク、ヒメムカシヨモギ、ハルジオン、ハ

キダメギク、チチコグサモドキ、ブタナ、ノボロギク、セイタカアワダチソウ、

オニノゲシ、ヒメジョオン、セイヨウタンポポ、キショウブ、ニワゼキショウ、

コヌカグサ、イヌムギ、ジュズダマ、オニウシノケグサ、ネズミムギ、ホソム

ギ、ナガハグサ 

立  地 エリア 外来種率(%) 

休耕（放棄）田 F 13.1 

休耕（放棄）畑 D1,D3,D4 16.8 

樹林地 A,B1,B2 8.3 

立地 外来種率(%) 

新しい造成地 36.7  

市街地 28.0  

休耕（放棄）田 27.9  

休耕（放棄）畑 24.5  

畑地 12.6  

果樹園 10.5  

水田 9.2  

湿性地 9.2  

ｽｽｷ・ｻｻ草原 8.8  

造林地 7.2  

屋敷林周辺 6.5  

社寺林 5.5  

竹林 2.8  

二次林 0.0  
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本計画地に生育する外来種で、市史で未記載のもの（非自生種扱い）は、以下の

20 種がある。この内、近県一帯では以前から侵入・定着化しているもので、市域

および本計画地にもその可能性が比較的高いと思われるものには下線を記した。 

参考：「日本外来植物種写真図鑑」清水ら編著．全国農村教育協会．2001 

「牧草・毒草・雑草図鑑」清水ら編著．㈳畜産技術協会・全国農村教育協会．2005 

 

ナガバギシギシ、ゴウシュウアリタソウ、ホナガイヌビエ、ミチタネツケバナ、ハナダ

イコン、イタチハギ、ショウジョウソウ、 

ノダアカバナ、ユウゲショウ、トウネズミモチ、マルバアサガオ 

オランダハッカ、ツボミオオバコ、シロノセンダングサ、ハルシャギク、イヌキクイモ、

ウラジロチチコグサ 

ヒメヒオウギズイセン、ノハラスズメノテッポウ、コスズメガヤ、トウジュロ 

 

 

（３）植栽・栽培種の生育状況 

植栽や栽培を起源とした種は以下のものがあった。 

 

○用材・庭木由来 

モミ、スギ、ヒノキ、サワラ、イヌマキ、マテバシイ、シモクレン、クスノキ、

タブノキ、ナンテン、モッコク 

マルバシャリンバイ、ユズリハ、ヒメユズリハ、モチノキ、クロガネモチ、フ

イリアオキ、カクレミノ、ヤツデ、ネズミモチ、トウネズミモチ、キリ、シュ

ロ、トウジュロ 

※下線は種子の鳥散布による移入の可能性の高いもの。 

 

○食用・飲用に栽培されていたもの 

クリ、ムベ、チャノキ、ダイコン、カキノキ、トマト、ジャガイモ、ニラ、ナ

ガイモ、サトイモ、ミョウガ 

 

○花や実の観賞用に栽培されていたもの 

ホオズキ、ノカンゾウ類、オニユリ、キショウブ 

 

○その他 

マグワ（養蚕）、クスノキ（樟脳）、ユズリハ（正月飾り）、センダン（薬用）、

キリ（用材） 
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（４）貴重な植物の生育状況 

国または埻玉県のレッドデータブック（RDB）種に該当するものとして、シダ植

物以上の高等植物 6 種、他に紅藻類（カワモズク）1 種、苔類（イチョウウキゴケ・

ウキゴケ）2 種の生育を確認した（表 3－９）。現在の市域で自生での生育地や個

体数が尐ないものとして、在来種 1２種、外来種 3 種、逸出種 3 種、計 18 種を本

計画地で確認した（表 3－1０ａ～ｃ）。 

カワモズクは本計画地のような平地の湧水などの清流中に生育する特異的な種で

あるが、他の RDB 種は、かつては県内や周辺地域でやや普通に広く生育していた

が、近年では生育地や生育環境が限られるようになったものである。 

各種の分布状況を図 3－9 に示す。 

 

表 3－9 本計画地に生育する RDB種一覧 

科  名 種  名 県レベル※ 国レベル 

ﾕｷﾉｼﾀ ﾀｺﾉｱｼ EN VU 

ｻｸﾗｿｳ ﾇﾏﾄﾗﾉｵ NT  

ﾊﾏｳﾂﾎﾞ ﾅﾝﾊﾞﾝｷﾞｾﾙ VU  

ﾕﾘ ｱﾏﾅ EN  

ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ ｷﾂﾈﾉｶﾐｿﾘ VU  

ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ ﾔﾏｱｾﾞｽｹﾞ VU  

ｶﾜﾓｽﾞｸ ｶﾜﾓｽﾞｸ CR  

ｳｷｺﾞｹ ｲﾁｮｳｳｷｺﾞｹ VU CR+EN 

ｳｷｺﾞｹ ｳｷｺﾞｹ VU CR+EN 

 

○埼玉県レッドデータブックにおけるカテゴリーの定義 

・絶滅 Extinct（ＥＸ） 

・野生絶滅 Extinct in the Wild （ＥＷ） 

・絶滅危惧 THREATENED絶滅危惧Ⅰ類（ＣＲ＋ＥＮ） 

絶滅の危機に瀕している種 

・絶滅危惧ⅠＡ類 Critically Endangered（ＣＲ） 

ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの。 

・絶滅危惧 THREATENED絶滅危惧ⅠＢ類 Endangered（ＥＮ） 

ⅠＡ類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの 

・絶滅危惧 THREATENED絶滅危惧Ⅱ類 Vulnerable（ＶＵ） 

絶滅の危険が増大している種。現在の圧迫要因が引き続き作用する場合、近い将来「絶滅危惧

Ⅰ類」のランクに移行することが確実と考えられるもの 

・準絶滅危惧 Near Threatened （ＮＴ） 

存続基盤が脆弱な種現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」
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として上位ランクに移行する要素を有するもの次に該当する種。生息状況の推移から見て、種

の存続への圧迫が強まっていると判断されるもの。 

・Data Deficient（ＤＤ） 

評価するだけの情報が不足している種環境条件の変化によって、容易に絶滅危惧のカテゴリー

に移行し得る属性を有しているが、生息状況をはじめとして、ランクを判定するに足る情報が

得られていない種 

 

タコノアシ ヌマトラノオ 

ナンバンギセル アマナ（葉） 
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イチョウウキゴケ カワモズク 

キツネノカミソリ ヤマアゼスゲ 

ウキゴケ 
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表 3－10 入間市で確認個体の尐ない植物種 

 

表 3-10ａ 在来種 

科  名 種  名 市内での分布状況 備  考 

ｲﾈ ｱｼｶｷ 1箇所  

ﾏﾒ ｲﾇｴﾝｼﾞｭ 1箇所  

ｻﾄｲﾓ ｳﾗｼﾏｿｳ 1箇所  

ﾋﾞｬｸﾀﾞﾝ ｶﾅﾋﾞｷｿｳ 数箇所、尐数  

ﾏﾒ ｶﾜﾗｹﾂﾒｲ 1箇所 往時近隣に多数生息 

ﾊﾞﾗ ｷｼﾞﾑｼﾛ 数箇所、尐数  

ｶﾞｶﾞｲﾓ ｺﾊﾞﾉｶﾓﾒﾂﾞﾙ 数箇所、尐数  

ﾁｬｾﾝｼﾀﾞ ｺﾊﾞﾉﾋﾉｷｼﾀﾞ 数箇所、尐数  

ｲﾈ ｻﾔﾇｶｸﾞｻ 1箇所  

ｷｷｮｳ ﾂﾘｶﾞﾈﾆﾝｼﾞﾝ 数箇所、尐数  

ｱｶﾈ ﾌﾀﾊﾞﾑｸﾞﾗ 他に 2個所  

ｱｶﾈ ﾖﾂﾊﾞﾑｸﾞﾗ 1箇所  

 

表 3-10b 外来種 

科  名 種  名 市内での分布状況 備  考 

ﾏﾒ ｲﾀﾁﾊｷﾞ 2個所 外来種 

ｲﾈ ｴﾀﾞｳﾁﾈｽﾞﾐﾑｷﾞ 1箇所 外来種 

ｱｶﾊﾞﾅ ﾉﾀﾞｱｶﾊﾞﾅ 1箇所 外来種 

 

表 3-10c 逸出種 

科  名 種  名 市内での分布状況 備  考 

ﾕﾘ ｵﾆﾕﾘ 1箇所 逸出 

ﾕｽﾞﾘﾊ ﾋﾒﾕｽﾞﾘﾊ 1箇所 逸出 

ﾌﾞﾅ ﾏﾃﾊﾞｼｲ 1箇所 逸出 

 

また、1973 年当時に市域の稀産種とされていたものの内、次のものが生育して

いた。 

アマナ、ウラシマソウ、ウワミズザクラ、オニスゲ、コブシ、シャクチリソバ、 

タコノアシ、ヒメガマ、ミヤマシラスゲ 

 



 
３ 環境現況調査 

 27 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3－9 希尐植物位置図 
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（５）植物群落の分布状況 

植林地は４群落４区画、二次林は３群落３区画、草地は４群落 7 区画、湿地は

19 群落 21 区画に区分した。水路部分のみのものは 6 群落を確認した。結果を表

3－12 および図 3－10 に示す。 

 

○植林地 

スギ・ヒノキ植林は、スギは斜面中～下部に、ヒノキは斜面上部や沿道や平坦地

に主に植栽されている。林床にはナガバジャノヒゲなど常緑草本が優占する部分が

ある。 

茶畑は、最大高が５m でチャノキは密生して林冠が閉じており、周辺部を除いて

草本類は尐ない。林内および外周部には植栽されたキリやケヤキで樹形の大きいも

のが点在する。 

栗林は、林冠がやや疎らで、草本層が豊富である。 

桑林は、エリアＤ3 草地（原っぱ用地）の外周部に分布する。 

 

○二次林 

クヌギ林は、市域の代表的な二次林であるクヌギ－コナラ林との類似の構成種

（群集標徴種：エノキ・ケチヂミザサ・クヌギ・ノイバラ・ミズヒキ）を含むが、

コナラはまれで、ケヤキやエノキなど多種が林冠を構成している。ため池と農地と

の間に帯状に分布している。低木層にチャノキが多くあり、草本層は尐ない。 

ミズキ林は、泉の湧き口の上部の斜面の肩から下部まで分布する。林床にはササ

類はほとんど認められない。ムクノキの被度が高く（30％）、エノキを交えており、

かつて入間川が段丘崖を形成した時代の河畔林であるムクノキ－エノキ林の面影

を残す。 

マグワ－オオブタクサ群落は、放棄水田の湿地の一部に分布する。 

 

○乾生草地群落 

放棄された畑地にアズマネザサ－ススキ群落、オオブタクサ群落が広がっている。

アズマネザサ－ススキ群落はエリアＤ4 草地（東側）の１/３程度を占めている。 

オオブタクサ群落は、エリアＤ1 草地（湿地上斜面）およびＤ3 草地（西側）の

全体、エリアＤ4 草地（東側）の１/３で繁茂する。 

路傍雑草群落は、沿道及び泉周辺の刈り取り草地を全てこれに含んだ。 

 

○湿地草地群落 

湿地やため池周辺では、優占種や種組成の異なる多彩なパッチ状の分布が確認さ

れた。 

本計画地の湿生草本群落を自然性の上から特徴づける群落および種は次の通りで

ある。市内や周辺の分布状況は『入間市の植生』より、県内のそれは『埻玉県植物
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誌 1998』より、生育環境については各種の図鑑類によった。 

RDB 種で水位の変動の大きい箇所で繁殖し易いタコノアシの多い群落や、RDB

種、山地の湿地や渓流沿いに生育するヤマアゼスゲの優占する群落など、自然度の

高い種が特徴的な群落が確認された。オニスゲは山地～低地の湧水源付近の水湿地、

県内でややまれである。ミヤマシラスゲ群落は山中や麓の湿地、加治・狭山丘陵に

ある。狭山湖畔に分布のあるサンカクイ、フトイをそれぞれ特徴とする群落も確認

された。 

 

人と関わりの多い湿地に分布する群落には、アゼナルコ・イグサ・ガマ・ヒメガ

マを含む名称のものが挙げられる。 

 

 栽培種の人為的な導入や逸出による種が優占する群落には次のものがあった。 

ミョウガ群落、キショウブ群落、オオブタクサージュズダマ群落、オランダガラシ

群落 

※キショウブ・オオブタクサ（クワモドキ）・ジュズダマ・オランダガラシは外来

植物種 

 

 以下のものは、湿地の中の水路付近に出現した。（ ）内のものは他に類似があ

る。 

クサヨシ群落、ヨシ群落、ドジョウツナギ群落、（フトイ群落、ミゾソバ群落） 
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表 3－11 群落名一覧 

区分 相観 群落名 区画数 植生図位置番号 

植林地 常緑針葉樹林 ｽｷﾞ・ﾋﾉｷ植林 1 24,25 

 常緑広葉樹林 茶畑 1 51,52 

 落葉広葉樹林 栗林 1 9 

   桑林 1 4,31などの周囲 

二次林 落葉広葉樹林 ｸﾇｷﾞ林 1 26 

    ﾐｽﾞｷ林 1 6 

   ﾏｸﾞﾜ－ｵｵﾌﾞﾀｸｻ群落 1 44 

乾生草地群落 高茎草本 ｱｽﾞﾏｻﾞｻ－ｽｽｷ群落 1 42,43 

   ｵｵﾌﾞﾀｸｻ群落 3 4,5,7,8,30.31,47,48 

 低茎草本 路傍雑草群落 1 24,25 の周囲 

  刈り取り草地群落 2 1,2,3,27,28,西端 

湿生草本群落 高茎草本 ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ－ﾋﾒｶﾞﾏ群落 1 22 

   ﾔﾏｱｾﾞｽｹﾞ－ｶﾞﾏ群落 1 16,41 

   ｸｻﾖｼ群落 1 12 

   ﾖｼ群落 1 13 

   ｵｵﾌﾞﾀｸｻ－ｸｽﾞ群落 1 37 

   ｵｵﾌﾞﾀｸｻ－ｼﾞｭｽﾞﾀﾞﾏ群落 1 38,46 

   ｶﾞﾏ－ｲｸﾞｻ群落 1 39,40 

 低茎草本 ｱｼﾎﾞｿ－ｻｻｶﾞﾔ群落 1 56 

   ｵｵﾐｿﾞｿﾊﾞ群落 1 55 

   ｷｼｮｳﾌﾞ群落 2 45,53 

   ｾｷｼｮｳ群落 2 29,54,58 

   ﾅｶﾞﾊﾞｼﾞｬﾉﾋｹﾞ群落 1 60 

   ﾐｮｳｶﾞ群落 1 57 

   ﾔﾌﾞﾗﾝ群落 1 59 

   ｵｵﾐｿﾞｿﾊﾞ－ﾌﾄｲ群落 1 20,33,34 

   ｵﾆｳｼﾉｹｸﾞｻ－ｱｾﾞﾅﾙｺ群落 1 17,18 

   ｵﾆｽｹﾞ－ｵｵﾐｿﾞｿﾊﾞ群落 1 23,36 

   ｻﾝｶｸｲ－ﾌﾄｲ群落 1 19,50 

   ﾀｺﾉｱｼ群落 1 32 

   ﾐｿﾞｿﾊﾞ－ﾉｲﾊﾞﾗ群落 1 49 

   ﾐﾔﾏｼﾗｽｹﾞ群落 1 21,35 

   ｵﾗﾝﾀﾞｶﾞﾗｼ群落 1 10 

   ﾌﾄｲ群落 1 11 

   ﾐｿﾞｿﾊﾞ群落 1 14 

   ﾄﾞｼﾞｮｳﾂﾅｷﾞ群落 1 15 

総計     41  

※ 網掛けは水路での調査地のみ 
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図 3－10 植生図
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３－５ 環境現況調査の考察 

 

３－５－１ 水質 

 

調査した 6 物質については水道法に定める環境基準値を大幅に下回っており、現

状では問題はないと考えられる。今後ともこの水質を維持するため、これらの物質

を排出する事業所などの立地を規制するほか、5 年に 1 回程度の水質調査を行うこ

とが望ましい。 

また、今後土壌に含まれている栄養塩類（植物の栄養となるような窒素やリンを

含む塩類）の流入によって徐々に富栄養化が進展していく可能性がある。富栄養化

すると水生動植物の生育環境に悪影響を不えるので、今後の藻類の発生状況を注意

深く見守る必要がある。 

 

３－５－２ カワモズク 

 

カワモズクは、埻玉県レッドデータブック（RDB）カテゴリーで絶滅危惧ＩＡ類

Critically Endangerd(CR)に指定されている（埻玉県レッドデータブック植物編

2005）。埻玉県植物誌平成 10 年版で大宮氷川神社（さいたま市大宮区）、川越仙

波（川越市）、入間女影（日高市）、入間仙女池（日高市）が記録され、このうち川

越仙波のものは平成 12 年以降は観察されていない（埻玉植物通信 No.28 2006）

ため、この谷田の泉でカワモズクの生育環境を守ることは地域の生物多様性を守る

意味で非常に重要だと考えられる。 

藻体数の増減について今後も注意深く観測を続ける必要がある。カワモズクは比

較的ゆるやかな流れの水域に生育し、小石に付着して初秋から成長を始め冬季に成

長し、夏には減尐する（「あさくらの自然」HP）といわれており、本地の観測でも

11～12 月に 1 年で最も多い藻体数を記録した。そのため、尐なくとも 11～12

月の観測を続けることで経年的なカワモズクの動向がわかると考えられる。 

また、カワモズク全体の 94％が暗渠から上流部に生育していることがわかった

が、これは湧水の上流部で底質が石や砂利であることが生育に適していると考えら

れる。そのため、カワモズクを保全するためには、この部分の立ち入りを規制し、

泥が石を覆ってしまうことを防ぐ措置が必要である。泥が覆ってしまうような場合

には、石の補充や泥の除去といった管理も考えられる。底質が石の部分を増やすこ

とでカワモズクの生育適地が増えることも考えられる。 

 

３－５－３ 水生動物 

 

地区 1 の湧水上流部とそれの流れる水路である地区 2 で比較的種数が多く、湧

水や渓流などの水がきれいで一定の流れを保つ水辺に生息する動物も含まれてい
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た（表 3-3）ことは、地区 1 で特に流量が安定し、底質が小石の部分があること

や土手に生える植物の状況が水生動物の生息に適した環境を作っているものと考

えられる。 

地区 1 および 2 で確認されたホトケドジョウは埻玉県および全国的に絶滅危惧

種ⅠＢ類に指定されており、湧き水が流れ、水生植物が生育し、砂礫あるいは泥が

浅く積もった場所に生息する。天然での寿命は 2 年以下と考えられており、ライフ

サイクルが短いために、湧水などの条件が消失すると急速に絶滅することが多いと

いわれている（埻玉県 2008）。 

地区 4 では他地区で生息していたアメリカザリガニが確認されず、他では見られ

ないサワガニが見られた。地区 4 の水路は谷田の泉とは別の湧水であり、連結して

いないため、アメリカザリガニの侵入が抑えられていると考えられる、比較的水量

が尐なく、直径 30cm 以上の大きめの石があることがサワガニの生息に適してい

るのかもしれない。 

サワガニは水のきれいな水路の石や枯れ葉の下などに生息し、本計画地の含まれ

る台地・丘陵地では普通に見られるが、低地など人の手の及ぶ地域では乱獲や水質

汚濁によって激減していると言われている（埻玉県 2008）。本地のサワガニが絶

滅しないよう注意していく必要がある。 

ホトケドジョウなどの希尐種が生息し続ける条件は、 

① 年間を通して一定の流量と、緩やかな流れをもつ清流を維持すること 

② 水路には植物や石ころがあって、動物が休み、産卵できる場があること 

である。今後ともこの環境を維持し、湧水を拠り所とする動物の生息環境を守って

いくことが重要である。 

また、北アメリカ南部原産の外来種アメリカザリガニは雑食性であり、ため池，

水路などで水生小動物や水生植物に対する食害が知られている（外来種ハンドブッ

ク 2002）。他の水生動物を保全するためには増えすぎないようにモニタリングを

続け、場合によっては生息数の減尐手段を講ずることも必要である。 

 

３－５－４ 植生 

 

出現種の状況 

入間市全域での自生種（「入間市史 植物編」、調査期間：～1983 年 10 月）の

約４割が今回の調査で確認され、市、県、国レベルの希尐種の生育も確認されたこ

とで、この地が地域の植物相の豊かさを維持していくために重要であると言える。 

外来種率がやや高く、1983 年より増えていることも確認されたため、今後も増

えるであろう外来種の侵入と拡大を抑えるような管理によって、希尐種を含む在来

種の生育地を確保することができると考えられる。 
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（１）湿地の現状と今後の予測 

放棄水田部分は、圃場整備前の素掘りの水路が残され一部で蛇行しており、腐植

が適度に堆積して水流を妨げて保水機能を発揮することにより、耕作放棄後も湿生

草地の生育環境が維持されていると考えられる。水湿条件の違いや季節・時期によ

る水位の変動が各優占種群の微妙なすみわけを成立させている。中でも、RDB 種

や山間地で生育する種がまとまっている部分があるのは、放棄から十数年程度を経

て、埋土種子の再生と群落としての分布が安定化していると考えられる。同時に、

人と関わりの多い湿地に分布するもの（アゼナルコ・イグサ・ガマ・ヒメガマ）や

栽培種（ミョウガ・キショウブ・ジュズダマ）も生育している。他地域では、放棄

水田はヨシが優占したり、乾燥化してセイタカアワダチソウが繁茂してしまうこと

がある（楠本ら 2005）のに対して、本計画地では湿生群落として多様な種があり、

湿地として残す意味が高い。 

一方、水田雑草群落を位置づける種群（スズメノテッポウ、タカサブロウ、ケキ

ツネノボタン、ヒデリコなど）は植物相調査では確認できたが、まとまった分布は

していなかった。これは、水田管理や休耕・営農の反復のような、短期間での顕著

な環境変化がなくなってから時間が経過していることによると考えられる。「入間

市の植生 1997」において本計画地で調査され、市域で唯一の休耕田雑草群落とし

て区分されたカズノコグサ－セリ群落は、本調査では確認できなかったが、区分種

のミノゴメ（カズノコグサ）・セリ・ケキツネノボタンは植物相調査では確認でき

た。 

マグワ－オオブタクサ群落、セイタカアワダチソウ－ヒメガマ群落の成立してい

る部分は乾燥化していると考えられ、今後の乾燥化の動向に注意が必要である。 

また、上流部の区域にはオオブタクサ（クワモドキ）やイヌキクイモ、水路上に

キショウブとオランダガラシ（クレソン）、比較的乾燥した部分にセイタカアワダ

チソウ、下流部にオニウシノケグサが多く確認され、人の手が入らなくなり、繁殖

力の強い外来種が分布を拡大していると考えられる。これらが生育域を拡大して貴

重種を含む他の種を被圧・駆逐してしまい、容易に復元できなくなる可能性がある

ので注意する必要がある。在来種についても、クズとヨシにはその動向に留意すべ

きである。 

なお、ノダアカバナは市内で確認個体の尐ない外来種であり、最近侵入したか、

または生育に適した環境が湿地という入間市にとって貴重な環境であったことが

考えられる。今後とも外来種の侵入状況には注意すべきである。 

 

（２）山林の現状と今後の予測 

ため池より南側の B1 落葉広葉樹林（クヌギ林）は、高木層はクヌギとエノキを

中心として多種が構成しているが、低木層はチャノキが 70%程度の植被率を占め、

草本層はヤブランをはじめ 10%の植被率しかない。チャノキが低木層を覆ってい

るために草本層が発達していないと考えられる。チャノキを伐採することによって

光環境が良くなり、多様な種や後継樹が育つことが期待できる。 
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ため池の北の B2 の落葉広葉樹林（ミズキ林）は、低木層の植被率が 70％程度

あり、種数も多くアオキとフイリアオキが合わせて 10%程度を占めるほかは偏り

が尐ない。アズマネザサなど特定の種が増え過ぎないように注意すれば、人手をか

けずに良好に階層構造が発達していくと考えられる。 

A1 のスギ・ヒノキ植林は、高木の個体密度はやや高い部分と、高木が疎であり

日当たりのよい部分がある。高木の個体密度がやや高い部分では枯損木や幹曲り・

倒木が散在しているため、間伐材を利用しながら間伐・枝打ちを行なってもよいと

考えられる。沿道からの家庭ゴミ・農作物・墓地の供物の投棄が目立つ。池周りの

管理（間伐・枝切）や林内の園路の整備との連携によりアメニティの向上をはかる

ことが可能である。エリア A 常緑針葉樹林で B１および B2 の落葉広葉樹林よりも

外来種率が高いが、これは沿道部が長く、畑地や墓地に接しているため、自然に種

子が侵入するものと人為的に持ち込まれるものの両方の侵入圧が高いことによる

ものと考えられる。 

A1、B1、B2 の林は庭木由来と思われるシュロ、アオキおよびフイリアオキの

侵入がある。これらは都市近郊林で異常に繁殖する例が報告されており（亀井

2005 など）、本計画地でも個体数および被度が多くなるようであれば、除去が必

要になると思われる。 

茶畑は、高さ 3m まで育っており、放棄から年数が経過していると思われる。チ

ャノキが覆っているため林床の植物も尐なく、植物の多様性から見た場合、茶畑と

して維持する必要性は尐ないと考えられる。前は水田であった所が茶畑に転用され

たと考えられることから歴史的価値も尐ない。そのため、チャノキを伐採し休憩園

地などとして活用することが考えられる。 

桑林は、周辺の農地跡も含めて近年に分布を広げているようである。クワは実な

どを楽しむ分だけ残し、増えすぎた部分は伐採することが考えられる。 

 

（３）草地の現状と今後の予測 

強壮な在来種（アズマネザサやアズマザサ）や外来種（オオブタクサ（クワモド

キ）・セイタカアワダチソウ）が繁茂している区域があり、これらの分布の拡大は

希尐種や他の在来種を被圧し衰退させる危険性があり、周囲地域への影響も懸念さ

れる。栗林は最近まで草刈りが行われていたために特定の背の高い草本種の繁茂が

なく多くの草本種が生育しているが、草刈りを止めれば、隣地のアズマネザサやア

ズマザサが分布を拡大する可能性がある。オオブタクサ（クワモドキ）、セイタカ

アワダチソウは種子が風散布型であり、繁殖力が旺盛で、他感作用が強く純群落を

形成しやすい。オオブタクサ（クワモドキ）は、既にＤ1 とＤ3 草地で夏期から純

群落を形成しており、Ｄ4 草地（東側）や湿地へも侵入し、分布を拡大していると

考えられる。オオブタクサ（クワモドキ）はイカルやカワラヒワなどの鳥類の餌と

して好まれると言うが、植物の種多様性を考えた場合、駆除するべきである。オオ

ブタクサ（クワモドキ）の駆除については、夏季以降は作業効率がわるく有効性が

低いこと、春期の芽生えでの摘み取りが有効なこととの知見がある（石井ら 2003）。
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本計画地の周辺でもオオブタクサ（クワモドキ）の純群落がいくつか存在し、常に

種子供給があるため、駆除にあたっては毎年の管理活動が必要になると考えられる。 

泉の土手など、これまでも地元ボランティアの手によって刈り取りが行われてき

た草地は出現種数も多く、適当な頻度の草刈りを継続していくことによって、季節

の花を楽しめるような活用ができると考えられる。草刈りの頻度について他地域を

参考にすると、水田の畦畔法面では、農作業に合わせた５月、７月、９月の年３回

を基本とすることが多く、それによって多様な植物の生育する草地となるという報

告がある（馬場ら 2003）。同報告では、刈り取りが多いとシバ草地、刈り取りを

全くしないと遷移が進行しススキ草地になる傾向があり、いずれも植生構造は単純

化したものになるとしている。これを考えに入れ、本計画地の土手は、草が伸びる

時期の２ヶ月に１回程度の草刈りを継続していくことが望ましい。花を楽しめる植

物については選択的に残す作業が提案される。植物種を選択的に残すには、観察眼

が必要となる。選択的に残す植物としては、ツリガネニンジン、アキカラマツなど

が提案される。 

スギ・ヒノキ植林地の外周部については、沿道の利用者への利便に配慮しつつ、

むやみな立入りやゴミ投棄の防止のため、敢えてつる植物が林縁を覆うマント群落

や裾群落を形成させることもよいと考えられる。 
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３－５－５ まとめ 

 

谷田の泉周辺は、限られた区域の中にも多様な自然環境を複合した特異な存在で

ある。入間市の植物の４割を包含しており、地域の植物相の豊かさを維持していく

ために重要であると言える。 

一年中水温の変わらない豊富な湧き水が、カワモズクという全国的にも希尐な種

の生育地となり、ホトケドジョウをはじめとした水生動物の生息環境となっている

ことがわかった。 

このような湧き水を拠り所とした生きものの生育・生息環境を守っていくことは

重要である。また、周辺の斜面林、湿地、草地という多様な環境の中で豊富な植物

種が生育していることが示された。また、人の手が入らなかったことによって外来

植物の単一的な群落になっている部分や、放棄水田跡地では、水田雑草はほぼ消失

しパッチ状の湿生草本群落を形成していること、外来植物の侵入を受けていること

も明らかとなった。今後、泉周辺の土地については外来植物の除去など、適度に人

の手を入れることによって、より豊かな植物種の生育地とすることができると考え

られる。 

さらに、今回の結果では示していないが、記録写真でオオタカの食事痕やタヌキ

のフン、トンボ類など昆虫類、モズ、キジ、ヤマガラなどの鳥類の姿が確認されて

いる。このような鳥やほ乳類、昆虫などの動物の利用のしかたを調査し、管理方法

を考えることでより豊かな生きものの生育・生息地となっていくと考えられる。 
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４ 整備計画 

 

４－１ 計画条件 

 

埻玉県では、都市周辺の多様な生きものが暮らす貴重な水辺空間や平地林等で、

地域住民のオアシスとして親しまれる身近で貴重なみどりを緊急に保全し、地域の

自主的・持続的な活動によって守りながら、次の世代に良好な自然空間を引き継い

でいくため、平成 20 年度から「まちのエコ・オアシス保全推進事業」を展開して

いる。 

「谷田の泉」は、平成 20 年度に所沢市の「菩提樹池周辺緑地」とともに、まち

のエコ・オアシス保全推進事業に採択され、泉の周辺約 1 ヘクタールを公有地化し

て市民に親しまれる自然空間として整備しようとするものである。 

 

４－２ 整備方針 

 

谷田の泉の湧水地、ため池をはじめとする周辺の良好な自然空間を保全しつつ、

市民が自然と親しみ、観察するための最小限の施設整備をすることを基本方針とし

て、エリアごとの整備概念を以下のとおりとする。(図４－１) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1 エリアごとの整備概念 
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４－１－１ 水辺保全エリア 

 

谷田の泉湧水地、ため池及びその土手などの周辺エリアは、本事業の中心をなす

エリアで、カワモズク、アマナ、ホトケドジョウなどの貴重な動植物の生育・生息

地であり、土手の過度な踏圧による裸地化と崩れを防ぐため、一般客の立ち入りを

制限する。カワモズクの生育環境を保全するため、底質が石や砂利であるようにし、

泥が覆ってしまわないようにする。 

ため池は水生動物が生息できるよう、水深 15ｃｍ程度を保ち、適度に日光が差

し込むようにする。 

 

４－１－２ 湿地観察エリア 

 

以前は谷田の泉の湧水を利用した水田だったエリアである。現在は耕作が放棄さ

れ、タコノアシやイチョウウキゴケなどの貴重な植物が生育する湿地空間を形成し

ている。 

人々がこの空間を保全しつつ観察できるような園路と湿地を踏み荒らさないた

めの木道を整備する。 

 

４－１－３ あそび場整備エリア 

 

谷田の泉を訪れた人々の憩いの場として整備する。ここでは谷田の泉やカワモズ

クの案内板の設置や、茶畑や畑地の一部を伐採して休憩広場として整備するほか、

残りの茶畑は子どもたちが茶の迷路として遊べるようにする。なお、このエリアに

あるマグワ、キリ、ケヤキなどの高木とノイバラ、ススキの一部は、夏場の日陰を

作る効果および花や実を楽しめることを期待し、残すものとする。 

また、子どもの遊び場であった湧水地への立ち入り制限に伴い、これに替わる水

遊び場を湿地上流部の園路沿いに確保する。水遊び場には砂利を敷き、冬季にはカ

ワモズクの生育地として機能することも期待する。 

 

４－１－４ 草地保全エリア 

 

畑地の耕作が放棄されたエリアであり、一部草刈をするほかは草地として保全す

る。 

 

４－１－５ 斜面林保全エリア 

 

入間川の河岸段丘を形成する崖(ハケ)の斜面林であり、必要に応じた下草刈りや

枯損木処理のほか、一部間伐を行うのみで、斜面林として保全する。 
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５ 整備設計 

 

前項の施設整備方針を踏まえて設計の方針を以下のとおり設定する。 

 

設計の方針 

① 水辺保全エリアへの立ち入り防止と、ため池への転落を防止するため、ロープ

柵を設置する。 

② 園路の急傾斜部には滑り転倒を防止するため丸太階段を設置する。 

③ 湿地観察エリアには、観察のための園路、木道を整備する。 

④ ため池のかいぼりを行い、一定の水深を確保する。 

⑤ 草地と茶畑の一部を利用し、休憩広場を整備する。 

⑥ 畑地にある桑、桐、欅などの高木は残す。 

⑦ 谷田の泉やカワモズクの案内板を設置する。水辺の土手は水田稲作の歴史遹産

であるという案内をする。 

⑧ 湧水地下流部に子どもの水遊び場を設置する。 

⑨  カワモズクの生育域を増やすため、⑧の水遊び場には砂利を敷く。 

 

 

以上の方針に基づき図５－１のように計画するとともに、設計図を巻末資料に添

付する。 
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図 5-1谷田の泉整備計画図 
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６ 保全管理計画 

 

６－１ 保全管理の基本目標 

 

谷田の泉の湧き水とその周辺の多様な自然環境は、生きものの生育・生息地とし

て貴重なものである。入間川段丘崖の斜面林といった自然の地形、湧き水を利用し

た水田稲作の様子を伝えるため池も歴史的な遹産となっている。また、水田として

利用されなくなってからも、地元の子どもたちの遊び場、人々が自然とふれあう場

として親しまれてきた。このような多くの役割を持つ谷田の泉とその周辺の自然環

境を保全し、後世に引き継ぐため、保全管理の基本目標を次のとおり設定する。 

 

基本目標 

 

「生きものの豊かな自然を次代の子どもたちに引き継ぐ 谷田の泉」 

 

保全管理の要素 

 

① 自然環境の保全 

河岸段丘基部から湧き出る谷田の泉と斜面林、泉を利用した水田跡の湿地、草

地などからなる地形、植生、生きものの生育・生息環境を保全する。 

 

② 歴史的遺産の保全 

ため池と土手を保全し、台地で水田稲作をしていた人々の歴史を感じられるよ

うにする。 

 

③ 自然とのふれあいの場 

人工的に作られた公園ではなく、自然の中で子ども達が遊べる場としていく。 

自然観察ができるようにする。 

 

④ 地元の自主的な管理活動 

地元の活動団体などと協働して、住民参加による保全活動を推進する。 

住民や、地域の学校などの自然学習の場として活用する。 
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６－２ 保全管理計画 

 

地元の活動団体など住民が主体となって、保全管理を以下のとおり行う。 

 

６－２－１ 水質 

 

人の健康や、水生動物の生息を守るため、5 年に 1 回程度の水質調査を継続して

行う。また、10 年に 1 回程度、平成 10 年に行われたような人体有害物質 6 物質

のみでなく他の化学物質も調査されることが望ましい。顕著な変化が見られた場合

には、原因を究明し、改善されるよう働きかける。 

 

６－２－２ 水生動物 

 

・湧水地と水路の上流部では、底質が石や砂利である部分を維持する。必要に応

じて、大小の石を補充する。 

・水生動物のモニタリングを尐なくとも 2～3 年に 1 回程度行う。 

・サワガニ、ホトケドジョウが絶滅しないよう乱獲に注意する。捕まえて観察し

た後は元の場所に放すよう呼びかける。アメリカザリガニは増えすぎないよう、捕

まえて持ち帰ってよいこととし、決して他の水辺に放さないよう呼びかける。 

・水路を背の高い草が覆ってしまわないようにする。 

・落ち葉がたまった所、植物の生えている所など、水生動物の生息地となる環境

を保全する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

谷田の泉西側の水路。大小の石があり、 

サワガニがすむ。 
サワガニ 

ホトケドジョウ 
湧水上流部。底質は砂利でホトケドジョ

ウを含む多くの水生動物が確認された。 
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６－２－３ 水辺保全エリア 

 

泉の土手（湧水地と元ため池の土手） 

・泉周辺の土手は、土手が崩れないよう草が生えている状態を保つ。これまでも

頻繁に刈り取りを行なっていたことによって草地性の種が維持され、種多様性が豊

富である。今後も刈り取り草地の状態を維持しつつ、季節の花を楽しめる種につい

ては選択的に刈り残す。刈り取り頻度は草の伸びる時期で概ね 2 ヶ月に 1 回とし、

刈り取り時期は 5 月、7 月、9 月を目安とする。選択的な刈り残しについては、植

物を観察する眼が必要なので、作業時には植物に詳しい人と一緒に行なうか、また

は前もって観察伒を開き、選択的に残す植物を把握しておく必要がある。 

・ロープ柵の内側は、希尐植物のアマナなど、多様な種が生育しているため、踏

み荒らされないようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

元ため池の土手に刈り取り草地が成立している 

7 月の泉の土手の様子 

10 月、ノハラアザミが咲く泉の土手 

西側の刈り取り草地で咲いたツリガネニンジン 
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ため池 

・ため池はゴミ・倒木類の除去を行なう。 

・水深 15cm 程度を保てるよう埋まってきた場合には届く範囲でかいぼりを行

なう。 

・ため池の周りは、枝が混んできた場合には枝下ろしを行ない、ため池に日光が

差し込むようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土で埋まってしまったため池の様子 

上空が木の枝で閉ざされたため池の様子 
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６－２－４ 湿地観察エリア 

 

園路、木道付近の管理 

・園路、木道は、背の高い草が覆わないよう、状況に応じて左右 20cm 幅程度

の草刈りを行う。 

・園路沿いの水路についても、背の高い草が覆ってしまわないよう、状況に応じ

て水路周りの草刈りを行う。 

 

強壮雑草類の除去 

・オオブタクサ（クワモドキ）、イヌキクイモは、湿地上流部から侵入している。

オオブタクサ（クワモドキ）は 5 月ごろの芽生えの時期に刈り取りまたは摘み取り

を行う。イヌキクイモが拡大してきた場合、刈り取りを夏１回行う。 

・セイタカアワダチソウの抜き取りによって、攪乱を必要とするタコノアシの生

育地とする。タコノアシの種が熟す秋頃に 1 回行う。 

・オランダガラシは水路内に拡大してきた場合、摘み取りを行う。カワモズク生

育地で作業する場合は、カワモズクの生育環境に影響を不えないように注意する。 

・キショウブは湿地上流部から水路沿いに増えているので、拡大に応じて刈り取

りを行う。湧水地のキショウブは残すが、外来種であることを広報する。 

・オニウシノケグサが拡大してきた場合、刈り取りを夏 1 回行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オランダガラシ（クレソン）の繁茂する様子 キショウブの繁茂する様子 

タコノアシとセイタカアワダチソウ イヌキクイモの繁茂する様子 
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６－２－５ あそび場エリア 

 

休憩広場 

・休憩広場となったＤ３の草地は、状況に応じて２ヶ月に１回程度の刈り取りを

行い、子ども達が遊び、休憩できるような背の低い草地状態を維持する。ただし、

草を使った遊びができるよう、地面から５cm 程度は残しておく。夏になるとオオ

ブタクサ（クワモドキ）が繁茂することが予想されるため、５月の小さいうちから

刈り取りまたは抜き取りを行う必要がある。ノイバラ、ススキ、クワの木は花や実

を楽しめるよう何株か残し、増え過ぎた部分は刈り取る。 

・茶畑を伐採して休憩広場とした部分は、周辺からの種子散布を待つ初期には草

本層が尐ないかもしれないが、年を経ることで他の草地のようにオオブタクサ（ク

ワモドキ）等の外来雑草が繁茂すると予想される。日陰を作るための木本を残し、

背の低い草地状態を維持するよう刈り取りを行う。 

 

湿地上流部の水遊び場 

 ・湿地上流部の子どもの水遊び場では、底質が砂利の状態を維持する。泥がたま

った場合には、砂利を洗う。 

 ・アメリカザリガニやホトケドジョウは子どもがふれあい遊べるようにするが、

ホトケドジョウはキャッチ＆リリースを呼びかけ、アメリカザリガニは外来種であ

る上に数が多過ぎるので、持ち帰ってもよいこととする。場合によっては、ザリガ

ニをとるイベントを開き、楽しみながら駆除していく。 

 ・冬は水遊びの需要はないと思われるので、カワモズクの生育域となるよう環境

の維持につとめ、カワモズクについて調査・観察する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月のオオブタクサ（クワモドキ）

の様子。 

このくらいの時期に刈り取りまたは

摘み取りを行う。 

生長し、花をつけた９月のオオブタク

サの様子。 

茎も太くなり、刈り取りは困難。 
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６－２－６ 草地保全エリア 

 

Ｄ１の草地 

・斜面上部の道から湿地全体が見渡せるよう、背の低い草地状態を維持する。夏

になるとオオブタクサ（クワモドキ）が繁茂することが予想されるため、５月の小

さいうちから刈り取りまたは摘み取りを行う必要がある。 

・イヌキクイモは増え過ぎてきた場合は駆除する。 

 

Ｄ４の草地（東側） 

 ・北側水路から１ｍ離れた辺り幅１ｍ程度の部分を散策路とし、人が歩きやすい

草の背を保つ。 

 ・栗林は、クリの木やススキとナンバンギセル、アキノノゲシ、アザミ類など季

節の花や実が楽しめるものを残し、全体の刈り取りを状況に応じて行う。刈り取り

時期と回数は、5 月、7 月、9 月の年 3 回程度を目安とし、ススキやササといった

背の高い草本または木本の被度が著しく増えることのないように刈り取りを行うこ

と、過度な刈り取りによりシバなどの刈り取り圧や踏圧に強い植物の被度が著しく

増えることのないようにすることに留意し、植生状態に応じるものとする。 

 ・その他のササが優占している部分は、ササが覆っているために生育できる植物

種が尐ない。ササやぶを好む動物のために一部を残してササを刈り取ることで、草

地性の植物種の生育地とする。南側の水路には、深い所があるので、水路へ近づけ

ないようササなど背の高い草を残す。刈り取り頻度と時期は、栗林と同じ点に留意

し、植生状態に応じるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栗林の林床の様子 

草地（東側）の様子 
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６－２－７ 斜面林保全エリア 

 

・基本的に手を加えず、このまま保全する。 

・シュロ、アオキ、フイリアオキ、ヒサカキなど、ある種の常緑樹が被度を広げ

てきた場合には、草本層の多様性を守るため、除去する。 

・必要に応じて倒木や枯損木、丌法投棄のごみ類の除去を行う。倒木や枯損木に

ついては、昆虫類などの生息地となるため、全て取り除く必要はない。 

・適度な密度を保つための間伐や枝打ちを行い、長期的には更新を促す。 

・林内への立ち入り、ごみの丌法投棄がひどい時には、目隠しのための林縁への

低木を植樹するなど、対策を行う。目隠しの効果が期待できるマント群落が成立し

た場合には、そのままにする。 

・クヌギ林については、低木層に発達したチャノキを状況に応じて伐採し、草本

層の発達を促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スギ・ヒノキ植林 ６月の様子 スギ・ヒノキ植林の林床 

ミズキ林 11 月の様子 冬のクヌギ林、低木層のチャノキが見える 
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６－２－８ その他、全般 

 

調査、モニタリング 

・未調査区域の調査を行い、保全管理計画を立てる。 

・水質調査、全体の植生調査を５年に１回程度行い、状況に応じて管理計画の改

訂を検討する。管理計画の改訂については、後に記載する。 

・管理作業をする中で、変化がある草地、湿地については毎年植生調査を行い、

目的が達成されるよう管理内容へ反映する。 

・冬季 11～12 月のカワモズクの藻体数調査については毎年行う。湧水の水温と、

ため池の水温、ため池からの流入口より下流の水温、底質の状況、カワモズクの多

い所の水位などについて、調査・研究を行い、必要があれば、カワモズクの生育に

適した環境を増やしていく。具体的には、より下流にあたる部分の底質管理、ため

池からの流入口の影響低減などが想定される。 

・鳥類、昆虫類などの調査を順次行い、総合的にこの地の動植物や自然環境を把

握していく。 

 

利用者について 

・以前から湧き水を利用していた人は、汲んでよいこととする。ただし、飲用に

は適さないことを看板で広報する。湧き水を汲みに来る人が多すぎるようになった

場合は、さらに立ち入りを制限する看板を設置する。 

・子ども達や大人がホトケドジョウやアメリカザリガニ、ジュズダマなどの実を

取って遊ぶことはよいこととする。ただし、ホトケドジョウはキャッチ＆リリース

を呼びかけ、乱獲によって絶滅することのないよう注意していく。アメリカザリガ

ニは持ち帰り飼ってもよいが、他の野外へ放すことのないよう呼びかける。希尐植

物が取られてしまうような場合には看板を立てるなど、対策を取る。 

・利用実態調査（利用形態、移動経路、市民意識）は必要に応じて行う。 

 

自然観察伒、外来動植物の除去活動、参加型調査などの開催 

・年１～2 回程度、市主催による谷田の泉の自然観察伒を行う。 

・外来動植物の除去活動、参加型の調査など一般募集を伴うイベントを行う。 

・啓発活動及び調査結果などの公開（HP）は、常時行う。 

 

ボランティアの育成 

・観察伒や外来動植物の除去活動など一般募集を伴うイベントを通じ、この地に

関心を持つ人が管理活動に携われるようにする。 

・ボランティア活動は、自然環境の保全という方針を逸脱しないよう、本計画に

沿って行う。ボランティア団体が複数できた場合は、話し合いによって役割分担を

する。 
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間伐した木材の活用 

・柵や土留めとして利用する。 

・休憩広場に丸太椅子などとして置く。 

 

課題 

ため池からの泉への水の流入について 

今回の整備計画は、ため池からの流入水によって泥が流れ込み、カワモズクが付

着する石を覆ってしまうことを防ぐためにろ過装を設置することとする。さらに泥

が流入するようであれば、さらに方法を検討する。課題として、水温が上下するた

め池の水が湧水に混入して流れることによって、カワモズクの生育状況に影響が出

るかどうかについて、今後、研究・検討していく必要がある。カワモズクに悪影響

がある場合は、上流の流路を塞ぎ、より下流にため池からの水を引く整備工事を行

うことが考えられる。 
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６－２－９ 管理内容および管理の担い手 

 

管理内容および管理の担い手については、下記の優先順位と望ましい担い手を参

考とし、地元ボランティアと市で観察と相談をしながら内容と役割について決めて

いく。 

 

管理の優先順位［ ］内は望ましい担い手 

１．園路周り、遊び場エリアの草刈りおよびゴミ清掃［地元ボランティア］ 

 ２．湿地の北側斜面のオオブタクサ（クワモドキ）刈り取り［地元ボランティア］ 

３．泉の土手、東側草地の選択的草刈り［市と地元ボランティア］ 

 ４．湿地の強壮外来植物（オオブタクサ（クワモドキ）、セイタカアワダチソウ、

オランダガラシ、キショウブ、イヌキクイモ、オニウシノケグサ）の除去［市

と地元ボランティア］ 

 ５．水路周りの草刈り［地元ボランティア］ 

 ６．ため池、斜面林の危険木・ゴミ除去、落枝・枯損木の状況に応じた除去［市］ 

 ７．調査、観察［市と地元ボランティア］ 

 ８．斜面林の間伐・枝打ち［市と地元ボランティア］ 

  

 

６－２－１０ 管理計画の改訂について 

保全管理計画の改訂については、最新の調査に基づく根拠と、他地域の事例の検

討を前提とする。その際、今回の調査、計画に関わった人の意見を聞き、有識者の

監修を受け、入間市みどりの課が決定し、埻玉県の承認を受けるものとする。
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○

○
○

○
ツ

ク
シ

2
ハ

ナ
ヤ

ス
リ

O
ph

io
gl

os
sa

ce
ae

B
ot

ry
ch

iu
m

 t
er

na
tu

m
フ

ユ
ノ

ハ
ナ

ワ
ラ

ビ
○

○

3
ゼ

ン
マ

イ
O

sm
un

da
ce

ae
O

sm
un

da
 j
ap

on
ic

a
ゼ

ン
マ

イ
○

○
○

4
フ

サ
シ

ダ
Sc

hi
za

ea
ce

ae
L
yg

od
iu

m
 j
ap

on
ic

um
カ

ニ
ク

サ
○

○
○

○
○

シ
ャ

ミ
セ

ン
ズ

ル

5
コ

バ
ノ

イ
シ

カ
グ

マ
D

en
ns

ta
ed

ti
ac

ea
e

P
te

ri
di

um
 a

qu
ili

nu
m

 v
ar

. 
la

ti
us

cu
lu

m
ワ

ラ
ビ

○
○

6
チ

ャ
セ

ン
シ

ダ
A

sp
le

ni
ac

ea
e

A
sp

le
ni

um
 s

ar
el

ii
コ

バ
ノ

ヒ
ノ

キ
シ

ダ
○

7
オ

シ
ダ

D
ry

op
te

ri
da

ce
ae

A
ra

ch
ni

od
es

 s
ta

nd
is

hi
i

リ
ョ
ウ

メ
ン

シ
ダ

○

8
ｵ

ｼ
ﾀ
ﾞ

D
ry

op
te

ri
da

ce
ae

C
yr

to
m

iu
m

 f
or

tu
ne

i 
va

r.
 c

liv
ic

ol
a

ヤ
マ

ヤ
ブ

ソ
テ

ツ
○

9
ｵ

ｼ
ﾀ
ﾞ

D
ry

op
te

ri
da

ce
ae

D
ry

op
te

ri
s 

er
yt

hr
os

or
a

ベ
ニ

シ
ダ

○

10
ｵ

ｼ
ﾀ
ﾞ

D
ry

op
te

ri
da

ce
ae

D
ry

op
te

ri
s 

ho
nd

oe
ns

is
オ

オ
ベ

ニ
シ

ダ
○

11
ｵ

ｼ
ﾀ
ﾞ

D
ry

op
te

ri
da

ce
ae

D
ry

op
te

ri
s 

la
ce

ra
ク

マ
ワ

ラ
ビ

○

12
ｵ

ｼ
ﾀ
ﾞ

D
ry

op
te

ri
da

ce
ae

D
ry

op
te

ri
s 

un
ifo

rm
is

オ
ク

マ
ワ

ラ
ビ

○

13
ｵ

ｼ
ﾀ
ﾞ

D
ry

op
te

ri
da

ce
ae

D
ry

op
te

ri
s 

va
ri

a 
va

r.
 s

et
os

a
ヤ

マ
イ

タ
チ

シ
ダ

○
○

14
ｵ

ｼ
ﾀ
ﾞ

D
ry

op
te

ri
da

ce
ae

P
ol

ys
ti
ch

um
 p

ol
yb

le
ph

ar
um

イ
ノ

デ
○

○

15
ヒ

メ
シ

ダ
T

he
ly

pt
er

id
ac

ea
e

P
he

go
pt

er
is

 d
ec

ur
si

ve
-p

in
na

ta
ゲ

ジ
ゲ

ジ
シ

ダ
○

○

16
T

he
ly

pt
er

id
ac

ea
e

St
eg

no
gr

am
m

a 
po

zo
i 
ss

p.
 m

ol
lis

si
m

a
ミ
ゾ

シ
ダ

○
○

○

17
T

he
ly

pt
er

id
ac

ea
e

T
he

ly
pt

er
is

 j
ap

on
ic

a
ハ

リ
ガ

ネ
ワ

ラ
ビ

○

18
T

he
ly

pt
er

id
ac

ea
e

T
he

ly
pt

er
is

 v
ir
id

ifr
on

s
ミ
ド

リ
ヒ

メ
ワ

ラ
ビ

○

19
メ

シ
ダ

A
th

yr
ia

ce
ae

A
th

yr
iu

m
 n

ip
on

ic
um

イ
ヌ

ワ
ラ

ビ
○

○
○

○
○

○
○

20
A

th
yr

ia
ce

ae
A

th
yr

iu
m

 y
ok

os
ce

ns
e

ヘ
ビ

ノ
ネ

ゴ
ザ

○

21
A

th
yr

ia
ce

ae
D

ep
ar

ia
 c

on
ili

i
ホ

ソ
バ

シ
ケ

シ
ダ

○

22
A

th
yr

ia
ce

ae
D

ep
ar

ia
 j
ap

on
ic

a
シ

ケ
シ

ダ
○

○
○

○
○

○

23
A

th
yr

ia
ce

ae
D

ep
ar

ia
 p

se
ud

o-
co

ni
lii

フ
モ

ト
シ

ケ
シ

ダ
○

○

24
A

th
yr

ia
ce

ae
O

no
cl

ea
 s

en
si

bi
lis

 v
ar

. 
in

te
rr

up
ta

コ
ウ

ヤ
ワ

ラ
ビ

○
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→
配

列
・分

類
は

環
境

省
目

録
を

優
先

配
列

科
名

（和
名

）
科

名
（学

名
）

種
名

（学
名

）
和

名
Ａ 林 （ 常 緑 針 葉 樹 林 ）

Ｂ 1 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｂ 2 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｃ た め 池

Ｄ 1 草 地 （ 湿 地 上 斜 面 ）

Ｄ 2 草 地 （ 墓 地 下 斜 面 ）

Ｄ 3 草 地 （ 西 側 ）

Ｄ 4 草 地 （ 東 側 ）

Ｄ 5 草 地 （ 林 縁 ）

Ｅ 泉 周 辺 の 刈 り 取 り 草 地

Ｆ 湿 地

Ｇ 茶 畑

別 名

25
ウ

ラ
ボ

シ
P
ol

yp
od

ia
ce

ae
L
ep

is
or

us
 t

hu
nb

er
gi

an
us

ノ
キ

シ
ノ

ブ
○

26
マ

ツ
P
in

ac
ea

e
A

bi
es

 f
ir
m

a
モ

ミ
○

27
ス

ギ
T

ax
od

ia
ce

ae
C

ry
pt

om
er

ia
 j
ap

on
ic

a
ス

ギ
○

28
ヒ

ノ
キ

C
up

re
ss

ac
ea

e
C

ha
m

ae
cy

pa
ri
s 

ob
tu

sa
ヒ

ノ
キ

○
○

29
C

up
re

ss
ac

ea
e

C
ha

m
ae

cy
pa

ri
s 

pi
si

fe
ra

サ
ワ

ラ
○

○

30
マ

キ
P
od

oc
ar

pa
ce

ae
P
od

oc
ar

pu
s 

m
ac

ro
ph

yl
lu

s
イ

ヌ
マ

キ
○

31
イ

ヌ
ガ

ヤ
C

ep
ha

lo
ta

xa
ce

ae
C

ep
ha

lo
ta

xu
s 

ha
rr

in
gt

on
ia

イ
ヌ

ガ
ヤ

○

32
ク

ル
ミ

Ju
gl

an
da

ce
ae

Ju
gl

an
s 

ai
la

nt
hi

fo
lia

オ
ニ

グ
ル

ミ
○

33
ヤ

ナ
ギ

Sa
lic

ac
ea

e
Sa

lix
 i
nt

eg
ra

イ
ヌ

コ
リ
ヤ

ナ
ギ

○

34
Sa

lic
ac

ea
e

Sa
lix

 s
ub

fr
ag

ili
s

タ
チ

ヤ
ナ

ギ
○

35
ヤ

ブ
コ

ウ
ジ

M
yr

si
na

ce
ae

A
rd

is
ia

 j
ap

on
ic

a
ヤ

ブ
コ

ウ
ジ

○
○

○

36
ブ

ナ
F
ag

ac
ea

e
C

as
ta

ne
a 

cr
en

at
a

ク
リ

○
○

○
○

37
F
ag

ac
ea

e
L
it
ho

ca
rp

us
 e

du
lis

マ
テ

バ
シ

イ
○

○

38
F
ag

ac
ea

e
Q

ue
rc

us
 a

cu
ti
ss

im
a

ク
ヌ

ギ
○

○

39
F
ag

ac
ea

e
Q

ue
rc

us
 g

la
uc

a
ア

ラ
カ

シ
○

○
○

40
F
ag

ac
ea

e
Q

ue
rc

us
 m

yr
si

na
ef

ol
ia

シ
ラ

カ
シ

○
○

○
○

○

41
F
ag

ac
ea

e
Q

ue
rc

us
 s

er
ra

ta
コ

ナ
ラ

○
○

ハ
ハ

ソ

42
ニ

レ
U

lm
ac

ea
e

A
ph

an
an

th
e 

as
pe

ra
ム

ク
ノ

キ
○

○
○

○
○

○

43
U

lm
ac

ea
e

C
el

ti
s 

si
ne

ns
is

 v
ar

. 
ja

po
ni

ca
エ

ノ
キ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

44
U

lm
ac

ea
e

Z
el

ko
va

 s
er

ra
ta

ケ
ヤ

キ
○

○
○

○
○

45
ク

ワ
M

or
ac

ea
e

B
ro

us
so

ne
ti
a 

ka
zi

no
ki

ヒ
メ

コ
ウ

ゾ
○

○
コ

ウ
ゾ

46
M

or
ac

ea
e

F
at

ou
a 

vi
llo

sa
ク

ワ
ク

サ
○

○
○

47
M

or
ac

ea
e

H
um

ul
us

 j
ap

on
ic

us
カ

ナ
ム

グ
ラ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

48
M

or
ac

ea
e

M
or

us
 a

lb
a

マ
グ

ワ
○

○
○

○
○

○
○

○
○
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→
配

列
・分

類
は

環
境

省
目

録
を

優
先

配
列

科
名

（和
名

）
科

名
（学

名
）

種
名

（学
名

）
和

名
Ａ 林 （ 常 緑 針 葉 樹 林 ）

Ｂ 1 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｂ 2 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｃ た め 池

Ｄ 1 草 地 （ 湿 地 上 斜 面 ）

Ｄ 2 草 地 （ 墓 地 下 斜 面 ）

Ｄ 3 草 地 （ 西 側 ）

Ｄ 4 草 地 （ 東 側 ）

Ｄ 5 草 地 （ 林 縁 ）

Ｅ 泉 周 辺 の 刈 り 取 り 草 地

Ｆ 湿 地

Ｇ 茶 畑

別 名

49
イ

ラ
ク

サ
U

rt
ic

ac
ea

e
B

oe
hm

er
ia

 j
ap

on
ic

a 
va

r.
 l
on

gi
sp

ic
a

ヤ
ブ

マ
オ

○
○

○
○

○
○

50
U

rt
ic

ac
ea

e
B

oe
hm

er
ia

 n
ip

on
on

iv
ea

カ
ラ

ム
シ

○
○

51
U

rt
ic

ac
ea

e
B

oe
hm

er
ia

 n
ip

on
on

iv
ea

 v
ar

. 
co

nc
ol

or
ア

オ
カ

ラ
ム

シ
○

52
U

rt
ic

ac
ea

e
B

oe
hm

er
ia

 p
la

ta
ni

fo
lia

メ
ヤ

ブ
マ

オ
○

53
U

rt
ic

ac
ea

e
P
ile

a 
pu

m
ila

ア
オ

ミ
ズ

○
○

○

54
ビ

ャ
ク

ダ
ン

Sa
nt

al
ac

ea
e

T
he

si
um

 c
hi

ne
ns

e
カ

ナ
ビ

キ
ソ

ウ
○

55
タ

デ
P
ol

yg
on

ac
ea

e
A

nt
en

or
on

 f
ili

fo
rm

e
ミ
ズ

ヒ
キ

○
○

○
○

○
○

○

56
P
ol

yg
on

ac
ea

e
F
ag

op
yr

um
 c

ym
os

um
シ

ャ
ク

チ
リ
ソ

バ
○

57
P
ol

yg
on

ac
ea

e
P
er

si
ca

ri
a 

la
pa

th
ifo

lia
オ

オ
イ

ヌ
タ

デ
○

58
P
ol

yg
on

ac
ea

e
P
er

si
ca

ri
a 

lo
ng

is
et

a
イ

ヌ
タ

デ
○

○
○

59
P
ol

yg
on

ac
ea

e
P
er

si
ca

ri
a 

ni
pp

on
en

si
s

ヤ
ノ

ネ
グ

サ
○

○
○

60
P
ol

yg
on

ac
ea

e
P
er

si
ca

ri
a 

pe
rf

ol
ia

ta
イ

シ
ミ
カ

ワ
○

○
○

○

61
P
ol

yg
on

ac
ea

e
P
er

si
ca

ri
a 

po
su

m
bu

 v
ar

. 
la

xi
flo

ra
ハ

ナ
タ

デ
○

ヤ
ブ

タ
デ

62
P
ol

yg
on

ac
ea

e
P
er

si
ca

ri
a 

pu
be

sc
en

s
ボ

ン
ト
ク

タ
デ

○

63
P
ol

yg
on

ac
ea

e
P
er

si
ca

ri
a 

si
eb

ol
di

i
ア

キ
ノ

ウ
ナ

ギ
ツ

カ
ミ

○
○

○
ア

キ
ノ

ウ
ナ

ギ
ヅ

ル

64
P
ol

yg
on

ac
ea

e
P
er

si
ca

ri
a 

th
un

be
rg

ii
ミ
ゾ

ソ
バ

○
○

○
○

ウ
シ

ノ
ヒ

タ
イ

65
P
ol

yg
on

ac
ea

e
P
er

si
ca

ri
a 

th
un

be
rg

ii 
va

r.
 h

as
ta

to
tr

ilo
ba

オ
オ

ミ
ゾ

ソ
バ

○
○

○

66
P
ol

yg
on

ac
ea

e
P
ol

yg
on

um
 h

yd
ro

pi
pe

r
ヤ

ナ
ギ

タ
デ

○
マ

タ
デ

67
P
ol

yg
on

ac
ea

e
P
ol

yg
on

um
 s

en
ti
co

su
m

マ
マ

コ
ノ

シ
リ
ヌ

グ
イ

○

68
P
ol

yg
on

ac
ea

e
R
ey

no
ut

ri
a 

ja
po

ni
ca

イ
タ

ド
リ

○
○

○

69
P
ol

yg
on

ac
ea

e
R
um

ex
 a

ce
to

sa
ス

イ
バ

○
○

○
○

○
○

○

70
P
ol

yg
on

ac
ea

e
R
um

ex
 c

ri
sp

us
ナ

ガ
バ

ギ
シ

ギ
シ

○

71
P
ol

yg
on

ac
ea

e
R
um

ex
 j
ap

on
ic

us
ギ

シ
ギ

シ
○

○

72
タ

デ
P
ol

yg
on

ac
ea

e
R
um

ex
 o

bt
us

ifo
liu

s
エ

ゾ
ノ

ギ
シ

ギ
シ

○
○
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→
配

列
・分

類
は

環
境

省
目

録
を

優
先

配
列

科
名

（和
名

）
科

名
（学

名
）

種
名

（学
名

）
和

名
Ａ 林 （ 常 緑 針 葉 樹 林 ）

Ｂ 1 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｂ 2 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｃ た め 池

Ｄ 1 草 地 （ 湿 地 上 斜 面 ）

Ｄ 2 草 地 （ 墓 地 下 斜 面 ）

Ｄ 3 草 地 （ 西 側 ）

Ｄ 4 草 地 （ 東 側 ）

Ｄ 5 草 地 （ 林 縁 ）

Ｅ 泉 周 辺 の 刈 り 取 り 草 地

Ｆ 湿 地

Ｇ 茶 畑

別 名

73
ヤ

マ
ゴ

ボ
ウ

P
hy

to
la

cc
ac

ea
e

P
hy

to
la

cc
a 

am
er

ic
an

a
ヨ

ウ
シ

ュ
ヤ

マ
ゴ

ボ
ウ

○
○

○
○

○
○

○
ア

メ
リ
カ

ヤ
マ

ゴ
ボ

ウ

74
ザ

ク
ロ

ソ
ウ

M
ol

lu
gi

na
ce

ae
M

ol
lu

go
 p

en
ta

ph
yl

la
ザ

ク
ロ

ソ
ウ

○
○

○

75
ス

ベ
リ
ヒ

ユ
P
or

tu
la

ca
ce

ae
P
or

tu
la

ca
 o

le
ra

ce
a

ス
ベ

リ
ヒ

ユ
○

○

76
ナ

デ
シ

コ
C

ar
yo

ph
yl

la
ce

ae
A

re
na

ri
a 

se
rp

yl
lif

ol
ia

ノ
ミ
ノ

ツ
ヅ

リ
○

77
C

ar
yo

ph
yl

la
ce

ae
C

er
as

ti
um

 g
lo

m
er

at
um

オ
ラ

ン
ダ

ミ
ミ

ナ
グ

サ
○

○

78
C

ar
yo

ph
yl

la
ce

ae
C

er
as

ti
um

 h
ol

os
te

oi
de

s 
va

r.
 a

ng
us

ti
fo

liu
m

ミ
ミ
ナ

グ
サ

○
○

79
C

ar
yo

ph
yl

la
ce

ae
Sa

gi
na

 j
ap

on
ic

a
ツ

メ
ク

サ
○

○

80
C

ar
yo

ph
yl

la
ce

ae
Si

le
ne

 a
rm

er
ia

ム
シ

ト
リ
ナ

デ
シ

コ
○

81
C

ar
yo

ph
yl

la
ce

ae
St

el
la

ri
a 

al
si

ne
 v

ar
. 
un

du
la

ta
ノ

ミ
ノ

フ
ス

マ
○

○

82
C

ar
yo

ph
yl

la
ce

ae
St

el
la

ri
a 

aq
ua

ti
ca

ウ
シ

ハ
コ

ベ
○

○
○

○
○

○
○

83
C

ar
yo

ph
yl

la
ce

ae
St

el
la

ri
a 

m
ed

ia
コ

ハ
コ

ベ
○

○
○

○
ハ

コ
ベ

84
C

ar
yo

ph
yl

la
ce

ae
St

el
la

ri
a 

ne
gl

ec
ta

ミ
ド

リ
ハ

コ
ベ

○
○

ハ
コ

ベ
、

ハ
コ

ベ
ラ

85
ア

カ
ザ

C
he

no
po

di
ac

ea
e

C
he

no
po

di
um

 a
lb

um
シ

ロ
ザ

○
○

シ
ロ

ア
カ

ザ

86
C

he
no

po
di

ac
ea

e
C

he
no

po
di

um
 f
ic

ifo
liu

m
コ

ア
カ

ザ
○

87
C

he
no

po
di

ac
ea

e
C

he
no

po
di

um
 p

um
ili

o 
R
. 
B

r.
ゴ

ウ
シ

ュ
ウ

ア
リ

タ
ソ

ウ
○

88
ヒ

ユ
A

m
ar

an
th

ac
ea

e
A

ch
yr

an
th

es
 b

id
en

ta
ta

 v
ar

. 
ja

po
ni

ca
ヒ

カ
ゲ

イ
ノ

コ
ズ

チ
○

○
○

○
○

イ
ノ

コ
ズ

チ

89
A

m
ar

an
th

ac
ea

e
A

ch
yr

an
th

es
 b

id
en

ta
ta

 v
ar

. 
to

m
en

to
sa

ヒ
ナ

タ
イ

ノ
コ

ズ
チ

○
○

○
○

○
○

90
A

m
ar

an
th

ac
ea

e
A

m
ar

an
th

us
 v

ir
id

is
ホ

ナ
ガ

イ
ヌ

ビ
ユ

○
ア

オ
ビ

ユ

91
モ

ク
レ

ン
M

ag
no

lia
ce

ae
M

ag
no

lia
 p

ra
ec

oc
is

si
m

a
コ

ブ
シ

○
○

○

92
M

ag
no

lia
ce

ae
M

ag
no

lia
 q

ui
nq

ue
pe

ta
　

　
　

　
　

　
シ

モ
ク

レ
ン

○

93
マ

ツ
ブ

サ
Sc

hi
sa

nd
ra

ce
ae

K
ad

su
ra

 j
ap

on
ic

a
サ

ネ
カ

ズ
ラ

○
ビ

ナ
ン

カ
ズ

ラ

94
ク

ス
ノ

キ
L
au

ra
ce

ae
C

in
na

m
om

um
 c

am
ph

or
a

ク
ス

ノ
キ

○

95
L
au

ra
ce

ae
M

ac
hi

lu
s 

th
un

be
rg

ii
タ

ブ
ノ

キ
○

イ
ヌ

グ
ス

96
ク

ス
ノ

キ
L
au

ra
ce

ae
N

eo
lit

se
a 

se
ri
ce

a
シ

ロ
ダ

モ
○

○
○

○
○

○
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→
配

列
・分

類
は

環
境

省
目

録
を

優
先

配
列

科
名

（和
名

）
科

名
（学

名
）

種
名

（学
名

）
和

名
Ａ 林 （ 常 緑 針 葉 樹 林 ）

Ｂ 1 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｂ 2 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｃ た め 池

Ｄ 1 草 地 （ 湿 地 上 斜 面 ）

Ｄ 2 草 地 （ 墓 地 下 斜 面 ）

Ｄ 3 草 地 （ 西 側 ）

Ｄ 4 草 地 （ 東 側 ）

Ｄ 5 草 地 （ 林 縁 ）

Ｅ 泉 周 辺 の 刈 り 取 り 草 地

Ｆ 湿 地

Ｇ 茶 畑

別 名

97
キ

ン
ポ

ウ
ゲ

R
an

un
cu

la
ce

ae
C

le
m

at
is

 a
pi

ifo
lia

ボ
タ

ン
ヅ

ル
○

98
R
an

un
cu

la
ce

ae
C

le
m

at
is

 a
pi

ifo
lia

 v
ar

. 
bi

te
rn

at
a

コ
ボ

タ
ン

ヅ
ル

○
○

メ
ボ

タ
ン

ヅ
ル

99
R
an

un
cu

la
ce

ae
C

le
m

at
is

 t
er

ni
flo

ra
セ

ン
ニ

ン
ソ

ウ
○

○
○

○
○

○
○

○

10
0

R
an

un
cu

la
ce

ae
R
an

un
cu

lu
s 

ca
nt

on
ie

ns
is

ケ
キ

ツ
ネ

ノ
ボ

タ
ン

○
○

○

10
1

R
an

un
cu

la
ce

ae
R
an

un
cu

lu
s 

ja
po

ni
cu

s
ウ

マ
ノ

ア
シ

ガ
タ

○
キ

ン
ポ

ウ
ゲ

10
2

R
an

un
cu

la
ce

ae
R
an

un
cu

lu
s 

si
le

ri
fo

liu
s

キ
ツ

ネ
ノ

ボ
タ

ン
○

10
3

R
an

un
cu

la
ce

ae
T

ha
lic

tr
um

 m
in

us
 v

ar
. 
hy

po
le

uc
um

ア
キ

カ
ラ

マ
ツ

○
○

○
○

○

10
4

メ
ギ

B
er

be
ri
da

ce
ae

N
an

di
na

 d
om

es
ti
ca

ナ
ン

テ
ン

○
○

○

10
5

ア
ケ

ビ
L
ar

di
za

ba
la

ce
ae

A
ke

bi
a 

qu
in

at
a

ア
ケ

ビ
○

○
○

○
○

○
○

○

10
6

L
ar

di
za

ba
la

ce
ae

A
ke

bi
a 

tr
ifo

lia
ta

ミ
ツ

バ
ア

ケ
ビ

○
○

10
7

L
ar

di
za

ba
la

ce
ae

St
au

nt
on

ia
 h

ex
ap

hy
lla

ム
ベ

○

10
8

ツ
ヅ

ラ
フ

ジ
M

en
is

pe
rm

ac
ea

e
C

oc
cu

lu
s 

or
bi

cu
la

tu
s

ア
オ

ツ
ヅ

ラ
フ

ジ
○

○
○

○
カ

ミ
エ

ビ

10
9

ド
ク

ダ
ミ

Sa
ur

ur
ac

ea
e

H
ou

tt
uy

ni
a 

co
rd

at
a

ド
ク

ダ
ミ

○
○

○
○

○
○

○
○

11
0

セ
ン

リ
ョ
ウ

C
hl

or
an

th
ac

ea
e

C
hl

or
an

th
us

 s
er

ra
tu

s
フ

タ
リ
シ

ズ
カ

○

11
1

ツ
バ

キ
T

he
ac

ea
e

E
ur

ya
 j
ap

on
ic

a
ヒ

サ
カ

キ
○

○

11
2

T
he

ac
ea

e
T

er
ns

tr
oe

m
ia

 g
ym

na
nt

he
ra

モ
ッ

コ
ク

○

11
3

T
he

ac
ea

e
T

he
a 

si
ne

ns
is

チ
ャ

ノ
キ

○
○

○
○

○
○

○
○

11
4

オ
ト
ギ

リ
ソ

ウ
G

ut
ti
fe

ra
e

H
yp

er
ic

um
 e

re
ct

um
オ

ト
ギ

リ
ソ

ウ
○

11
5

G
ut

ti
fe

ra
e

H
yp

er
ic

um
 l
ax

um
コ

ケ
オ

ト
ギ

リ
○

○

11
6

ケ
シ

P
ap

av
er

ac
ea

e
C

or
yd

al
is

 i
nc

is
a

ム
ラ

サ
キ

ケ
マ

ン
○

○

11
7

P
ap

av
er

ac
ea

e
M

ac
le

ay
a 

co
rd

at
a

タ
ケ

ニ
グ

サ
○

○
○

○
チ

ャ
ン

パ
ギ

ク

11
8

ア
ブ

ラ
ナ

C
ru

ci
fe

ra
e

C
ar

da
m

in
e 

hi
rs

ut
a 

ミ
チ

タ
ネ

ツ
ケ

バ
ナ

○

11
9

C
ru

ci
fe

ra
e

C
ap

se
lla

 b
ur

sa
-p

as
to

ri
s

ナ
ズ

ナ
○

ペ
ン

ペ
ン

グ
サ

12
0

C
ar

da
m

in
e 

fle
xu

os
a

タ
ネ

ツ
ケ

バ
ナ

○
○
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→
配

列
・分

類
は

環
境

省
目

録
を

優
先

配
列

科
名

（和
名

）
科

名
（学

名
）

種
名

（学
名

）
和

名
Ａ 林 （ 常 緑 針 葉 樹 林 ）

Ｂ 1 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｂ 2 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｃ た め 池

Ｄ 1 草 地 （ 湿 地 上 斜 面 ）

Ｄ 2 草 地 （ 墓 地 下 斜 面 ）

Ｄ 3 草 地 （ 西 側 ）

Ｄ 4 草 地 （ 東 側 ）

Ｄ 5 草 地 （ 林 縁 ）

Ｅ 泉 周 辺 の 刈 り 取 り 草 地

Ｆ 湿 地

Ｇ 茶 畑

別 名

12
1

ア
ブ

ラ
ナ

C
ru

ci
fe

ra
e

L
ep

id
iu

m
 v

ir
gi

ni
cu

m
マ

メ
グ

ン
バ

イ
ナ

ズ
ナ

○

12
2

C
ru

ci
fe

ra
e

N
as

tu
rt

iu
m

 o
ffi

ci
na

le
オ

ラ
ン

ダ
ガ

ラ
シ

○
○

12
3

C
ru

ci
fe

ra
e

O
ry

ch
op

hr
ag

m
us

 v
io

la
ce

us
ハ

ナ
ダ

イ
コ

ン
○

シ
ョ
カ

ツ
サ

イ
、

オ
オ

ア
ラ

セ
イ

ト
ウ

12
4

C
ru

ci
fe

ra
e

R
ap

ha
nu

s 
sa

ti
vu

s
ダ

イ
コ

ン
○

12
5

C
ru

ci
fe

ra
e

R
or

ip
pa

 i
sl

an
di

ca
ス

カ
シ

タ
ゴ

ボ
ウ

○

12
6

ベ
ン

ケ
イ

ソ
ウ

C
ra

ss
ul

ac
ea

e
Se

du
m

 b
ul

bi
fe

ru
m

コ
モ

チ
マ

ン
ネ

ン
グ

サ
○

○
○

○

12
7

ユ
キ

ノ
シ

タ
Sa

xi
fr

ag
ac

ea
e

D
eu

tz
ia

 s
ca

br
a

マ
ル

バ
ウ

ツ
ギ

○

12
8

Sa
xi

fr
ag

ac
ea

e
P
en

th
or

um
 c

hi
ne

ns
e

タ
コ

ノ
ア

シ
○

12
9

バ
ラ

R
os

ac
ea

e
A

gr
im

on
ia

 j
ap

on
ic

a
キ

ン
ミ
ズ

ヒ
キ

○
○

○

13
0

R
os

ac
ea

e
A

gr
im

on
ia

 n
ip

po
ni

ca
ヒ

メ
キ

ン
ミ
ズ

ヒ
キ

○

13
1

R
os

ac
ea

e
C

ha
en

om
el

es
 j
ap

on
ic

a
ク

サ
ボ

ケ
○

○
シ

ド
ミ

13
2

R
os

ac
ea

e
D

uc
he

sn
ea

 c
hr

ys
an

th
a

ヘ
ビ

イ
チ

ゴ
○

○
○

○
○

○
○

○

13
3

R
os

ac
ea

e
D

uc
he

sn
ea

 i
nd

ic
a

ヤ
ブ

ヘ
ビ

イ
チ

ゴ
○

○
○

○
○

13
4

R
os

ac
ea

e
P
ot

en
ti
lla

 f
ra

ga
ri
oi

de
s 

va
r.

 m
aj

or
キ

ジ
ム

シ
ロ

○

13
5

R
os

ac
ea

e
P
ot

en
ti
lla

 f
re

yn
ia

na
ミ
ツ

バ
ツ

チ
グ

リ
○

13
6

R
os

ac
ea

e
P
ot

en
ti
lla

 s
un

da
ic

a 
va

r.
 r

ob
us

ta
オ

ヘ
ビ

イ
チ

ゴ
○

○
○

○

13
7

R
os

ac
ea

e
P
ou

rt
hi

ae
a 

vi
llo

sa
 v

ar
. 
la

ev
is

カ
マ

ツ
カ

○
○

ウ
シ

コ
ロ

シ

13
8

R
os

ac
ea

e
P
ru

nu
s 

gr
ay

an
a

ウ
ワ

ミ
ズ

ザ
ク

ラ
○

○
○

○

13
9

R
os

ac
ea

e
R
ha

ph
io

le
pi

s 
um

be
lla

ta
 v

ar
. 
in

te
ge

rr
im

a
マ

ル
バ

シ
ャ

リ
ン

バ
イ

○

14
0

R
os

ac
ea

e
R
os

a 
lu

ci
ae

ア
ズ

マ
イ

バ
ラ

○
オ

オ
フ

ジ
イ

バ
ラ

、
ヤ

マ
テ

リ
ハ

ノ
イ

バ
ラ

14
1

R
os

ac
ea

e
R
os

a 
m

ul
ti
flo

ra
ノ

イ
バ

ラ
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

14
2

R
os

ac
ea

e
R
ub

us
 h

ir
su

tu
s

ク
サ

イ
チ

ゴ
○

○
○

14
3

R
ub

us
 m

ic
ro

ph
yl

lu
s

ニ
ガ

イ
チ

ゴ
○

○
○

○
○

14
4

R
os

ac
ea

e
R
ub

us
 p

al
m

at
us

 v
ar

. 
co

pt
op

hy
llu

s
モ

ミ
ジ

イ
チ

ゴ
○
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→
配

列
・分

類
は

環
境

省
目

録
を

優
先

配
列

科
名

（和
名

）
科

名
（学

名
）

種
名

（学
名

）
和

名
Ａ 林 （ 常 緑 針 葉 樹 林 ）

Ｂ 1 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｂ 2 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｃ た め 池

Ｄ 1 草 地 （ 湿 地 上 斜 面 ）

Ｄ 2 草 地 （ 墓 地 下 斜 面 ）

Ｄ 3 草 地 （ 西 側 ）

Ｄ 4 草 地 （ 東 側 ）

Ｄ 5 草 地 （ 林 縁 ）

Ｅ 泉 周 辺 の 刈 り 取 り 草 地

Ｆ 湿 地

Ｇ 茶 畑

別 名

14
5

バ
ラ

R
os

ac
ea

e
R
ub

us
 p

ar
vi

fo
liu

s
ナ

ワ
シ

ロ
イ

チ
ゴ

○
○

○
○

14
6

R
os

ac
ea

e
Sa

ng
ui

so
rb

a 
of

fic
in

al
is

ワ
レ

モ
コ

ウ
○

○
○

○

14
7

R
os

ac
ea

e
St

ep
ha

na
nd

ra
 i
nc

is
a

コ
ゴ

メ
ウ

ツ
ギ

○

14
8

R
os

ac
ea

e
P
ru

nu
s 

sp
.

サ
ク

ラ
の

１
種

○

14
9

マ
メ

L
eg

um
in

os
ae

A
lb

iz
ia

 j
ul

ib
ri
ss

in
ネ

ム
ノ

キ
○

○

15
0

L
eg

um
in

os
ae

A
m

or
ph

a 
fr

ut
ic

os
a 

イ
タ

チ
ハ

ギ
○

○

15
1

L
eg

um
in

os
ae

A
m

ph
ic

ar
pa

ea
 b

ra
ct

ee
at

a 
ss

p.
 e

dg
ew

or
th

ii
ヤ

ブ
マ

メ
○

○
○

○
○

○

15
2

L
eg

um
in

os
ae

C
as

si
a 

m
im

os
oi

de
s 

ss
p.

 n
om

am
e

カ
ワ

ラ
ケ

ツ
メ

イ
○

15
3

L
eg

um
in

os
ae

D
es

m
od

iu
m

 p
od

oc
ar

pi
um

 s
sp

. 
ox

yp
hy

llu
m

ヌ
ス

ビ
ト
ハ

ギ
○

○
○

○
○

15
4

L
eg

um
in

os
ae

D
es

m
od

iu
m

 p
od

oc
ar

pi
um

 v
ar

. 
m

an
ds

hu
ri

cu
m

ヤ
ブ

ハ
ギ

○

15
5

L
eg

um
in

os
ae

G
ly

ci
ne

 m
ax

 s
sp

. 
so

ja
ツ

ル
マ

メ
○

15
6

L
eg

um
in

os
ae

K
um

m
er

ow
ia

 s
tr

ia
ta

ヤ
ハ

ズ
ソ

ウ
○

15
7

L
eg

um
in

os
ae

L
es

pe
de

za
 c

un
ea

ta
メ

ド
ハ

ギ
○

15
8

L
eg

um
in

os
ae

L
es

pe
de

za
 p

ilo
sa

ネ
コ

ハ
ギ

○
○

15
9

L
eg

um
in

os
ae

M
aa

ck
ia

 a
m

ur
en

si
s 

va
r.

 b
ue

rg
er

i
イ

ヌ
エ

ン
ジ

ュ
○

16
0

L
eg

um
in

os
ae

P
ue

ra
ri
a 

lo
ba

ta
ク

ズ
○

○
○

16
1

L
eg

um
in

os
ae

R
ob

in
ia

 p
se

ud
oa

ca
ci

a
ハ

リ
エ

ン
ジ

ュ
○

ニ
セ

ア
カ

シ
ヤ

16
2

L
eg

um
in

os
ae

T
ri
fo

liu
m

 p
ra

te
ns

e
ム

ラ
サ

キ
ツ

メ
ク

サ
○

ア
カ

ツ
メ

ク
サ

、
レ

ッ
ド

ク
ロ

ー
バ

ー

16
3

L
eg

um
in

os
ae

T
ri
fo

liu
m

 r
ep

en
s

シ
ロ

ツ
メ

ク
サ

○
ク

ロ
ー

バ
ー

16
4

L
eg

um
in

os
ae

V
ic

ia
 a

ng
us

ti
fo

lia
ヤ

ハ
ズ

エ
ン

ド
ウ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
カ

ラ
ス

ノ
エ

ン
ド

ウ

16
5

L
eg

um
in

os
ae

V
ic

ia
 h

ir
su

ta
ス

ズ
メ

ノ
エ

ン
ド

ウ
○

16
6

L
eg

um
in

os
ae

V
ic

ia
 t

et
ra

sp
er

m
a

カ
ス

マ
グ

サ
○

16
7

マ
メ

L
eg

um
in

os
ae

W
is

te
ri
a 

flo
ri
bu

nd
a

フ
ジ

○

16
8

カ
タ

バ
ミ

O
xa

lid
ac

ea
e

O
xa

lis
 c

or
ni

cu
la

ta
カ

タ
バ

ミ
○

○
○

○
○

○
○
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→
配

列
・分

類
は

環
境

省
目

録
を

優
先

配
列

科
名

（和
名

）
科

名
（学

名
）

種
名

（学
名

）
和

名
Ａ 林 （ 常 緑 針 葉 樹 林 ）

Ｂ 1 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｂ 2 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｃ た め 池

Ｄ 1 草 地 （ 湿 地 上 斜 面 ）

Ｄ 2 草 地 （ 墓 地 下 斜 面 ）

Ｄ 3 草 地 （ 西 側 ）

Ｄ 4 草 地 （ 東 側 ）

Ｄ 5 草 地 （ 林 縁 ）

Ｅ 泉 周 辺 の 刈 り 取 り 草 地

Ｆ 湿 地

Ｇ 茶 畑

別 名

16
9

カ
タ

バ
ミ

O
xa

lid
ac

ea
e

O
xa

lis
 c

or
ni

cu
la

ta
 f
. 
ru

br
ifo

lia
ア

カ
カ

タ
バ

ミ
○

○

17
0

カ
タ

バ
ミ

O
xa

lid
ac

ea
e

O
xa

lis
 c

or
ym

bo
sa

ム
ラ

サ
キ

カ
タ

バ
ミ

○

17
1

O
xa

lid
ac

ea
e

O
xa

lis
 f
on

ta
na

エ
ゾ

タ
チ

カ
タ

バ
ミ

○
○

○
○

○

17
2

フ
ウ

ロ
ソ

ウ
G

er
an

ia
ce

ae
G

er
an

iu
m

 c
ar

ol
in

ia
nu

m
ア

メ
リ
カ

フ
ウ

ロ
○

○
○

○
○

○
○

17
3

G
er

an
ia

ce
ae

G
er

an
iu

m
 t

hu
nb

er
gi

i
ゲ

ン
ノ

シ
ョ
ウ

コ
○

○
○

フ
ウ

ロ
ソ

ウ

17
4

ト
ウ

ダ
イ

グ
サ

E
up

ho
rb

ia
ce

ae
A

ca
ly

ph
a 

au
st

ra
lis

エ
ノ

キ
グ

サ
○

○
○

○

17
5

E
up

ho
rb

ia
ce

ae
E
up

ho
rb

ia
 c

ya
th

op
ho

ra
 

シ
ョ
ウ

ジ
ョ
ウ

ソ
ウ

○

17
6

E
up

ho
rb

ia
ce

ae
E
up

ho
rb

ia
 p

se
ud

oc
ha

m
ae

sy
ce

ニ
シ

キ
ソ

ウ
○

17
7

E
up

ho
rb

ia
ce

ae
E
up

ho
rb

ia
 s

up
in

a
コ

ニ
シ

キ
ソ

ウ
○

○
○

○

17
8

E
up

ho
rb

ia
ce

ae
M

al
lo

tu
s 

ja
po

ni
cu

s
ア

カ
メ

ガ
シ

ワ
○

○
○

○
○

○
○

17
9

ユ
ズ

リ
ハ

D
ap

h
n
ip

h
yl

la
ce

ae
D

ap
hn

ip
hy

llu
m

 m
ac

ro
po

du
m

ユ
ズ

リ
ハ

○
○

○

18
0

D
ap

h
n
ip

h
yl

la
ce

ae
D

ap
hn

ip
hy

llu
m

 t
ei

js
m

an
ni

i
ヒ

メ
ユ

ズ
リ
ハ

○

18
1

ミ
カ

ン
R
ut

ac
ea

e
Z
an

th
ox

yl
um

 p
ip

er
it
um

サ
ン

シ
ョ
ウ

○
○

○
○

○
ハ

ジ
カ

ミ

18
2

ニ
ガ

キ
Si

m
ar

ou
ba

ce
ae

P
ic

ra
sm

a 
qu

as
si

oi
de

s
ニ

ガ
キ

○

18
3

セ
ン

ダ
ン

M
el

ia
ce

ae
M

el
ia

 a
ze

da
ra

ch
セ

ン
ダ

ン
○

○

18
4

ウ
ル

シ
A

na
ca

rd
ia

ce
ae

R
hu

s 
ja

va
ni

ca
 v

ar
. 
ro

xb
ur

gi
i

ヌ
ル

デ
○

○

18
5

A
na

ca
rd

ia
ce

ae
R
hu

s 
tr

ic
ho

ca
rp

a
ヤ

マ
ウ

ル
シ

○
○

18
6

モ
チ

ノ
キ

A
qu

ifo
lia

ce
ae

Il
ex

 c
re

na
ta

イ
ヌ

ツ
ゲ

○
○

○

18
7

A
qu

ifo
lia

ce
ae

Il
ex

 i
nt

eg
ra

モ
チ

ノ
キ

○

18
8

A
qu

ifo
lia

ce
ae

Il
ex

 r
ot

un
da

ク
ロ

ガ
ネ

モ
チ

○

18
9

A
qu

ifo
lia

ce
ae

Il
ex

 s
er

ra
ta

ウ
メ

モ
ド

キ
○

○
オ

オ
バ

ウ
メ

モ
ド

キ

19
0

ニ
シ

キ
ギ

C
el

as
tr

ac
ea

e
C

el
as

tr
us

 o
rb

ic
ul

at
us

ツ
ル

ウ
メ

モ
ド

キ
○

○
○

○
○

19
1

ニ
シ

キ
ギ

C
el

as
tr

ac
ea

e
E
uo

ny
m

us
 a

la
tu

s 
f.
 c

ili
at

o-
de

nt
at

us
コ

マ
ユ

ミ
○

○

19
2

C
el

as
tr

ac
ea

e
E
uo

ny
m

us
 f
or

tu
ne

i 
va

r.
 r

ad
ic

an
s

ツ
ル

マ
サ

キ
○

○
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→
配

列
・分

類
は

環
境

省
目

録
を

優
先

配
列

科
名

（和
名

）
科

名
（学

名
）

種
名

（学
名

）
和

名
Ａ 林 （ 常 緑 針 葉 樹 林 ）

Ｂ 1 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｂ 2 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｃ た め 池

Ｄ 1 草 地 （ 湿 地 上 斜 面 ）

Ｄ 2 草 地 （ 墓 地 下 斜 面 ）

Ｄ 3 草 地 （ 西 側 ）

Ｄ 4 草 地 （ 東 側 ）

Ｄ 5 草 地 （ 林 縁 ）

Ｅ 泉 周 辺 の 刈 り 取 り 草 地

Ｆ 湿 地

Ｇ 茶 畑

別 名

19
3

ニ
シ

キ
ギ

C
el

as
tr

ac
ea

e
E
uo

ny
m

us
 s

ie
bo

ld
ia

nu
s

マ
ユ

ミ
○

○
○

○
○

○
○

19
4

ミ
ツ

バ
ウ

ツ
ギ

St
ap

hy
le

ac
ea

e
E
us

ca
ph

is
 j
ap

on
ic

a
ゴ

ン
ズ

イ
○

○

19
5

V
it
ac

ea
e

A
m

pe
lo

ps
is

 g
la

nd
ul

os
a 

va
r.

 h
et

er
op

hy
lla

ノ
ブ

ド
ウ

○
○

○
○

○

19
6

V
it
ac

ea
e

C
ay

ra
ti
a 

ja
po

ni
ca

ヤ
ブ

ガ
ラ

シ
○

○
○

○
○

○
ビ

ン
ボ

ウ
カ

ズ
ラ

19
7

V
it
ac

ea
e

P
ar

th
en

oc
is

su
s 

tr
ic

us
pi

da
ta

ツ
タ

○
○

○
○

○
○

○
ナ

ツ
ヅ

タ

19
8

V
it
ac

ea
e

V
it
is

 f
ic

ifo
lia

 v
ar

. 
lo

ba
ta

エ
ビ

ヅ
ル

○
○

○

19
9

シ
ナ

ノ
キ

T
ili

ac
ea

e
C

or
ch

or
op

si
s 

to
m

en
to

sa
カ

ラ
ス

ノ
ゴ

マ
○

○
○

20
0

グ
ミ

E
la

ea
gn

ac
ea

e
E
la

ea
gn

us
 g

la
br

a
ツ

ル
グ

ミ
○

20
1

ス
ミ
レ

V
io

la
ce

ae
V

io
la

 g
ry

po
ce

ra
s

タ
チ

ツ
ボ

ス
ミ
レ

○
○

○
○

○
○

ニ
ョ
イ

ス
ミ
レ

20
2

V
io

la
ce

ae
V

io
la

 v
er

ec
un

da
ツ

ボ
ス

ミ
レ

○
○

○

20
3

ウ
リ

C
uc

ur
bi

ta
ce

ae
G

yn
os

te
m

m
a 

pe
nt

ap
hy

llu
m

ア
マ

チ
ャ

ヅ
ル

○
○

○
○

○
○

○
○

○

20
4

C
uc

ur
bi

ta
ce

ae
M

el
ot

hr
ia

 j
ap

on
ic

a
ス

ズ
メ

ウ
リ

○
○

20
5

C
uc

ur
bi

ta
ce

ae
T

ri
ch

os
an

th
es

 c
uc

um
er

oi
de

s
カ

ラ
ス

ウ
リ

○
○

○
○

○

20
6

ア
カ

バ
ナ

O
na

gr
ac

ea
e

C
ir
ca

ea
 m

ol
lis

ミ
ズ

タ
マ

ソ
ウ

○

20
7

O
na

gr
ac

ea
e

E
pi

lo
bi

um
 c

ili
at

um
 

ノ
ダ

ア
カ

バ
ナ

○
カ

ラ
フ

ト
ア

カ
バ

ナ

20
8

O
na

gr
ac

ea
e

E
pi

lo
bi

um
 p

yr
ri
ch

ol
op

hu
m

ア
カ

バ
ナ

○

20
9

O
na

gr
ac

ea
e

O
en

ot
he

ra
 b

ie
nn

is
メ

マ
ツ

ヨ
イ

グ
サ

○
ア

レ
チ

マ
ツ

ヨ
イ

グ
サ

21
0

O
na

gr
ac

ea
e

O
en

ot
he

ra
 r

os
ea

ユ
ウ

ゲ
シ

ョ
ウ

○

21
1

ミ
ズ

キ
C

or
na

ce
ae

A
uc

ub
a 

ja
po

ni
ca

ア
オ

キ
○

○
○

○
○

○

21
2

C
or

na
ce

ae
A

uc
ub

a 
ja

po
ni

ca
 

フ
イ

リ
ア

オ
キ

○
○

○
○

21
3

C
or

na
ce

ae
C

or
nu

s 
co

nt
ro

ve
rs

a
ミ
ズ

キ
○

○
○

○
○

○

21
4

ウ
コ

ギ
A

ra
lia

ce
ae

A
ca

nt
ho

pa
na

x 
ni

pp
on

ic
us

オ
カ

ウ
コ

ギ
○

○

21
5

A
ra

lia
 c

or
da

ta
ウ

ド
○

21
6

A
ra

lia
ce

ae
A

ra
lia

 e
la

ta
タ

ラ
ノ

キ
○
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→
配

列
・分

類
は

環
境

省
目

録
を

優
先

配
列

科
名

（和
名

）
科

名
（学

名
）

種
名

（学
名

）
和

名
Ａ 林 （ 常 緑 針 葉 樹 林 ）

Ｂ 1 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｂ 2 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｃ た め 池

Ｄ 1 草 地 （ 湿 地 上 斜 面 ）

Ｄ 2 草 地 （ 墓 地 下 斜 面 ）

Ｄ 3 草 地 （ 西 側 ）

Ｄ 4 草 地 （ 東 側 ）

Ｄ 5 草 地 （ 林 縁 ）

Ｅ 泉 周 辺 の 刈 り 取 り 草 地

Ｆ 湿 地

Ｇ 茶 畑

別 名

21
7

ウ
コ

ギ
A

ra
lia

ce
ae

D
en

dr
op

an
ax

 t
ri
fid

us
カ

ク
レ

ミ
ノ

○

21
8

ウ
コ

ギ
A

ra
lia

ce
ae

F
at

si
a 

ja
po

ni
ca

ヤ
ツ

デ
○

21
9

A
ra

lia
ce

ae
H

ed
er

a 
rh

om
be

a
キ

ヅ
タ

○
○

○
フ

ユ
ヅ

タ

22
0

セ
リ

U
m

be
lli

fe
ra

e
A

ng
el

ic
a 

de
cu

rs
iv

a
ノ

ダ
ケ

○

22
1

U
m

be
lli

fe
ra

e
H

yd
ro

co
ty

le
 m

ar
it
im

a
ノ

チ
ド

メ
○

○
○

○

22
2

U
m

be
lli

fe
ra

e
H

yd
ro

co
ty

le
 r

am
ifl

or
a

オ
オ

チ
ド

メ
○

○

22
3

U
m

be
lli

fe
ra

e
H

yd
ro

co
ty

le
 s

ib
th

or
pi

oi
de

s
チ

ド
メ

グ
サ

○
○

○
○

○

22
4

U
m

be
lli

fe
ra

e
O

en
an

th
e 

ja
va

ni
ca

セ
リ

○
○

○
○

○
○

○
○

22
5

U
m

be
lli

fe
ra

e
T

or
ili

s 
ja

po
ni

ca
ヤ

ブ
ジ

ラ
ミ

○
○

○

22
6

U
m

be
lli

fe
ra

e
T

or
ili

s 
sc

ab
ra

オ
ヤ

ブ
ジ

ラ
ミ

○
○

○
○

○
○

22
7

ヤ
ブ

コ
ウ

ジ
M

yr
si

na
ce

ae
A

rd
is

ia
 c

re
na

ta
マ

ン
リ
ョ
ウ

○
○

○
○

22
8

サ
ク

ラ
ソ

ウ
P
ri

m
ul

ac
ea

e
L
ys

im
ac

hi
a 

fo
rt

un
ei

ヌ
マ

ト
ラ

ノ
オ

○
○

22
9

P
ri

m
ul

ac
ea

e
L
ys

im
ac

hi
a 

ja
po

ni
ca

 f
. 

su
bs

es
si

lis
コ

ナ
ス

ビ
○

○
○

○

23
0

カ
キ

ノ
キ

E
be

na
ce

ae
D

io
sp

yr
os

 k
ak

i
カ

キ
ノ

キ
○

23
1

エ
ゴ

ノ
キ

St
yr

ac
ac

ea
e

St
yr

ax
 j
ap

on
ic

us
エ

ゴ
ノ

キ
○

○
○

○

23
2

ハ
イ

ノ
キ

Sy
m

pl
oc

ac
ea

e
Sy

m
pl

oc
os

 c
hi

ne
ns

is
 f
. 
pi

lo
sa

サ
ワ

フ
タ

ギ
○

○

23
3

モ
ク

セ
イ

O
le

ac
ea

e
L
ig

us
tr

um
 j
ap

on
ic

um
ネ

ズ
ミ
モ

チ
○

○
○

○
○

○

23
4

O
le

ac
ea

e
L
ig

us
tr

um
 l
uc

id
um

ト
ウ

ネ
ズ

ミ
モ

チ
○

○
○

○
○

23
5

O
le

ac
ea

e
L
ig

us
tr

um
 o

bt
us

ifo
liu

m
イ

ボ
タ

ノ
キ

○
○

○
○

○
○

23
6

O
le

ac
ea

e
O

sm
an

th
us

 h
et

er
op

hy
llu

s
ヒ

イ
ラ

ギ
○

○

23
7

キ
ョ
ウ

チ
ク

ト
ウ

A
po

cy
na

ce
ae

T
ra

ch
el

os
pe

rm
um

 a
si

at
ic

um
 f
. 

in
te

rm
ed

iu
m

テ
イ

カ
カ

ズ
ラ

○
○

○
○

23
8

ガ
ガ

イ
モ

A
sc

le
pi

ad
ac

ea
e

C
yn

an
ch

um
 s

ub
la

nc
eo

la
tu

m
コ

バ
ノ

カ
モ

メ
ヅ

ル
○

23
9

ガ
ガ

イ
モ

A
sc

le
pi

ad
ac

ea
e

M
et

ap
le

xi
s 

ja
po

ni
ca

ガ
ガ

イ
モ

○
○

24
0

ア
カ

ネ
R
ub

ia
ce

ae
G

al
iu

m
 g

ra
ci

le
ns

ヒ
メ

ヨ
ツ

バ
ム

グ
ラ

○
○
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→
配

列
・分

類
は

環
境

省
目

録
を

優
先

配
列

科
名

（和
名

）
科

名
（学

名
）

種
名

（学
名

）
和

名
Ａ 林 （ 常 緑 針 葉 樹 林 ）

Ｂ 1 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｂ 2 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｃ た め 池

Ｄ 1 草 地 （ 湿 地 上 斜 面 ）

Ｄ 2 草 地 （ 墓 地 下 斜 面 ）

Ｄ 3 草 地 （ 西 側 ）

Ｄ 4 草 地 （ 東 側 ）

Ｄ 5 草 地 （ 林 縁 ）

Ｅ 泉 周 辺 の 刈 り 取 り 草 地

Ｆ 湿 地

Ｇ 茶 畑

別 名

24
1

ア
カ

ネ
R
ub

ia
ce

ae
G

al
iu

m
 s

pu
ri
um

 v
ar

. 
ec

hi
no

sp
er

m
on

ヤ
エ

ム
グ

ラ
○

○
○

○
○

○
○

24
2

ア
カ

ネ
R
ub

ia
ce

ae
G

al
iu

m
 t

ra
ch

ys
pe

rm
um

 v
ar

. 
tr

ac
hy

sp
er

um
ヨ

ツ
バ

ム
グ

ラ
○

24
3

R
ub

ia
ce

ae
H

ed
yo

ti
s 

di
ffu

sa
フ

タ
バ

ム
グ

ラ
○

24
4

R
ub

ia
ce

ae
H

ed
yo

ti
s 

lin
dl

ey
an

a 
va

r.
 h

ir
su

ta
ハ

シ
カ

グ
サ

○
○

24
5

R
ub

ia
ce

ae
P
ae

de
ri
a 

sc
an

de
ns

ヤ
イ

ト
バ

ナ
○

○
○

○
○

○
○

○
○

ヘ
ク

ソ
カ

ズ
ラ

24
6

R
ub

ia
ce

ae
R
ub

ia
 a

rg
yi

ア
カ

ネ
○

○
○

○
○

○

24
7

ヒ
ル

ガ
オ

C
on

vo
lv

ul
ac

ea
e

C
al

ys
te

gi
a 

he
de

ra
ce

a
コ

ヒ
ル

ガ
オ

○
○

○

24
8

C
on

vo
lv

ul
ac

ea
e

Ip
om

oe
a 

pu
rp

ur
ea

 
マ

ル
バ

ア
サ

ガ
オ

○

24
9

ム
ラ

サ
キ

B
or

ag
in

ac
ea

e
B

ot
hr

io
sp

er
m

um
 t

en
el

lu
m

ハ
ナ

イ
バ

ナ
○

25
0

B
or

ag
in

ac
ea

e
T

ri
go

no
ti
s 

pe
du

nc
ul

ar
is

キ
ュ

ウ
リ
グ

サ
○

○
○

25
1

ク
マ

ツ
ヅ

ラ
V

er
be

na
ce

ae
C

al
lic

ar
pa

 j
ap

on
ic

a
ム

ラ
サ

キ
シ

キ
ブ

○
○

25
2

V
er

be
na

ce
ae

C
le

ro
de

nd
ru

m
 t

ri
ch

ot
om

um
ク

サ
ギ

○
○

○
○

○
○

25
3

シ
ソ

L
ab

ia
ta

e
A

ju
ga

 d
ec

um
be

ns
キ

ラ
ン

ソ
ウ

○
ジ

ゴ
ク

ノ
カ

マ
ノ

フ
タ

25
4

L
ab

ia
ta

e
G

le
ch

om
a 

he
de

ra
ce

a 
va

r.
 g

ra
nd

is
カ

キ
ド

オ
シ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

25
5

L
ab

ia
ta

e
L
am

iu
m

 a
m

pl
ex

ic
au

le
ホ

ト
ケ

ノ
ザ

○

25
6

L
ab

ia
ta

e
L
am

iu
m

 p
ur

pu
re

um
ヒ

メ
オ

ド
リ
コ

ソ
ウ

○
○

○
○

○
○

25
7

L
ab

ia
ta

e
M

en
th

a 
sp

ic
at

a 
L
. 

va
r.

 s
pi

ca
ta

オ
ラ

ン
ダ

ハ
ッ

カ
○

○

25
8

L
ab

ia
ta

e
M

os
la

 d
ia

nt
he

ra
ヒ

メ
ジ

ソ
○

25
9

L
ab

ia
ta

e
Sa

lv
ia

 j
ap

on
ic

a
ア

キ
ノ

タ
ム

ラ
ソ

ウ
○

○
○

○

26
0

ナ
ス

So
la

na
ce

ae
L
yc

iu
m

 c
hi

ne
ns

e
ク

コ
○

26
1

So
la

na
ce

ae
P
hy

sa
lis

 a
lk

ec
ke

ng
i 

va
r.

 f
ra

nc
he

ti
i

ホ
オ

ズ
キ

○

26
2

So
la

na
ce

ae
So

la
nu

m
 l
yc

op
er

si
cu

m
ト
マ

ト
○

26
3

ナ
ス

So
la

na
ce

ae
So

la
nu

m
 p

ty
ca

nt
hu

m
 

ア
メ

リ
カ

イ
ヌ

ホ
オ

ズ
キ

○
○

○

26
4

So
la

na
ce

ae
So

la
nu

m
 t

ub
er

os
um

ジ
ャ

ガ
イ

モ
○
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→
配

列
・分

類
は

環
境

省
目

録
を

優
先

配
列

科
名

（和
名

）
科

名
（学

名
）

種
名

（学
名

）
和

名
Ａ 林 （ 常 緑 針 葉 樹 林 ）

Ｂ 1 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｂ 2 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｃ た め 池

Ｄ 1 草 地 （ 湿 地 上 斜 面 ）

Ｄ 2 草 地 （ 墓 地 下 斜 面 ）

Ｄ 3 草 地 （ 西 側 ）

Ｄ 4 草 地 （ 東 側 ）

Ｄ 5 草 地 （ 林 縁 ）

Ｅ 泉 周 辺 の 刈 り 取 り 草 地

Ｆ 湿 地

Ｇ 茶 畑

別 名

26
5

ゴ
マ

ノ
ハ

グ
サ

Sc
ro

ph
ul

ar
ia

ce
ae

L
in

de
rn

ia
 c

ru
st

ac
ea

ウ
リ
ク

サ
○

26
6

ゴ
マ

ノ
ハ

グ
サ

Sc
ro

ph
ul

ar
ia

ce
ae

L
in

de
rn

ia
 p

ro
cu

m
be

ns
ア

ゼ
ナ

○

26
7

Sc
ro

ph
ul

ar
ia

ce
ae

M
az

us
 m

iq
ue

lii
ム

ラ
サ

キ
サ

ギ
ゴ

ケ
○

26
8

Sc
ro

ph
ul

ar
ia

ce
ae

M
az

us
 p

um
ilu

s
ト
キ

ワ
ハ

ゼ
○

○

26
9

Sc
ro

ph
ul

ar
ia

ce
ae

V
er

on
ic

a 
ar

ve
ns

is
タ

チ
イ

ヌ
ノ

フ
グ

リ
○

○
○

○
○

27
0

Sc
ro

ph
ul

ar
ia

ce
ae

V
er

on
ic

a 
pe

rs
ic

a
オ

オ
イ

ヌ
ノ

フ
グ

リ
○

○
○

○
○

○

27
1

ノ
ウ

ゼ
ン

カ
ズ

ラ
B

ig
no

ni
ac

ea
e

P
au

lo
w
ni

a 
to

m
en

to
sa

キ
リ

○
○

27
2

キ
ツ

ネ
ノ

マ
ゴ

A
ca

nt
ha

ce
ae

Ju
st

ic
ia

 p
ro

cu
m

be
ns

キ
ツ

ネ
ノ

マ
ゴ

○
○

○
○

27
3

ハ
マ

ウ
ツ

ボ
O

ro
ba

nc
ha

ce
ae

A
eg

in
et

ia
 i
nd

ic
a

ナ
ン

バ
ン

ギ
セ

ル
○

27
4

ハ
エ

ド
ク

ソ
ウ

P
hr

ym
ac

ea
e

P
hr

ym
a 

le
pt

os
ta

ch
ya

 s
sp

. 
as

ia
ti
ca

ハ
エ

ド
ク

ソ
ウ

○
○

○

27
5

P
hr

ym
ac

ea
e

P
hr

ym
a 

le
pt

os
ta

ch
ya

 v
ar

. 
as

ia
ti
ca

 f
.o

bl
on

gi
fo

lia
ナ

ガ
バ

ハ
エ

ド
ク

ソ
ウ

○
○

27
6

オ
オ

バ
コ

P
la

nt
ag

in
ac

ea
e

P
la

nt
ag

o 
as

ia
ti
ca

オ
オ

バ
コ

○
○

○

27
7

P
la

nt
ag

in
ac

ea
e

P
la

nt
ag

o 
la

nc
eo

la
ta

ヘ
ラ

オ
オ

バ
コ

○

27
8

P
la

nt
ag

in
ac

ea
e

P
la

nt
ag

o 
vi

rg
in

ic
a 

ツ
ボ

ミ
オ

オ
バ

コ
○

タ
チ

オ
オ

バ
コ

27
9

ス
イ

カ
ズ

ラ
C

ap
ri
fo

lia
ce

ae
L
on

ic
er

a 
gr

ac
ili

pe
s

ヤ
マ

ウ
グ

イ
ス

カ
グ

ラ
○

28
0

C
ap

ri
fo

lia
ce

ae
L
on

ic
er

a 
ja

po
ni

ca
ス

イ
カ

ズ
ラ

○
○

○
○

○
○

○
○

ニ
ン

ド
ウ

28
1

C
ap

ri
fo

lia
ce

ae
Sa

m
bu

cu
s 

ra
ce

m
os

a 
ss

p.
 s

ie
bo

ld
ia

na
ニ

ワ
ト
コ

○
○

○
○

28
2

C
ap

ri
fo

lia
ce

ae
V

ib
ur

nu
m

 d
ila

ta
tu

m
ガ

マ
ズ

ミ
○

○
○

○

28
3

キ
キ

ョ
ウ

C
am

pa
nu

la
ce

ae
A

de
no

ph
or

a 
tr

ip
hy

lla
 v

ar
. 
ja

po
ni

ca
ツ

リ
ガ

ネ
ニ

ン
ジ

ン
○

○
○

28
4

C
am

pa
nu

la
ce

ae
C

am
pa

nu
la

 p
un

ct
at

a 
va

r.
 h

on
do

en
si

s
ヤ

マ
ホ

タ
ル

ブ
ク

ロ
○

28
5

キ
ク

C
om

po
si

ta
e

A
m

br
os

ia
 a

rt
em

is
iif

ol
ia

 v
ar

. 
el

at
io

r
ブ

タ
ク

サ
○

28
6

C
om

po
si

ta
e

A
m

br
os

ia
 t

ri
fid

a
オ

オ
ブ

タ
ク

サ
○

○
○

○
○

○
○

ク
ワ

モ
ド

キ

28
7

A
rt

em
is

ia
 p

ri
nc

ep
s

ヨ
モ

ギ
○

○
○

○
○

○
○

○

28
8

C
om

po
si

ta
e

A
st

er
 a

ge
ra

to
id

es
 s

sp
. 
ov

at
us

ノ
コ

ン
ギ

ク
○

○
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→
配

列
・分

類
は

環
境

省
目

録
を

優
先

配
列

科
名

（和
名

）
科

名
（学

名
）

種
名

（学
名

）
和

名
Ａ 林 （ 常 緑 針 葉 樹 林 ）

Ｂ 1 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｂ 2 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｃ た め 池

Ｄ 1 草 地 （ 湿 地 上 斜 面 ）

Ｄ 2 草 地 （ 墓 地 下 斜 面 ）

Ｄ 3 草 地 （ 西 側 ）

Ｄ 4 草 地 （ 東 側 ）

Ｄ 5 草 地 （ 林 縁 ）

Ｅ 泉 周 辺 の 刈 り 取 り 草 地

Ｆ 湿 地

Ｇ 茶 畑

別 名

28
9

キ
ク

C
om

po
si

ta
e

B
id

en
s 

fr
on

do
sa

ア
メ

リ
カ

セ
ン

ダ
ン

グ
サ

○
○

○
○

○
○

セ
イ

タ
カ

ウ
コ

ギ

29
0

キ
ク

C
om

po
si

ta
e

B
id

en
s 

pi
lo

sa
コ

セ
ン

ダ
ン

グ
サ

○
○

○

29
1

C
om

po
si

ta
e

B
id

en
s 

pi
lo

sa
 v

ar
. 
m

in
or

シ
ロ

ノ
セ

ン
ダ

ン
グ

サ
○

シ
ロ

バ
ナ

セ
ン

ダ
ン

グ
サ

、
コ

シ
ロ

ノ
セ

ン
ダ

ン
グ

サ

29
2

C
om

po
si

ta
e

C
en

ti
pe

da
 m

in
im

a
ト
キ

ン
ソ

ウ
○

○

29
3

C
om

po
si

ta
e

C
ir
si

um
 j
ap

on
ic

um
ノ

ア
ザ

ミ
○

○

29
4

C
om

po
si

ta
e

C
ir
si

um
 o

lig
op

hy
llu

m
ノ

ハ
ラ

ア
ザ

ミ
○

○

29
5

C
om

po
si

ta
e

C
on

yz
a 

su
m

at
re

ns
is

オ
オ

ア
レ

チ
ノ

ギ
ク

○
○

○

29
6

C
om

po
si

ta
e

C
or

eo
ps

is
 t

in
ct

or
ia

ハ
ル

シ
ャ

ギ
ク

○

29
7

C
om

po
si

ta
e

E
cl

ip
ta

 p
ro

st
ra

ta
タ

カ
サ

ブ
ロ

ウ
○

29
8

C
om

po
si

ta
e

E
re

ch
ti
te

s 
hi

er
ac

ifo
lia

ダ
ン

ド
ボ

ロ
ギ

ク
○

○

29
9

C
om

po
si

ta
e

E
ri
ge

ro
n 

ca
na

de
ns

is
ヒ

メ
ム

カ
シ

ヨ
モ

ギ
○

○
○

30
0

C
om

po
si

ta
e

E
ri
ge

ro
n 

ph
ila

de
lp

hi
cu

s
ハ

ル
ジ

オ
ン

○
○

○
○

○
○

○
○

ハ
ル

ジ
ョ
オ

ン

30
1

C
om

po
si

ta
e

G
al

in
so

ga
 c

ili
at

a
ハ

キ
ダ

メ
ギ

ク
○

○
○

30
2

C
om

po
si

ta
e

G
na

ph
al

iu
m

 a
ffi

ne
ハ

ハ
コ

グ
サ

○
○

○
ホ

オ
コ

グ
サ

30
3

C
om

po
si

ta
e

G
na

ph
al

iu
m

 p
en

sy
lv

an
ic

um
チ

チ
コ

グ
サ

モ
ド

キ
○

30
4

C
om

po
si

ta
e

H
el

ia
nt

hu
s 

st
ru

m
os

us
イ

ヌ
キ

ク
イ

モ
○

○

30
5

C
om

po
si

ta
e

H
em

is
te

pt
a 

ly
ra

ta
キ

ツ
ネ

ア
ザ

ミ
○

○
○

○

30
6

C
om

po
si

ta
e

H
yp

oc
ho

er
is

 r
ad

ic
at

a
ブ

タ
ナ

○

30
7

C
om

po
si

ta
e

Ix
er

is
 d

eb
ili

s
オ

オ
ジ

シ
バ

リ
○

○
○

30
8

C
om

po
si

ta
e

Ix
er

is
 d

en
ta

ta
ニ

ガ
ナ

○
○

30
9

C
om

po
si

ta
e

K
al

im
er

is
 p

in
na

ti
fid

a
ユ

ウ
ガ

ギ
ク

○
○

○
○

○
○

31
0

L
ac

tu
ca

 i
nd

ic
a 

va
r.

 i
nd

ic
a

ア
キ

ノ
ノ

ゲ
シ

○
○

○

31
1

C
om

po
si

ta
e

L
ac

tu
ca

 i
nd

ic
a 

f.
 i
nd

iv
is

a
ホ

ソ
バ

ア
キ

ノ
ノ

ゲ
シ

○

31
2

C
om

po
si

ta
e

L
ap

sa
na

 h
um

ili
s

ヤ
ブ

タ
ビ

ラ
コ

○
○

○
○
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→
配

列
・分

類
は

環
境

省
目

録
を

優
先

配
列

科
名

（和
名

）
科

名
（学

名
）

種
名

（学
名

）
和

名
Ａ 林 （ 常 緑 針 葉 樹 林 ）

Ｂ 1 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｂ 2 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｃ た め 池

Ｄ 1 草 地 （ 湿 地 上 斜 面 ）

Ｄ 2 草 地 （ 墓 地 下 斜 面 ）

Ｄ 3 草 地 （ 西 側 ）

Ｄ 4 草 地 （ 東 側 ）

Ｄ 5 草 地 （ 林 縁 ）

Ｅ 泉 周 辺 の 刈 り 取 り 草 地

Ｆ 湿 地

Ｇ 茶 畑

別 名

31
3

キ
ク

C
om

po
si

ta
e

P
ic

ri
s 

hi
er

ac
io

id
es

 v
ar

. 
gl

ab
re

sc
en

s
コ

ウ
ゾ

リ
ナ

○
○

31
4

キ
ク

C
om

po
si

ta
e

Se
ne

ci
o 

vu
lg

ar
is

ノ
ボ

ロ
ギ

ク
○

31
5

C
om

po
si

ta
e

G
na

ph
al

iu
m

 s
pi

ca
tu

m
 L

am
.

ウ
ラ

ジ
ロ

チ
チ

コ
グ

サ
○

○

31
6

C
om

po
si

ta
e

So
lid

ag
o 

al
ti
ss

im
a

セ
イ

タ
カ

ア
ワ

ダ
チ

ソ
ウ

○
○

○
○

31
7

C
om

po
si

ta
e

So
lid

ag
o 

vi
rg

au
re

a 
va

r.
 a

si
at

ic
a

ア
キ

ノ
キ

リ
ン

ソ
ウ

○

31
8

C
om

po
si

ta
e

So
nc

hu
s 

as
pe

r
オ

ニ
ノ

ゲ
シ

○
○

○
○

○
○

31
9

C
om

po
si

ta
e

So
nc

hu
s 

ol
er

ac
eu

s
ノ

ゲ
シ

○
○

○
○

○
○

ハ
ル

ノ
ノ

ゲ
シ

32
0

C
om

po
si

ta
e

St
en

ac
ti
s 

an
nu

us
ヒ

メ
ジ

ョ
オ

ン
○

○
○

○
○

○
○

32
1

C
om

po
si

ta
e

T
ar

ax
ac

um
 o

ffi
ci

na
le

セ
イ

ヨ
ウ

タ
ン

ポ
ポ

○
○

○
○

32
2

C
om

po
si

ta
e

T
ar

ax
ac

um
 p

la
ty

ca
rp

um
カ

ン
ト
ウ

タ
ン

ポ
ポ

○
○

32
3

C
om

po
si

ta
e

Y
ou

ng
ia

 j
ap

on
ic

a
オ

ニ
タ

ビ
ラ

コ
○

○
○

○
○

○

32
4

ユ
リ

L
ili

ac
ea

e
A

lli
um

 g
ra

yi
ノ

ビ
ル

○
○

○
○

○
○

32
5

L
ili

ac
ea

e
A

lli
um

 t
ub

er
os

um
ニ

ラ
○

32
6

L
ili

ac
ea

e
D

is
po

ru
m

 s
es

si
le

ホ
ウ

チ
ャ

ク
ソ

ウ
○

○
○

32
7

L
ili

ac
ea

e
D

is
po

ru
m

 s
m

ila
ci

nu
m

チ
ゴ

ユ
リ

○

32
8

L
ili

ac
ea

e
H

em
er

oc
al

lis
 f
ul

va
 v

ar
. 
kw

an
so

ヤ
ブ

カ
ン

ゾ
ウ

○
ワ

ス
レ

ナ
グ

サ

32
9

L
ili

ac
ea

e
H

em
er

oc
al

lis
 f
ul

va
 v

ar
. 

lo
ng

it
ub

a
ノ

カ
ン

ゾ
ウ

○
○

○
○

○
○

33
0

L
ili

ac
ea

e
H

em
er

oc
al

lis
 f
ul

va
 v

ar
. 
lo

ng
it
ub

a 
cv

.
ノ

カ
ン

ゾ
ウ

（品
種

）
○

33
1

L
ili

ac
ea

e
H

os
ta

 s
ie

bo
ld

ii 
f.
 l
an

ci
fo

lia
コ

バ
ギ

ボ
ウ

シ
○

○
○

33
2

L
ili

ac
ea

e
L
ili

um
 l
an

ci
fo

liu
m

オ
ニ

ユ
リ

○
テ

ン
ガ

イ
ユ

リ

33
3

L
ili

ac
ea

e
L
ir
io

pe
 m

in
or

ヒ
メ

ヤ
ブ

ラ
ン

○

33
4

L
ir
io

pe
 m

us
ca

ri
ヤ

ブ
ラ

ン
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

33
5

L
ili

ac
ea

e
O

ph
io

po
go

n 
ja

po
ni

cu
s

ジ
ャ

ノ
ヒ

ゲ
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

リ
ュ

ウ
ノ

ヒ
ゲ

33
6

L
ili

ac
ea

e
O

ph
io

po
go

n 
oh

w
ii

ナ
ガ

バ
ジ

ャ
ノ

ヒ
ゲ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
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→
配

列
・分

類
は

環
境

省
目

録
を

優
先

配
列

科
名

（和
名

）
科

名
（学

名
）

種
名

（学
名

）
和

名
Ａ 林 （ 常 緑 針 葉 樹 林 ）

Ｂ 1 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｂ 2 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｃ た め 池

Ｄ 1 草 地 （ 湿 地 上 斜 面 ）

Ｄ 2 草 地 （ 墓 地 下 斜 面 ）

Ｄ 3 草 地 （ 西 側 ）

Ｄ 4 草 地 （ 東 側 ）

Ｄ 5 草 地 （ 林 縁 ）

Ｅ 泉 周 辺 の 刈 り 取 り 草 地

Ｆ 湿 地

Ｇ 茶 畑

別 名

33
7

ユ
リ

L
ili

ac
ea

e
O

ph
io

po
go

n 
pl

an
is

ca
pu

s
オ

オ
バ

ジ
ャ

ノ
ヒ

ゲ
○

○
○

○

33
8

ユ
リ

L
ili

ac
ea

e
R
oh

de
a 

ja
po

ni
ca

オ
モ

ト
○

○
○

○

33
9

L
ili

ac
ea

e
Sc

ill
a 

sc
ill

oi
de

s
ツ

ル
ボ

○
○

○
○

34
0

L
ili

ac
ea

e
Sm

ila
x 

ch
in

a
サ

ル
ト
リ
イ

バ
ラ

○
○

34
1

L
ili

ac
ea

e
Sm

ila
x 

ni
pp

on
ic

a
タ

チ
シ

オ
デ

○
○

○

34
2

L
ili

ac
ea

e
Sm

ila
x 

ri
pa

ri
a 

va
r.

 u
ss

ur
ie

ns
is

シ
オ

デ
○

34
3

L
ili

ac
ea

e
T

ul
ip

a 
ed

ul
is

ア
マ

ナ
○

34
4

ヒ
ガ

ン
バ

ナ
A

m
ar

yl
lid

ac
ea

e
L
yc

or
is

 r
ad

ia
ta

ヒ
ガ

ン
バ

ナ
○

○
○

マ
ン

ジ
ュ

シ
ャ

ゲ

34
5

A
m

ar
yl

lid
ac

ea
e

L
yc

or
is

 s
an

gu
in

ea
キ

ツ
ネ

ノ
カ

ミ
ソ

リ
○

34
6

ヤ
マ

ノ
イ

モ
D

io
sc

or
ea

ce
ae

D
io

sc
or

ea
 b

at
at

as
ナ

ガ
イ

モ
○

○

34
7

D
io

sc
or

ea
ce

ae
D

io
sc

or
ea

 j
ap

on
ic

a
ヤ

マ
ノ

イ
モ

○
○

○
○

○
○

ジ
ネ

ン
ジ

ョ
ウ

34
8

D
io

sc
or

ea
ce

ae
D

io
sc

or
ea

 t
ok

or
o

オ
ニ

ド
コ

ロ
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
ト
コ

ロ

34
9

ア
ヤ

メ
Ir

id
ac

ea
e

Ir
is

 p
se

ud
ac

or
us

キ
シ

ョ
ウ

ブ
○

○
○

○
○

35
0

Ir
id

ac
ea

e
Si

sy
ri

nc
hi

um
 a

tl
an

ti
cu

m
ニ

ワ
ゼ

キ
シ

ョ
ウ

○
○

○

35
1

Ir
id

ac
ea

e
T

ri
to

ni
a 

×
 c

ro
co

sm
ae

flo
ra

 
ヒ

メ
ヒ

オ
ウ

ギ
ズ

イ
セ

ン
○

35
2

イ
グ

サ
Ju

nc
ac

ea
e

Ju
nc

us
 e

ffu
su

s 
va

r.
 d

ec
ip

ie
ns

イ
○

○
○

イ
グ

サ

35
3

Ju
nc

ac
ea

e
Ju

nc
us

 l
es

ch
en

au
lt
ii

コ
ウ

ガ
イ

ゼ
キ

シ
ョ
ウ

○
○

ヒ
ラ

コ
ウ

ガ
イ

ゼ
キ

シ
ョ
ウ

35
4

Ju
nc

ac
ea

e
Ju

nc
us

 p
ap

ill
os

us
ア

オ
コ

ウ
ガ

イ
ゼ

キ
シ

ョ
ウ

○

35
5

Ju
nc

ac
ea

e
Ju

nc
us

 t
en

ui
s

ク
サ

イ
○

○
シ

ラ
ネ

イ

35
6

Ju
nc

ac
ea

e
L
uz

ul
a 

ca
pi

ta
ta

ス
ズ

メ
ノ

ヤ
リ

○
○

○

35
7

ツ
ユ

ク
サ

C
om

m
el

in
ac

ea
e

C
om

m
el

in
a 

co
m

m
un

is
ツ

ユ
ク

サ
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

35
8

ツ
ユ

ク
サ

C
om

m
el

in
ac

ea
e

P
ol

lia
 j
ap

on
ic

a
ヤ

ブ
ミ
ョ
ウ

ガ
○

35
9

イ
ネ

G
ra

m
in

ea
e

A
gr

op
yr

on
 r

ac
em

ife
ru

m
ア

オ
カ

モ
ジ

グ
サ

○
○

タ
チ

カ
モ

ジ
グ

サ

36
0

G
ra

m
in

ea
e

A
gr

op
yr

on
 t

su
ku

sh
ie

ns
e 

va
r.

 t
ra

ns
ie

ns
カ

モ
ジ

グ
サ

○
○

○
○

○
○
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→
配

列
・分

類
は

環
境

省
目

録
を

優
先

配
列

科
名

（和
名

）
科

名
（学

名
）

種
名

（学
名

）
和

名
Ａ 林 （ 常 緑 針 葉 樹 林 ）

Ｂ 1 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｂ 2 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｃ た め 池

Ｄ 1 草 地 （ 湿 地 上 斜 面 ）

Ｄ 2 草 地 （ 墓 地 下 斜 面 ）

Ｄ 3 草 地 （ 西 側 ）

Ｄ 4 草 地 （ 東 側 ）

Ｄ 5 草 地 （ 林 縁 ）

Ｅ 泉 周 辺 の 刈 り 取 り 草 地

Ｆ 湿 地

Ｇ 茶 畑

別 名

36
1

イ
ネ

G
ra

m
in

ea
e

A
gr

os
ti
s 

al
ba

コ
ヌ

カ
グ

サ
○

○
レ

ッ
ド

ト
ッ

プ

36
2

イ
ネ

G
ra

m
in

ea
e

A
gr

os
ti
s 

cl
av

at
a 

ss
p.

 m
at

su
m

ur
ae

ヌ
カ

ボ
○

○

36
3

G
ra

m
in

ea
e

A
lo

pe
cu

ru
s 

ae
qu

al
is

ス
ズ

メ
ノ

テ
ッ

ポ
ウ

○
○

36
4

G
ra

m
in

ea
e

A
lo

pe
cu

ru
s 

ae
qu

al
is

 S
ob

ol
. 

va
r.

 a
eq

ua
lis

ノ
ハ

ラ
ス

ズ
メ

ノ
テ

ッ
ポ

ウ
○

36
5

G
ra

m
in

ea
e

A
rt

hr
ax

on
 h

is
pi

du
s

コ
ブ

ナ
グ

サ
○

○

36
6

G
ra

m
in

ea
e

A
ru

nd
in

el
la

 h
ir
ta

ト
ダ

シ
バ

○

36
7

G
ra

m
in

ea
e

B
ec

km
an

ni
a 

sy
zi

ga
ch

ne
ミ
ノ

ゴ
メ

○
○

カ
ズ

ノ
コ

グ
サ

36
8

G
ra

m
in

ea
e

B
ro

m
us

 c
at

ha
rt

ic
us

イ
ヌ

ム
ギ

○
○

○
○

36
9

G
ra

m
in

ea
e

B
ro

m
us

 j
ap

on
ic

us
ス

ズ
メ

ノ
チ

ャ
ヒ

キ
○

○

37
0

G
ra

m
in

ea
e

B
ro

m
us

 p
au

ci
flo

ru
s

キ
ツ

ネ
ガ

ヤ
○

37
1

G
ra

m
in

ea
e

C
oi

x 
la

cr
ym

a-
jo

bi
ジ

ュ
ズ

ダ
マ

○

37
2

G
ra

m
in

ea
e

D
ig

it
ar

ia
 c

ili
ar

is
メ

ヒ
シ

バ
○

○
○

37
3

G
ra

m
in

ea
e

D
ig

it
ar

ia
 r

ad
ic

os
a

コ
メ

ヒ
シ

バ
○

37
4

G
ra

m
in

ea
e

D
ig

it
ar

ia
 v

io
la

sc
en

s
ア

キ
メ

ヒ
シ

バ
○

○

37
5

G
ra

m
in

ea
e

E
cc

oi
lo

pu
s 

co
tu

lif
er

ア
ブ

ラ
ス

ス
キ

○

37
6

G
ra

m
in

ea
e

E
ch

in
oc

hl
oa

 c
ru

s-
ga

lli
イ

ヌ
ビ

エ
○

○
○

ノ
ビ

エ

37
7

G
ra

m
in

ea
e

E
le

us
in

e 
in

di
ca

オ
ヒ

シ
バ

○
○

37
8

G
ra

m
in

ea
e

E
ra

gr
os

ti
s 

fe
rr

ug
in

ea
カ

ゼ
ク

サ
○

○

37
9

G
ra

m
in

ea
e

E
ra

gr
os

ti
s 

m
ul

ti
ca

ul
is

ニ
ワ

ホ
コ

リ
○

38
0

G
ra

m
in

ea
e

E
ra

gr
os

ti
s 

po
ae

oi
de

s
コ

ス
ズ

メ
ガ

ヤ
○

38
1

G
ra

m
in

ea
e

E
ri
oc

hl
oa

 v
ill

os
a

ナ
ル

コ
ビ

エ
○

38
2

F
es

tu
ca

 a
ru

nd
in

ac
ea

オ
ニ

ウ
シ

ノ
ケ

グ
サ

○
○

ト
ー

ル
フ

ェ
ス

ク

38
3

G
ra

m
in

ea
e

F
es

tu
ca

 p
ar

vi
gl

um
a

ト
ボ

シ
ガ

ラ
○

○
○

○
○

○

38
4

G
ra

m
in

ea
e

G
ly

ce
ri
a 

is
ch

yr
on

eu
ra

ド
ジ

ョ
ウ

ツ
ナ

ギ
○

○
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→
配

列
・分

類
は

環
境

省
目

録
を

優
先

配
列

科
名

（和
名

）
科

名
（学

名
）

種
名

（学
名

）
和

名
Ａ 林 （ 常 緑 針 葉 樹 林 ）

Ｂ 1 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｂ 2 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｃ た め 池

Ｄ 1 草 地 （ 湿 地 上 斜 面 ）

Ｄ 2 草 地 （ 墓 地 下 斜 面 ）

Ｄ 3 草 地 （ 西 側 ）

Ｄ 4 草 地 （ 東 側 ）

Ｄ 5 草 地 （ 林 縁 ）

Ｅ 泉 周 辺 の 刈 り 取 り 草 地

Ｆ 湿 地

Ｇ 茶 畑

別 名

38
5

イ
ネ

G
ra

m
in

ea
e

H
em

ar
th

ri
a 

si
bi

ri
ca

ウ
シ

ノ
シ

ッ
ペ

イ
○

38
6

イ
ネ

G
ra

m
in

ea
e

Im
pe

ra
ta

 c
yl

in
dr

ic
a 

チ
ガ

ヤ
○

○

38
7

G
ra

m
in

ea
e

Im
pe

ra
ta

 c
yl

in
dr

ic
a 

（L
.）

 B
ea

uv
ar

. 
 v

ar
. 
ko

en
ig

ii
フ

シ
ゲ

チ
ガ

ヤ
○

38
8

G
ra

m
in

ea
e

Is
ac

hn
e 

gl
ob

os
a

チ
ゴ

ザ
サ

○

38
9

G
ra

m
in

ea
e

L
ee

rs
ia

 j
ap

on
ic

a
ア

シ
カ

キ
○

39
0

G
ra

m
in

ea
e

L
ee

rs
ia

 o
ry

zo
id

es
エ

ゾ
ノ

サ
ヤ

ヌ
カ

グ
サ

○

39
1

G
ra

m
in

ea
e

L
ee

rs
ia

 s
ay

an
uk

a
サ

ヤ
ヌ

カ
グ

サ
○

○

39
2

G
ra

m
in

ea
e

L
ol

iu
m

 m
ul

ti
flo

ru
m

ネ
ズ

ミ
ム

ギ
○

○
○

イ
タ

リ
ア

ン
ラ

イ
グ

ラ
ス

39
3

G
ra

m
in

ea
e

L
ol

iu
m

 m
ul

ti
flo

ru
m

 f
. 
ra

m
os

um
エ

ダ
ウ

チ
ネ

ズ
ミ
ム

ギ
○

イ
タ

リ
ア

ン
ラ

イ
グ

ラ
ス

39
4

G
ra

m
in

ea
e

L
ol

iu
m

 p
er

en
ne

ホ
ソ

ム
ギ

○
ペ

レ
ニ

ア
ル

ラ
イ

グ
ラ

ス

39
5

G
ra

m
in

ea
e

M
ic

ro
st

eg
iu

m
 j
ap

on
ic

um
サ

サ
ガ

ヤ
○

○

39
6

G
ra

m
in

ea
e

M
ic

ro
st

eg
iu

m
 v

im
in

eu
m

ヒ
メ

ア
シ

ボ
ソ

○

39
7

G
ra

m
in

ea
e

M
ic

ro
st

eg
iu

m
 v

im
in

eu
m

 v
ar

. 
po

ly
st

ac
hy

um
ア

シ
ボ

ソ
○

○
○

○
○

39
8

G
ra

m
in

ea
e

M
is

ca
nt

hu
s 

si
ne

ns
is

ス
ス

キ
○

○
○

○
○

○
○

カ
ヤ

39
9

G
ra

m
in

ea
e

M
uh

le
nb

er
gi

a 
ja

po
ni

ca
ネ

ズ
ミ
ガ

ヤ
○

40
0

G
ra

m
in

ea
e

O
pl

is
m

en
us

 u
nd

ul
at

ifo
liu

s
ケ

チ
ヂ

ミ
ザ

サ
○

○
○

○
○

○
○

○

40
1

G
ra

m
in

ea
e

O
pl

is
m

en
us

 u
nd

ul
at

ifo
liu

s 
va

r.
 j
ap

on
ic

us
コ

チ
ヂ

ミ
ザ

サ
○

○
○

○
○

○
チ

ヂ
ミ
ザ

サ

40
2

G
ra

m
in

ea
e

P
an

ic
um

 b
is

ul
ca

tu
m

ヌ
カ

キ
ビ

○

40
3

G
ra

m
in

ea
e

P
as

pa
lu

m
 t

hu
nb

er
gi

i
ス

ズ
メ

ノ
ヒ

エ
○

40
4

G
ra

m
in

ea
e

P
en

ni
se

tu
m

 a
lo

pe
cu

ro
id

es
 f
. 
pu

rp
ur

as
ce

ns
チ

カ
ラ

シ
バ

○

40
5

P
ha

la
ri

s 
ar

un
di

na
ce

a
ク

サ
ヨ

シ
○

○
○

40
6

G
ra

m
in

ea
e

P
hr

ag
m

it
es

 a
us

tr
al

is
ヨ

シ
○

○
ア

シ

40
7

A
ru

nd
in

ar
ia

 r
am

os
a 

ア
ズ

マ
ザ

サ
○

40
8

G
ra

m
in

ea
e

P
le

io
bl

as
tu

s 
ch

in
o

ア
ズ

マ
ネ

ザ
サ

○
○

○
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→
配

列
・分

類
は

環
境

省
目

録
を

優
先

配
列

科
名

（和
名

）
科

名
（学

名
）

種
名

（学
名

）
和

名
Ａ 林 （ 常 緑 針 葉 樹 林 ）

Ｂ 1 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｂ 2 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｃ た め 池

Ｄ 1 草 地 （ 湿 地 上 斜 面 ）

Ｄ 2 草 地 （ 墓 地 下 斜 面 ）

Ｄ 3 草 地 （ 西 側 ）

Ｄ 4 草 地 （ 東 側 ）

Ｄ 5 草 地 （ 林 縁 ）

Ｅ 泉 周 辺 の 刈 り 取 り 草 地

Ｆ 湿 地

Ｇ 茶 畑

別 名

40
9

イ
ネ

G
ra

m
in

ea
e

P
oa

 a
cr

ol
eu

ca
ミ
ゾ

イ
チ

ゴ
ツ

ナ
ギ

○

41
0

G
ra

m
in

ea
e

P
oa

 a
nn

ua
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
○

○
○

41
1

G
ra

m
in

ea
e

P
oa

 h
is

au
ch

ii
ヤ

マ
ミ
ゾ

イ
チ

ゴ
ツ

ナ
ギ

○

41
2

G
ra

m
in

ea
e

P
oa

 p
ra

te
ns

is
ナ

ガ
ハ

グ
サ

○
ケ

ン
タ

ッ
キ

ー
ブ

ル
ー

グ
ラ

ス

41
3

G
ra

m
in

ea
e

Se
ta

ri
a 

fa
be

ri
ア

キ
ノ

エ
ノ

コ
ロ

グ
サ

○

41
4

G
ra

m
in

ea
e

Se
ta

ri
a 

pa
lli

de
-f

us
ca

コ
ツ

ブ
キ

ン
エ

ノ
コ

ロ
○

41
5

G
ra

m
in

ea
e

Se
ta

ri
a 

pu
m

ill
a

キ
ン

エ
ノ

コ
ロ

○

41
6

G
ra

m
in

ea
e

Se
ta

ri
a 

x 
py

cn
oc

om
a

オ
オ

エ
ノ

コ
ロ

○

41
7

G
ra

m
in

ea
e

Se
ta

ri
a 

vi
ri
di

s
エ

ノ
コ

ロ
グ

サ
○

41
8

G
ra

m
in

ea
e

Sp
or

ob
ol

us
 f
er

ti
lis

ネ
ズ

ミ
ノ

オ
○

41
9

G
ra

m
in

ea
e

T
ri
se

tu
m

 b
ifi

du
m

カ
ニ

ツ
リ
グ

サ
○

○
○

○
○

○

42
0

ヤ
シ

P
al

m
ae

T
ra

ch
yc

ar
pu

s 
fo

rt
un

ei
シ

ュ
ロ

○
○

○
○

○
○

ワ
ジ

ュ
ロ

42
1

P
al

m
ae

T
ra

ch
yc

ar
pu

s 
w
ag

ne
ri
an

us
ト
ウ

ジ
ュ

ロ
○

42
2

サ
ト
イ

モ
A

ra
ce

ae
A

co
ru

s 
gr

am
in

eu
s

セ
キ

シ
ョ
ウ

○
○

○
○

○

42
3

A
ra

ce
ae

A
ri
sa

em
a 

th
un

be
rg

ii 
ss

p.
 u

ra
sh

im
a

ウ
ラ

シ
マ

ソ
ウ

○

42
4

A
ra

ce
ae

C
ol

oc
as

ia
 e

sc
ul

en
ta

 S
ch

ot
t

サ
ト
イ

モ
○

42
5

A
ra

ce
ae

P
in

el
lia

 t
er

na
ta

カ
ラ

ス
ビ

シ
ャ

ク
○

○
○

○
○

ハ
ン

ゲ

42
6

ガ
マ

T
yp

ha
ce

ae
T

yp
ha

 a
ng

us
ti
fo

lia
ヒ

メ
ガ

マ
○

42
7

T
yp

ha
ce

ae
T

yp
ha

 l
at

ifo
lia

ガ
マ

○

42
8

T
yp

ha
ce

ae
T

yp
ha

 o
ri
en

ta
lis

コ
ガ

マ
○

42
9

カ
ヤ

ツ
リ
グ

サ
C

yp
er

ac
ea

e
C

ar
ex

 a
lt
er

ni
flo

ra
 v

ar
. 
al

te
rn

ifl
or

a
シ

ロ
イ

ト
ス

ゲ
○

43
0

カ
ヤ

ツ
リ
グ

サ
C

yp
er

ac
ea

e
C

ar
ex

 b
re

vi
cu

lm
is

ア
オ

ス
ゲ

○

43
1

C
yp

er
ac

ea
e

C
ar

ex
 c

on
fe

rt
ifl

or
a

ミ
ヤ

マ
シ

ラ
ス

ゲ
○

43
2

C
yp

er
ac

ea
e

C
ar

ex
 c

on
ic

a
ヒ

メ
カ

ン
ス

ゲ
○

○
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→
配

列
・分

類
は

環
境

省
目

録
を

優
先

配
列

科
名

（和
名

）
科

名
（学

名
）

種
名

（学
名

）
和

名
Ａ 林 （ 常 緑 針 葉 樹 林 ）

Ｂ 1 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｂ 2 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｃ た め 池

Ｄ 1 草 地 （ 湿 地 上 斜 面 ）

Ｄ 2 草 地 （ 墓 地 下 斜 面 ）

Ｄ 3 草 地 （ 西 側 ）

Ｄ 4 草 地 （ 東 側 ）

Ｄ 5 草 地 （ 林 縁 ）

Ｅ 泉 周 辺 の 刈 り 取 り 草 地

Ｆ 湿 地

Ｇ 茶 畑

別 名

43
3

カ
ヤ

ツ
リ
グ

サ
C

yp
er

ac
ea

e
C

ar
ex

 d
ic

ki
ns

ii
オ

ニ
ス

ゲ
○

ミ
ク

リ
ス

ゲ

43
4

C
yp

er
ac

ea
e

C
ar

ex
 d

im
or

ph
ol

ep
is

ア
ゼ

ナ
ル

コ
○

○
ア

ゼ
ナ

ル
コ

ス
ゲ

43
5

C
yp

er
ac

ea
e

C
ar

ex
 g

ib
ba

マ
ス

ク
サ

○
○

マ
ス

ク
サ

ス
ゲ

43
6

C
yp

er
ac

ea
e

C
ar

ex
 h

et
er

ol
ep

is
ヤ

マ
ア

ゼ
ス

ゲ
○

43
7

C
yp

er
ac

ea
e

C
ar

ex
 i
nc

is
a

カ
ワ

ラ
ス

ゲ
○

タ
ニ

ス
ゲ

43
8

C
yp

er
ac

ea
e

C
ar

ex
 j
ap

on
ic

a
ヒ

ゴ
ク

サ
○

○
○

43
9

C
yp

er
ac

ea
e

C
ar

ex
 l
an

ce
ol

at
a

ヒ
カ

ゲ
ス

ゲ
○

○

44
0

C
yp

er
ac

ea
e

C
ar

ex
 l
en

ta
ナ

キ
リ
ス

ゲ
○

○

44
1

C
yp

er
ac

ea
e

C
ar

ex
 l
eu

co
ch

lo
ra

 v
ar

. 
ap

ha
na

nd
ra

メ
ア

オ
ス

ゲ
○

○

44
2

C
yp

er
ac

ea
e

C
ar

ex
 m

ax
im

ow
ic

zi
i

ゴ
ウ

ソ
○

○
○

○

44
3

C
yp

er
ac

ea
e

C
ar

ex
 n

er
va

ta
シ

バ
ス

ゲ
○

44
4

C
yp

er
ac

ea
e

C
ar

ex
 p

ar
ci

flo
ra

 v
ar

. 
m

ac
ro

gl
os

sa
コ

ジ
ュ

ズ
ス

ゲ
○

○
○

44
5

C
yp

er
ac

ea
e

C
ar

ex
 t

hu
nb

er
gi

i
ア

ゼ
ス

ゲ
○

44
6

C
yp

er
ac

ea
e

C
ar

ex
 t

ra
ns

ve
rs

a
ヤ

ワ
ラ

ス
ゲ

○

44
7

C
yp

er
ac

ea
e

C
yp

er
us

 a
m

ur
ic

us
チ

ャ
ガ

ヤ
ツ

リ
○

44
8

C
yp

er
ac

ea
e

C
yp

er
us

 b
re

vi
fo

liu
s 

va
r.

 l
ei

ol
ep

is
ヒ

メ
ク

グ
○

○

44
9

C
yp

er
ac

ea
e

C
yp

er
us

 g
lo

bo
su

s
ア

ゼ
ガ

ヤ
ツ

リ
○

45
0

C
yp

er
ac

ea
e

C
yp

er
us

 i
ri
a

コ
ゴ

メ
ガ

ヤ
ツ

リ
○

○
○

45
1

C
yp

er
ac

ea
e

C
yp

er
us

 m
ic

ro
ir
ia

カ
ヤ

ツ
リ
グ

サ
○

キ
ガ

ヤ
ツ

リ

45
2

C
yp

er
ac

ea
e

C
yp

er
us

 s
an

gu
in

ol
en

tu
s

カ
ワ

ラ
ス

ガ
ナ

○

45
3

C
yp

er
ac

ea
e

F
im

br
is

ty
lis

 m
ili

ac
ea

ヒ
デ

リ
コ

○

45
4

カ
ヤ

ツ
リ
グ

サ
C

yp
er

ac
ea

e
L
ip

oc
ar

ph
a 

m
ic

ro
ce

ph
al

a
ヒ

ン
ジ

ガ
ヤ

ツ
リ

○

45
5

C
yp

er
ac

ea
e

Sc
ir
pu

s 
ta

be
rn

ae
m

on
ta

ni
フ

ト
イ

○

45
6

C
yp

er
ac

ea
e

Sc
ir
pu

s 
tr

iq
ue

te
r

サ
ン

カ
ク

イ
○
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→
配

列
・
分

類
は

環
境

省
目

録
を

優
先

配
列

科
名

（
和

名
）

科
名

（
学

名
）

種
名

（
学

名
）

和
名

Ａ 林 （ 常 緑 針 葉 樹 林 ）

Ｂ 1 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｂ 2 林 （ 落 葉 広 葉 樹 林 ）

Ｃ た め 池

Ｄ 1 草 地 （ 湿 地 上 斜 面 ）

Ｄ 2 草 地 （ 墓 地 下 斜 面 ）

Ｄ 3 草 地 （ 西 側 ）

Ｄ 4 草 地 （ 東 側 ）

Ｄ 5 草 地 （ 林 縁 ）

Ｅ 泉 周 辺 の 刈 り 取 り 草 地

Ｆ 湿 地

Ｇ 茶 畑

別 名

4
5
7

シ
ョ
ウ

ガ
Z
in

gi
b
er

ac
ea

e
Z
in

gi
be

r 
m

io
ga

ミ
ョ
ウ

ガ
○

○
○

4
5
8

ラ
ン

O
rc

h
id

ac
ea

e
Sp

ir
an

th
es

 s
in

en
si

s
ネ

ジ
バ

ナ
○

モ
ジ

ズ
リ

紅
藻

類

カ
ワ

モ
ズ

ク
B

at
ra

ch
o
sp

er
m

ac
ea

e
B

at
ra

ch
os

pe
rm

um
 m

on
ili

fo
rm

e
カ

ワ
モ

ズ
ク

○
○

苔
  
類

ウ
キ

ゴ
ケ

R
ic

ci
ac

ea
e

R
ic

ci
oc

ar
po

s 
na

ta
ns

イ
チ

ョ
ウ

ウ
キ

ゴ
ケ

○

R
ic

ci
a 

flu
it
an

s
ウ

キ
ゴ

ケ
○
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和名 Ａ
林

（
常
緑
針
葉
樹
林

）

Ｂ
1
林

（
落
葉
広
葉
樹
林

）

Ｂ
2
林

（
落
葉
広
葉
樹
林

）

Ｃ
た
め
池

Ｄ
1
草
地

（
湿
地
上
斜
面

）

Ｄ
2
草
地

（
墓
地
下
斜
面

）

Ｄ
3
草
地

（
原

っ
ぱ
用
地

）

Ｄ
4
草
地

（
東
側

）

Ｄ
5
草
地

（
林
縁

）

Ｅ
泉
周
辺
の
刈
り
取
り
草
地

Ｆ
湿
地

Ｇ
茶
畑

アオカモジグサ ○ ○

アオカラムシ ○

アオキ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アオコウガイゼキショウ ○

アオスゲ ○

アオツヅラフジ ○ ○ ○ ○

アオビユ　→　ホナガイヌビユ

アオミズ ○ ○ ○

アカカタバミ ○ ○

アカツメクサ　→　ムラサキツメクサ

アカネ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アカバナ ○

アカメガシワ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アキカラマツ ○ ○ ○ ○ ○

アキノウナギツカミ ○ ○ ○

アキノウナギヅル　→　アキノウナギツカミ

アキノエノコログサ ○

アキノキリンソウ ○

アキノタムラソウ ○ ○ ○ ○

アキノノゲシ ○ ○ ○

アキメヒシバ ○ ○

アケビ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アシ　→　ヨシ

アシカキ ○

アシボソ ○ ○ ○ ○ ○

アズマイバラ ○

アズマザサ ○

アズマネザサ ○ ○ ○

アゼガヤツリ ○

アゼスゲ ○

アゼナ ○

アゼナルコ ○ ○

アゼナルコスゲ　→　アゼナルコ

アブラススキ ○

アマチャヅル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アマナ ○

アメリカイヌホオズキ ○ ○ ○

アメリカセンダングサ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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和名 Ａ
林

（
常
緑
針
葉
樹
林

）

Ｂ
1
林

（
落
葉
広
葉
樹
林

）

Ｂ
2
林

（
落
葉
広
葉
樹
林

）

Ｃ
た
め
池

Ｄ
1
草
地

（
湿
地
上
斜
面

）

Ｄ
2
草
地

（
墓
地
下
斜
面

）

Ｄ
3
草
地

（
原

っ
ぱ
用
地

）

Ｄ
4
草
地

（
東
側

）

Ｄ
5
草
地

（
林
縁

）

Ｅ
泉
周
辺
の
刈
り
取
り
草
地

Ｆ
湿
地

Ｇ
茶
畑

アメリカフウロ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アメリカヤマゴボウ　→　ヨウシュヤマゴボウ

アラカシ ○ ○ ○

アレチマツヨイグサ　→　メマツヨイグサ

イ ○ ○ ○

イグサ　→　イ

イシミカワ ○ ○ ○ ○

イタチハギ ○ ○

イタドリ ○ ○ ○

イタリアンライグラス　→　エダウチネズミムギ

イタリアンライグラス　→　ネズミムギ

イチョウウキゴケ ○

イヌエンジュ ○

イヌガヤ ○

イヌキクイモ ○ ○

イヌグス　→　タブノキ

イヌコリヤナギ ○

イヌタデ ○ ○ ○

イヌツゲ ○ ○ ○

イヌビエ ○ ○ ○

イヌマキ ○

イヌムギ ○ ○ ○ ○

イヌワラビ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

イノコズチ　→　ヒカゲイノコズチ

イノデ ○ ○

イボタノキ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ウキゴケ ○

ウシコロシ　→　カマツカ

ウシノシッペイ ○

ウシノヒタイ　→　ミゾソバ

ウシハコベ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ウド ○

ウマノアシガタ ○

ウメモドキ ○ ○

ウラシマソウ ○

ウラジロチチコグサ ○ ○

ウリクサ ○

ウワミズザクラ ○ ○ ○ ○
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和名 Ａ
林

（
常
緑
針
葉
樹
林

）

Ｂ
1
林

（
落
葉
広
葉
樹
林

）

Ｂ
2
林

（
落
葉
広
葉
樹
林

）

Ｃ
た
め
池

Ｄ
1
草
地

（
湿
地
上
斜
面

）

Ｄ
2
草
地

（
墓
地
下
斜
面

）

Ｄ
3
草
地

（
原

っ
ぱ
用
地

）

Ｄ
4
草
地

（
東
側

）

Ｄ
5
草
地

（
林
縁

）

Ｅ
泉
周
辺
の
刈
り
取
り
草
地

Ｆ
湿
地

Ｇ
茶
畑

エゴノキ ○ ○ ○ ○

エゾタチカタバミ ○ ○ ○ ○ ○

エゾノギシギシ ○ ○

エゾノサヤヌカグサ ○

エダウチネズミムギ ○

エノキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

エノキグサ ○ ○ ○ ○

エノコログサ ○

エビヅル ○ ○ ○

オオアラセイトウ　→　ハナダイコン

オオアレチノギク ○ ○ ○

オオイヌタデ ○

オオイヌノフグリ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オオエノコロ ○

オオジシバリ ○ ○ ○

オオチドメ ○ ○

オオバウメモドキ　→　ウメモドキ

オオバコ ○ ○ ○

オオバジャノヒゲ ○ ○ ○ ○

オオフジイバラ　→　アズマイバラ

オオブタクサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オオベニシダ ○

オオミゾソバ ○ ○ ○

オカウコギ ○ ○

オクマワラビ ○

オトギリソウ ○

オニウシノケグサ ○ ○

オニグルミ ○

オニスゲ ○

オニタビラコ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オニドコロ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オニノゲシ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オニユリ ○

オヒシバ ○ ○

オヘビイチゴ ○ ○ ○ ○

オモト ○ ○ ○ ○

オヤブジラミ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オランダガラシ ○ ○
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和名 Ａ
林

（
常
緑
針
葉
樹
林

）

Ｂ
1
林

（
落
葉
広
葉
樹
林

）

Ｂ
2
林

（
落
葉
広
葉
樹
林

）

Ｃ
た
め
池

Ｄ
1
草
地

（
湿
地
上
斜
面

）

Ｄ
2
草
地

（
墓
地
下
斜
面

）

Ｄ
3
草
地

（
原

っ
ぱ
用
地

）

Ｄ
4
草
地

（
東
側

）

Ｄ
5
草
地

（
林
縁

）

Ｅ
泉
周
辺
の
刈
り
取
り
草
地

Ｆ
湿
地

Ｇ
茶
畑

オランダハッカ ○ ○

オランダミミナグサ ○ ○

ガガイモ ○ ○

カキドオシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カキノキ ○

カクレミノ ○

カズノコグサ　→　ミノゴメ

カスマグサ ○

カゼクサ ○ ○

カタバミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カナビキソウ ○

カナムグラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カニクサ ○ ○ ○ ○ ○

カニツリグサ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ガマ ○

ガマズミ ○ ○ ○ ○

カマツカ ○ ○

カミエビ　→　アオツヅラフジ

カモジグサ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カヤツリグサ ○

カラスウリ ○ ○ ○ ○ ○

カラスノエンドウ　→　ヤハズエンドウ

カラスノゴマ ○ ○ ○

カラスビシャク ○ ○ ○ ○ ○

カラフトアカバナ　→　ノダアカバナ

カラムシ ○ ○

カワモズク ○ ○

カワラケツメイ ○

カワラスガナ ○

カワラスゲ ○

カントウタンポポ ○ ○

キガヤツリ　→　カヤツリグサ

ギシギシ ○ ○

キジムシロ ○

キショウブ ○ ○ ○ ○ ○

キヅタ ○ ○ ○

キツネアザミ ○ ○ ○ ○
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和名 Ａ
林

（
常
緑
針
葉
樹
林

）

Ｂ
1
林

（
落
葉
広
葉
樹
林

）

Ｂ
2
林

（
落
葉
広
葉
樹
林

）

Ｃ
た
め
池

Ｄ
1
草
地

（
湿
地
上
斜
面

）

Ｄ
2
草
地

（
墓
地
下
斜
面

）

Ｄ
3
草
地

（
原

っ
ぱ
用
地

）

Ｄ
4
草
地

（
東
側

）

Ｄ
5
草
地

（
林
縁

）

Ｅ
泉
周
辺
の
刈
り
取
り
草
地

Ｆ
湿
地

Ｇ
茶
畑

キツネガヤ ○

キツネノカミソリ ○

キツネノボタン ○

キツネノマゴ ○ ○ ○ ○

キュウリグサ ○ ○ ○

キランソウ ○

キリ ○ ○

キンエノコロ ○

キンポウゲ　→　ウマノアシガタ

キンミズヒキ ○ ○ ○

クコ ○

クサイ ○ ○

クサイチゴ ○ ○ ○

クサギ ○ ○ ○ ○ ○ ○

クサボケ ○ ○

クサヨシ ○ ○ ○

クズ ○ ○ ○

クスノキ ○

クヌギ ○ ○

クマワラビ ○

クリ ○ ○ ○ ○

クローバー　→　シロツメクサ

クロガネモチ ○

クワクサ ○ ○ ○

クワモドキ　→　オオブタクサ

ケキツネノボタン ○ ○ ○

ゲジゲジシダ ○ ○

ケチヂミザサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ケヤキ ○ ○ ○ ○ ○

ケンタッキーブルーグラス　→　ナガハグサ

ゲンノショウコ ○ ○ ○

コアカザ ○

コウガイゼキショウ ○ ○

ゴウシュウアリタソウ ○

ゴウソ ○ ○ ○ ○

コウゾ　→　ヒメコウゾ

コウゾリナ ○ ○

コウヤワラビ ○



フロラリスト(50 音順) 
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和名 Ａ
林

（
常
緑
針
葉
樹
林

）

Ｂ
1
林

（
落
葉
広
葉
樹
林

）

Ｂ
2
林

（
落
葉
広
葉
樹
林

）

Ｃ
た
め
池

Ｄ
1
草
地

（
湿
地
上
斜
面

）

Ｄ
2
草
地

（
墓
地
下
斜
面

）

Ｄ
3
草
地

（
原

っ
ぱ
用
地

）

Ｄ
4
草
地

（
東
側

）

Ｄ
5
草
地

（
林
縁

）

Ｅ
泉
周
辺
の
刈
り
取
り
草
地

Ｆ
湿
地

Ｇ
茶
畑

コガマ ○

コケオトギリ ○ ○

コゴメウツギ ○

コゴメガヤツリ ○ ○ ○

コジュズスゲ ○ ○ ○

コシロノセンダングサ　→　シロノセンダングサ

コスズメガヤ ○

コセンダングサ ○ ○ ○

コチヂミザサ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コツブキンエノコロ ○

コナスビ ○ ○ ○ ○

コナラ ○ ○

コニシキソウ ○ ○ ○ ○

コヌカグサ ○ ○

コバギボウシ ○ ○ ○

コハコベ ○ ○ ○ ○

コバノカモメヅル ○

コバノヒノキシダ ○

コヒルガオ ○ ○ ○

コブシ ○ ○ ○

コブナグサ ○ ○

コボタンヅル ○ ○

コマユミ ○ ○

コメヒシバ ○

コモチマンネングサ ○ ○ ○ ○

ゴンズイ ○ ○

サクラの1種 ○

ザクロソウ ○ ○ ○

ササガヤ ○ ○

サトイモ ○

サネカズラ ○

サヤヌカグサ ○ ○

サルトリイバラ ○ ○

サワフタギ ○ ○

サワラ ○ ○

サンカクイ ○

サンショウ ○ ○ ○ ○ ○

シオデ ○



フロラリスト(50 音順) 
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和名 Ａ
林

（
常
緑
針
葉
樹
林

）

Ｂ
1
林

（
落
葉
広
葉
樹
林

）

Ｂ
2
林

（
落
葉
広
葉
樹
林

）

Ｃ
た
め
池

Ｄ
1
草
地

（
湿
地
上
斜
面

）

Ｄ
2
草
地

（
墓
地
下
斜
面

）

Ｄ
3
草
地

（
原

っ
ぱ
用
地

）

Ｄ
4
草
地

（
東
側

）

Ｄ
5
草
地

（
林
縁

）

Ｅ
泉
周
辺
の
刈
り
取
り
草
地

Ｆ
湿
地

Ｇ
茶
畑

シケシダ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ジゴクノカマノフタ　→　キランソウ

シドミ　→　クサボケ

ジネンジョウ　→　ヤマノイモ

シバスゲ ○

シモクレン ○

ジャガイモ ○

シャクチリソバ ○

ジャノヒゲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

シャミセンズル　→　カニクサ

ジュズダマ ○

シュロ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ショウジョウソウ ○

ショカツサイ　→　ハナダイコン

シラカシ ○ ○ ○ ○ ○

シラネイ　→　クサイ

シロアカザ　→　シロザ

シロイトスゲ ○

シロザ ○ ○

シロダモ ○ ○ ○ ○ ○ ○

シロツメクサ ○

シロノセンダングサ ○

シロバナセンダングサ　→　シロノセンダングサ

スイカズラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

スイバ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

スカシタゴボウ ○

スギ ○

スギナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ススキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

スズメウリ ○ ○

スズメノエンドウ ○

スズメノカタビラ ○ ○ ○

スズメノチャヒキ ○ ○

スズメノテッポウ ○ ○

スズメノヒエ ○

スズメノヤリ ○ ○ ○

スベリヒユ ○ ○

セイタカアワダチソウ ○ ○ ○ ○



フロラリスト(50 音順) 
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和名 Ａ
林

（
常
緑
針
葉
樹
林

）

Ｂ
1
林

（
落
葉
広
葉
樹
林

）

Ｂ
2
林

（
落
葉
広
葉
樹
林

）

Ｃ
た
め
池

Ｄ
1
草
地

（
湿
地
上
斜
面

）

Ｄ
2
草
地

（
墓
地
下
斜
面

）

Ｄ
3
草
地

（
原

っ
ぱ
用
地

）

Ｄ
4
草
地

（
東
側

）

Ｄ
5
草
地

（
林
縁

）

Ｅ
泉
周
辺
の
刈
り
取
り
草
地

Ｆ
湿
地

Ｇ
茶
畑

セイタカウコギ　→　アメリカセンダングサ

セイヨウタンポポ ○ ○ ○ ○

セキショウ ○ ○ ○ ○ ○

セリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

センダン ○ ○

センニンソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ゼンマイ ○ ○ ○

ダイコン ○

タカサブロウ ○

タケニグサ ○ ○ ○ ○

タコノアシ ○

タチイヌノフグリ ○ ○ ○ ○ ○

タチカモジグサ　→　アオカモジグサ

タチシオデ ○ ○ ○

タチツボスミレ ○ ○ ○ ○ ○ ○

タチヤナギ ○

タニスゲ　→　カワラスゲ

タネツケバナ ○ ○

タブノキ ○

タラノキ ○

ダンドボロギク ○ ○

チガヤ ○ ○

チカラシバ ○

チゴザサ ○

チゴユリ ○

チチコグサモドキ ○

チヂミザサ　→　コチヂミザサ又はケチジミザサ

チドメグサ ○ ○ ○ ○ ○

チャガヤツリ ○

チャノキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

チャンパギク　→　タケニグサ

ツクシ　→　スギナ

ツタ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ツボスミレ ○ ○ ○

ツボミオオバコ ○

ツメクサ ○ ○

ツユクサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ツリガネニンジン ○ ○ ○



フロラリスト(50 音順) 
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和名 Ａ
林

（
常
緑
針
葉
樹
林

）

Ｂ
1
林

（
落
葉
広
葉
樹
林

）

Ｂ
2
林

（
落
葉
広
葉
樹
林

）

Ｃ
た
め
池

Ｄ
1
草
地

（
湿
地
上
斜
面

）

Ｄ
2
草
地

（
墓
地
下
斜
面

）

Ｄ
3
草
地

（
原

っ
ぱ
用
地

）

Ｄ
4
草
地

（
東
側

）

Ｄ
5
草
地

（
林
縁

）

Ｅ
泉
周
辺
の
刈
り
取
り
草
地

Ｆ
湿
地

Ｇ
茶
畑

ツルウメモドキ ○ ○ ○ ○ ○

ツルグミ ○

ツルボ ○ ○ ○ ○

ツルマサキ ○ ○

ツルマメ ○

テイカカズラ ○ ○ ○ ○

テンガイユリ　→　オニユリ

トウジュロ ○

トウネズミモチ ○ ○ ○ ○ ○

トールフェスク　→　オニウシノケグサ

トキワハゼ ○ ○

トキンソウ ○ ○

ドクダミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

トコロ　→　オニドコロ

ドジョウツナギ ○ ○

トダシバ ○

トボシガラ ○ ○ ○ ○ ○ ○

トマト ○

ナガイモ ○ ○

ナガバギシギシ ○

ナガハグサ ○

ナガバジャノヒゲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ナガバハエドクソウ ○ ○

ナキリスゲ ○ ○

ナズナ ○

ナツヅタ　→　ツタ

ナルコビエ ○

ナワシロイチゴ ○ ○ ○ ○

ナンテン ○ ○ ○

ナンバンギセル ○

ニガイチゴ ○ ○ ○ ○ ○

ニガキ ○

ニガナ ○ ○

ニシキソウ ○

ニセアカシヤ　→　ハリエンジュ

ニョイスミレ　→　ツボスミレ

ニラ ○

ニワゼキショウ ○ ○ ○



フロラリスト(50 音順) 
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 和名 Ａ
林

（
常
緑
針
葉
樹
林

）

Ｂ
1
林

（
落
葉
広
葉
樹
林

）

Ｂ
2
林

（
落
葉
広
葉
樹
林

）

Ｃ
た
め
池

Ｄ
1
草
地

（
湿
地
上
斜
面

）

Ｄ
2
草
地

（
墓
地
下
斜
面

）

Ｄ
3
草
地

（
原

っ
ぱ
用
地

）

Ｄ
4
草
地

（
東
側

）

Ｄ
5
草
地

（
林
縁

）

Ｅ
泉
周
辺
の
刈
り
取
り
草
地

Ｆ
湿
地

Ｇ
茶
畑

ニワトコ ○ ○ ○ ○

ニワホコリ ○

ニンドウ　→　スイカズラ

ヌカキビ ○

ヌカボ ○ ○

ヌスビトハギ ○ ○ ○ ○ ○

ヌマトラノオ ○ ○

ヌルデ ○ ○

ネコハギ ○ ○

ネジバナ ○

ネズミガヤ ○

ネズミノオ ○

ネズミムギ ○ ○ ○

ネズミモチ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ネムノキ ○ ○

ノアザミ ○ ○

ノイバラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ノカンゾウ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ノカンゾウ（品種） ○

ノキシノブ ○

ノゲシ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ノコンギク ○ ○

ノダアカバナ ○

ノダケ ○

ノチドメ ○ ○ ○ ○

ノハラアザミ ○ ○

ノハラスズメノテッポウ ○

ノビエ　→　イヌビエ

ノビル ○ ○ ○ ○ ○ ○

ノブドウ ○ ○ ○ ○ ○

ノボロギク ○

ノミノツヅリ ○

ノミノフスマ ○ ○

ハエドクソウ ○ ○ ○

ハキダメギク ○ ○ ○

ハコベ　→　コハコベ

ハコベ　→　ミドリハコベ

ハコベラ　→　ミドリハコベ



フロラリスト(50 音順) 
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和名 Ａ
林

（
常
緑
針
葉
樹
林

）

Ｂ
1
林

（
落
葉
広
葉
樹
林

）

Ｂ
2
林

（
落
葉
広
葉
樹
林

）

Ｃ
た
め
池

Ｄ
1
草
地

（
湿
地
上
斜
面

）

Ｄ
2
草
地

（
墓
地
下
斜
面

）

Ｄ
3
草
地

（
原

っ
ぱ
用
地

）

Ｄ
4
草
地

（
東
側

）

Ｄ
5
草
地

（
林
縁

）

Ｅ
泉
周
辺
の
刈
り
取
り
草
地

Ｆ
湿
地

Ｇ
茶
畑

ハシカグサ ○ ○

ハジカミ　→　サンショウ

ハナイバナ ○

ハナダイコン ○

ハナタデ ○

ハハコグサ ○ ○ ○

ハハソ　→　コナラ

ハリエンジュ ○

ハリガネワラビ ○

ハルジオン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ハルシャギク ○

ハルジョオン　→　ハルジオン

ハルノノゲシ　→　ノゲシ

ハンゲ　→　カラスビシャク

ヒイラギ ○ ○

ヒカゲイノコズチ ○ ○ ○ ○ ○

ヒカゲスゲ ○ ○

ヒガンバナ ○ ○ ○

ヒゴクサ ○ ○ ○

ヒサカキ ○ ○

ヒデリコ ○

ヒナタイノコズチ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ビナンカズラ　→　サネカズラ

ヒノキ ○ ○

ヒメアシボソ ○

ヒメオドリコソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヒメガマ ○

ヒメカンスゲ ○ ○

ヒメキンミズヒキ ○

ヒメクグ ○ ○

ヒメコウゾ ○ ○

ヒメジソ ○

ヒメジョオン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヒメヒオウギズイセン ○

ヒメムカシヨモギ ○ ○ ○

ヒメヤブラン ○

ヒメユズリハ ○

ヒメヨツバムグラ ○ ○



フロラリスト(50 音順) 
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 和名 Ａ
林

（
常
緑
針
葉
樹
林

）

Ｂ
1
林

（
落
葉
広
葉
樹
林

）

Ｂ
2
林

（
落
葉
広
葉
樹
林

）

Ｃ
た
め
池

Ｄ
1
草
地

（
湿
地
上
斜
面

）

Ｄ
2
草
地

（
墓
地
下
斜
面

）

Ｄ
3
草
地

（
原

っ
ぱ
用
地

）

Ｄ
4
草
地

（
東
側

）

Ｄ
5
草
地

（
林
縁

）

Ｅ
泉
周
辺
の
刈
り
取
り
草
地

Ｆ
湿
地

Ｇ
茶
畑

ヒラコウガイゼキショウ　→　コウガイゼキショウ

ヒンジガヤツリ ○

ビンボウカズラ　→　ヤブガラシ

フイリアオキ ○ ○ ○ ○

フウロソウ　→　ゲンノショウコ

フジ ○

フシゲチガヤ ○

ブタクサ ○

ブタナ ○

フタバムグラ ○

フタリシズカ ○

フトイ ○

フモトシケシダ ○ ○

フユヅタ　→　キヅタ

フユノハナワラビ ○ ○

ヘクソカズラ　→　ヤイトバナ

ベニシダ ○

ヘビイチゴ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヘビノネゴザ ○

ヘラオオバコ ○

ペレニアルライグラス　→　ホソムギ

ペンペングサ　→　ナズナ

ホウチャクソウ ○ ○ ○

ホオコグサ　→　ハハコグサ

ホオズキ ○

ホソバアキノノゲシ ○

ホソバシケシダ ○

ホソムギ ○

ボタンヅル ○

ホトケノザ ○

ホナガイヌビユ ○

ボントクタデ ○

マグワ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

マスクサ ○ ○

マスクサスゲ　→　マスクサ

マタデ　→　ヤナギタデ

マテバシイ ○ ○

ママコノシリヌグイ ○
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和名 Ａ
林

（
常
緑
針
葉
樹
林

）

Ｂ
1
林

（
落
葉
広
葉
樹
林

）

Ｂ
2
林

（
落
葉
広
葉
樹
林

）

Ｃ
た
め
池

Ｄ
1
草
地

（
湿
地
上
斜
面

）

Ｄ
2
草
地

（
墓
地
下
斜
面

）

Ｄ
3
草
地

（
原

っ
ぱ
用
地

）

Ｄ
4
草
地

（
東
側

）

Ｄ
5
草
地

（
林
縁

）

Ｅ
泉
周
辺
の
刈
り
取
り
草
地

Ｆ
湿
地

Ｇ
茶
畑

マメグンバイナズナ ○

マユミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

マルバアサガオ ○

マルバウツギ ○

マルバシャリンバイ ○

マンジュシャゲ　→　ヒガンバナ

マンリョウ ○ ○ ○ ○

ミクリスゲ　→　オニスゲ

ミズキ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ミズタマソウ ○

ミズヒキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ミゾイチゴツナギ ○

ミゾシダ ○ ○ ○

ミゾソバ ○ ○ ○ ○

ミチタネツケバナ ○

ミツバアケビ ○ ○

ミツバツチグリ ○

ミドリハコベ ○ ○

ミドリヒメワラビ ○

ミノゴメ ○ ○

ミミナグサ ○ ○

ミヤマシラスゲ ○

ミョウガ ○ ○ ○

ムクノキ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ムシトリナデシコ ○

ムベ ○

ムラサキカタバミ ○

ムラサキケマン ○ ○

ムラサキサギゴケ ○

ムラサキシキブ ○ ○

ムラサキツメクサ ○

メアオスゲ ○ ○

メドハギ ○

メヒシバ ○ ○ ○

メボタンヅル　→　コボタンヅル

メマツヨイグサ ○

メヤブマオ ○

モジズリ　→　ネジバナ
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和名 Ａ
林

（
常
緑
針
葉
樹
林

）

Ｂ
1
林

（
落
葉
広
葉
樹
林

）

Ｂ
2
林

（
落
葉
広
葉
樹
林

）

Ｃ
た
め
池

Ｄ
1
草
地

（
湿
地
上
斜
面

）

Ｄ
2
草
地

（
墓
地
下
斜
面

）

Ｄ
3
草
地

（
原

っ
ぱ
用
地

）

Ｄ
4
草
地

（
東
側

）

Ｄ
5
草
地

（
林
縁

）

Ｅ
泉
周
辺
の
刈
り
取
り
草
地

Ｆ
湿
地

Ｇ
茶
畑

モチノキ ○

モッコク ○

モミ ○

モミジイチゴ ○

ヤイトバナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヤエムグラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヤツデ ○

ヤナギタデ ○

ヤノネグサ ○ ○ ○

ヤハズエンドウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヤハズソウ ○

ヤブガラシ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヤブカンゾウ ○

ヤブコウジ ○ ○ ○

ヤブジラミ ○ ○ ○

ヤブタデ　→　ハナタデ

ヤブタビラコ ○ ○ ○ ○

ヤブハギ ○

ヤブヘビイチゴ ○ ○ ○ ○ ○

ヤブマオ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヤブマメ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヤブミョウガ ○

ヤブラン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヤマアゼスゲ ○

ヤマイタチシダ ○ ○

ヤマウグイスカグラ ○

ヤマウルシ ○ ○

ヤマテリハノイバラ　→　アズマイバラ

ヤマノイモ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヤマホタルブクロ ○

ヤマミゾイチゴツナギ ○

ヤマヤブソテツ ○

ヤワラスゲ ○

ユウガギク ○ ○ ○ ○ ○ ○

ユウゲショウ ○

ユズリハ ○ ○ ○

ヨウシュヤマゴボウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヨシ ○ ○
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和名 Ａ
林

（
常
緑
針
葉
樹
林

）

Ｂ
1
林

（
落
葉
広
葉
樹
林

）

Ｂ
2
林

（
落
葉
広
葉
樹
林

）

Ｃ
た
め
池

Ｄ
1
草
地

（
湿
地
上
斜
面

）

Ｄ
2
草
地

（
墓
地
下
斜
面

）

Ｄ
3
草
地

（
原

っ
ぱ
用
地

）

Ｄ
4
草
地

（
東
側

）

Ｄ
5
草
地

（
林
縁

）

Ｅ
泉
周
辺
の
刈
り
取
り
草
地

Ｆ
湿
地

Ｇ
茶
畑

ヨツバムグラ ○

ヨモギ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

リュウノヒゲ　→　ジャノヒゲ

リョウメンシダ ○

レッドクローバー　→　ムラサキツメクサ

レッドトップ　→　コヌカグサ

ワジュロ　→　シュロ

ワラビ ○ ○

ワレモコウ ○ ○ ○ ○
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区

分

群
落

名

ス ギ ・ ヒ ノ キ 植 林

ス ギ ・ ヒ ノ キ 植 林

茶 畑
茶 畑

ク リ 植 林

ク ヌ ギ 林

ミ ズ キ 林

マ グ ワ ・ オ オ ブ タ ク サ

ア ズ マ ザ サ ・ ス ス キ

ア ズ マ ザ サ ・ ス ス キ

オ オ ブ タ ク サ

オ オ ブ タ ク サ

オ オ ブ タ ク サ

オ オ ブ タ ク サ

オ オ ブ タ ク サ

オ オ ブ タ ク サ

オ オ ブ タ ク サ

オ オ ブ タ ク サ

刈 り 取 り 草 地

刈 り 取 り 草 地

刈 り 取 り 草 地

刈 り 取 り 草 地

刈 り 取 り 草 地

セ イ タ カ ア ワ ダ チ ソ ウ ・ ヒ メ ガ マ

ヤ マ ア ゼ ス ゲ ・ ガ マ

ガ マ
ク サ ヨ シ

ヨ シ
オ オ ブ タ ク サ ・ ク ズ

オ オ ブ タ ク サ ・ ジ ュ ズ ダ マ

オ オ ブ タ ク サ ・ ジ ュ ズ ダ マ

ガ マ ・ イ グ サ

ガ マ ・ イ グ サ

ア シ ボ ソ ・ サ サ ガ ヤ

オ オ ミ ゾ ソ バ

キ シ ョ ウ ブ

キ シ ョ ウ ブ

セ キ シ ョ ウ

セ キ シ ョ ウ

セ キ シ ョ ウ

ナ ガ バ ジ ャ ノ ヒ ゲ

ミ ョ ウ ガ

ヤ ブ ラ ン

オ オ ミ ゾ ソ バ ・ フ ト イ

オ オ ミ ゾ ソ バ ・ フ ト イ

オ オ ミ ゾ ソ バ

オ ニ ウ シ ノ ケ グ サ ・ ア ゼ ナ ル コ

ガ マ ・ イ グ サ

オ ニ ス ゲ ・ オ オ ミ ゾ ソ バ

オ ニ ス ゲ ・ オ オ ミ ゾ ソ バ

オ ニ ウ シ ノ ケ グ サ ・ ア ゼ ナ ル コ

サ ン カ ク イ ・ フ ト イ

タ コ ノ ア シ

ミ ゾ ソ バ ・ ノ イ バ ラ

ミ ヤ マ シ ラ ス ゲ

オ オ ミ ゾ ソ バ ・ フ ト イ

オ ラ ン ダ ガ ラ シ

フ ト イ

ミ ゾ ソ バ

ド ジ ョ ウ ツ ナ ギ
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0
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0
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5
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）
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さ
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)
1
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.0
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.0
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1
.5
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.0
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.0
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1
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.0
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.7
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4
.0
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ス ギ ・ ヒ ノ キ 植 林

茶 畑
茶 畑

ク リ 植 林

ク ヌ ギ 林

ミ ズ キ 林

マ グ ワ ・ オ オ ブ タ ク サ

ア ズ マ ザ サ ・ ス ス キ

ア ズ マ ザ サ ・ ス ス キ

オ オ ブ タ ク サ

オ オ ブ タ ク サ

オ オ ブ タ ク サ

オ オ ブ タ ク サ

オ オ ブ タ ク サ

オ オ ブ タ ク サ

オ オ ブ タ ク サ

オ オ ブ タ ク サ

刈 り 取 り 草 地

刈 り 取 り 草 地
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オ オ ブ タ ク サ ・ ジ ュ ズ ダ マ
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ガ マ ・ イ グ サ

ガ マ ・ イ グ サ

ア シ ボ ソ ・ サ サ ガ ヤ

オ オ ミ ゾ ソ バ

キ シ ョ ウ ブ

キ シ ョ ウ ブ

セ キ シ ョ ウ

セ キ シ ョ ウ

セ キ シ ョ ウ

ナ ガ バ ジ ャ ノ ヒ ゲ

ミ ョ ウ ガ

ヤ ブ ラ ン

オ オ ミ ゾ ソ バ ・ フ ト イ

オ オ ミ ゾ ソ バ ・ フ ト イ
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サ ン カ ク イ ・ フ ト イ
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ミ ゾ ソ バ ・ ノ イ バ ラ
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オ ラ ン ダ ガ ラ シ
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ミ ゾ ソ バ

ド ジ ョ ウ ツ ナ ギ
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ク リ 植 林
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マ グ ワ ・ オ オ ブ タ ク サ

ア ズ マ ザ サ ・ ス ス キ

ア ズ マ ザ サ ・ ス ス キ

オ オ ブ タ ク サ

オ オ ブ タ ク サ
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オ オ ブ タ ク サ

オ オ ブ タ ク サ

オ オ ブ タ ク サ

オ オ ブ タ ク サ

刈 り 取 り 草 地

刈 り 取 り 草 地

刈 り 取 り 草 地
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ヤ マ ア ゼ ス ゲ ・ ガ マ

ガ マ
ク サ ヨ シ

ヨ シ
オ オ ブ タ ク サ ・ ク ズ

オ オ ブ タ ク サ ・ ジ ュ ズ ダ マ

オ オ ブ タ ク サ ・ ジ ュ ズ ダ マ

ガ マ ・ イ グ サ

ガ マ ・ イ グ サ

ア シ ボ ソ ・ サ サ ガ ヤ

オ オ ミ ゾ ソ バ

キ シ ョ ウ ブ

キ シ ョ ウ ブ

セ キ シ ョ ウ

セ キ シ ョ ウ

セ キ シ ョ ウ

ナ ガ バ ジ ャ ノ ヒ ゲ

ミ ョ ウ ガ

ヤ ブ ラ ン

オ オ ミ ゾ ソ バ ・ フ ト イ

オ オ ミ ゾ ソ バ ・ フ ト イ

オ オ ミ ゾ ソ バ

オ ニ ウ シ ノ ケ グ サ ・ ア ゼ ナ ル コ

ガ マ ・ イ グ サ

オ ニ ス ゲ ・ オ オ ミ ゾ ソ バ

オ ニ ス ゲ ・ オ オ ミ ゾ ソ バ

オ ニ ウ シ ノ ケ グ サ ・ ア ゼ ナ ル コ

サ ン カ ク イ ・ フ ト イ

タ コ ノ ア シ

ミ ゾ ソ バ ・ ノ イ バ ラ

ミ ヤ マ シ ラ ス ゲ

オ オ ミ ゾ ソ バ ・ フ ト イ

オ ラ ン ダ ガ ラ シ

フ ト イ

ミ ゾ ソ バ

ド ジ ョ ウ ツ ナ ギ
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茶 畑
茶 畑

ク リ 植 林

ク ヌ ギ 林

ミ ズ キ 林

マ グ ワ ・ オ オ ブ タ ク サ

ア ズ マ ザ サ ・ ス ス キ

ア ズ マ ザ サ ・ ス ス キ

オ オ ブ タ ク サ

オ オ ブ タ ク サ

オ オ ブ タ ク サ

オ オ ブ タ ク サ

オ オ ブ タ ク サ

オ オ ブ タ ク サ

オ オ ブ タ ク サ

オ オ ブ タ ク サ

刈 り 取 り 草 地

刈 り 取 り 草 地

刈 り 取 り 草 地
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ヤ マ ア ゼ ス ゲ ・ ガ マ

ガ マ
ク サ ヨ シ

ヨ シ
オ オ ブ タ ク サ ・ ク ズ

オ オ ブ タ ク サ ・ ジ ュ ズ ダ マ

オ オ ブ タ ク サ ・ ジ ュ ズ ダ マ

ガ マ ・ イ グ サ

ガ マ ・ イ グ サ

ア シ ボ ソ ・ サ サ ガ ヤ

オ オ ミ ゾ ソ バ

キ シ ョ ウ ブ

キ シ ョ ウ ブ

セ キ シ ョ ウ

セ キ シ ョ ウ

セ キ シ ョ ウ

ナ ガ バ ジ ャ ノ ヒ ゲ

ミ ョ ウ ガ

ヤ ブ ラ ン

オ オ ミ ゾ ソ バ ・ フ ト イ

オ オ ミ ゾ ソ バ ・ フ ト イ

オ オ ミ ゾ ソ バ

オ ニ ウ シ ノ ケ グ サ ・ ア ゼ ナ ル コ

ガ マ ・ イ グ サ

オ ニ ス ゲ ・ オ オ ミ ゾ ソ バ

オ ニ ス ゲ ・ オ オ ミ ゾ ソ バ

オ ニ ウ シ ノ ケ グ サ ・ ア ゼ ナ ル コ

サ ン カ ク イ ・ フ ト イ

タ コ ノ ア シ

ミ ゾ ソ バ ・ ノ イ バ ラ

ミ ヤ マ シ ラ ス ゲ

オ オ ミ ゾ ソ バ ・ フ ト イ

オ ラ ン ダ ガ ラ シ

フ ト イ

ミ ゾ ソ バ

ド ジ ョ ウ ツ ナ ギ
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落
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区

分

群
落

名

ス ギ ・ ヒ ノ キ 植 林

ス ギ ・ ヒ ノ キ 植 林

茶 畑
茶 畑

ク リ 植 林

ク ヌ ギ 林

ミ ズ キ 林

マ グ ワ ・ オ オ ブ タ ク サ

ア ズ マ ザ サ ・ ス ス キ

ア ズ マ ザ サ ・ ス ス キ

オ オ ブ タ ク サ

オ オ ブ タ ク サ

オ オ ブ タ ク サ

オ オ ブ タ ク サ

オ オ ブ タ ク サ

オ オ ブ タ ク サ

オ オ ブ タ ク サ

オ オ ブ タ ク サ

刈 り 取 り 草 地

刈 り 取 り 草 地

刈 り 取 り 草 地

刈 り 取 り 草 地

刈 り 取 り 草 地

セ イ タ カ ア ワ ダ チ ソ ウ ・ ヒ メ ガ マ

ヤ マ ア ゼ ス ゲ ・ ガ マ

ガ マ
ク サ ヨ シ

ヨ シ
オ オ ブ タ ク サ ・ ク ズ

オ オ ブ タ ク サ ・ ジ ュ ズ ダ マ

オ オ ブ タ ク サ ・ ジ ュ ズ ダ マ

ガ マ ・ イ グ サ

ガ マ ・ イ グ サ

ア シ ボ ソ ・ サ サ ガ ヤ

オ オ ミ ゾ ソ バ

キ シ ョ ウ ブ

キ シ ョ ウ ブ

セ キ シ ョ ウ

セ キ シ ョ ウ

セ キ シ ョ ウ

ナ ガ バ ジ ャ ノ ヒ ゲ

ミ ョ ウ ガ

ヤ ブ ラ ン

オ オ ミ ゾ ソ バ ・ フ ト イ

オ オ ミ ゾ ソ バ ・ フ ト イ

オ オ ミ ゾ ソ バ

オ ニ ウ シ ノ ケ グ サ ・ ア ゼ ナ ル コ

ガ マ ・ イ グ サ

オ ニ ス ゲ ・ オ オ ミ ゾ ソ バ

オ ニ ス ゲ ・ オ オ ミ ゾ ソ バ

オ ニ ウ シ ノ ケ グ サ ・ ア ゼ ナ ル コ

サ ン カ ク イ ・ フ ト イ

タ コ ノ ア シ

ミ ゾ ソ バ ・ ノ イ バ ラ

ミ ヤ マ シ ラ ス ゲ

オ オ ミ ゾ ソ バ ・ フ ト イ

オ ラ ン ダ ガ ラ シ

フ ト イ

ミ ゾ ソ バ

ド ジ ョ ウ ツ ナ ギ

調
査

区
№

2
4

2
5

5
1

5
2

9
2
6

6
4
4

4
2

4
3

4
5

7
8

3
0

3
1

4
7

4
8

1
2

3
2
7

2
8

2
2

1
6

4
1

1
2

1
3

3
7

3
8

4
6

3
9

4
0

5
6

5
5

4
5

5
3

2
9

5
4

5
8

6
0

5
7

5
9

2
0

3
3

3
4

1
7

1
8

2
3

3
6

1
9

5
0

3
2

4
9

2
1

3
5

1
0

1
1

1
4

1
5

ﾌ
ﾀ
ﾘｼ

ｽ
ﾞｶ

a
ﾍ

ﾞﾆ
ｼ

ﾀ
ﾞ

a
ﾍ

ﾋ
ﾞﾉ

ﾈ
ｺ
ﾞｻ

ﾞ
a

ﾍ
ﾗ
ｵ

ｵ
ﾊ

ﾞｺ
b

ﾎ
ﾞﾝ

ﾄｸ
ﾀ
ﾃ

ﾞ
b

ﾏ
ﾃ

ﾊ
ﾞｼ

ｲ
a

ﾏ
ﾏ

ｺ
ﾉ
ｼ

ﾘﾇ
ｸ
ﾞｲ

c
ﾐｿ

ﾞｼ
ﾀ
ﾞ

a
ﾐﾂ

ﾊ
ﾞｱ

ｹ
ﾋ
ﾞ

a
ﾐﾂ

ﾊ
ﾞﾂ

ﾁ
ｸ
ﾞﾘ

c
ﾐﾄ
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ﾊ

ｺ
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ﾞ
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ﾐﾄ
ﾞﾘ

ﾋ
ﾒ
ﾜ
ﾗ
ﾋ
ﾞ
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ｺ
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1
ﾐﾔ

ﾏ
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ﾗ
ｽ
ｹ

ﾞ
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ﾞ
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ﾒ
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ﾒ
ﾏ

ﾂ
ﾖ
ｲ
ｸ
ﾞｻ

a
ﾓ

ﾁ
ﾉ
ｷ

a
ﾓ

ﾐｼ
ﾞｲ

ﾁ
ｺ
ﾞ

a
ﾔ

ﾂ
ﾃ

ﾞ
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ﾔ
ﾅ

ｷ
ﾞﾀ

ﾃ
ﾞ
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ﾔ

ﾌ
ﾞｶ

ﾗ
ｼ
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ﾌ
ﾞﾏ

ｵ
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ﾔ
ﾏ

ｱ
ｾ

ﾞｽ
ｹ

ﾞ
9

ﾔ
ﾏ

ｳ
ｸ
ﾞｲ

ｽ
ｶ
ｸ
ﾞﾗ
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ﾔ

ﾏ
ｳ
ﾙ

ｼ
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ﾔ
ﾏ

ﾐｿ
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ﾁ
ｺ
ﾞﾂ

ﾅ
ｷ
ﾞ

a
ﾖ
ｼ

5
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度
0
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、

b
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0
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、
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は

0
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を
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す
植

林
地

二
次

林
乾

性
草

地
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落
湿

生
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事
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園

路
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工
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整
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事
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線
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面

名
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部
長

次
長

補
佐

設
計

図 面 番 号

谷
田

の
泉

溜
池

周
辺

整
備

工
事

入
間
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環

境
経

済
部

み
ど

り
の

課

整
備

計
画

平
面

図
1
:
5
0
0

N

丸
太

階
段

工
L
=
1
6
.
0
m

流
出

口
整

備
工

1
,
0
0
0
*
5
0
0
*
5
0
0

溜
池

清
掃

A
=
3
0
0
.
0
m
2

か
い

ぼ
り

工
事

水
替

工

丸
太

階
段

工
L
=
3
.
5
m

か
い

ぼ
り

残
土

L
=
5
.
5
m
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太

階
段

工

2

1

か
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ぼ
り

A
=
3
0
0
.
0
m
2

 

 



 
設計図 

 109 

 

所
長

平
成
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1
　

年
度

工
事

名

路
線

名

図
面

名
縮 　 尺

部
長

次
長

補
佐

設
計

図 面 番 号

谷
田

の
泉

溜
池

周
辺

整
備

工
事

付
帯

施
設

構
造

図
図

示

入
間

市
環

境
経

済
部

み
ど

り
の

課

S
=
1
:
2
0

1
,
0
0
0

7
0
0

1
5
0

1
5
0

*

杉
丸

太
φ

1
0
0
*1

,
0
0
0

杉
丸

太
φ

7
5
*
4
0
0

ﾎ
ﾞ
ﾙ
ﾄ
M
1
2
同

等
品

平
面

図

Ａ
Ａ

1
5
0

Ｂ Ｂ

300以上

特
記

事
項

300以上

・
踏

み
面

幅
は

現
況

状
況

に
よ

る
が

3
0
0
以

上
確

保
す

る
こ

と
。

・
丸

太
は

ﾛ
-
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
加

工
品

・
角

材
は

か
ん

な
仕

上
げ

と
す
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。

・
木

材
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全
て

防
腐

剤
(
ﾀ
ﾅ
ﾘ
ｽ
同

等
品

)

加
圧

注
入

を
施

す
。

杉
丸

太
φ

7
5
*
4
0
0

杉
丸

太
φ

1
0
0
*
1
,
0
0
0

2
0
0 4
0
0

ﾎ
ﾞ
ﾙ
ﾄ
M
1
2
同

等
品

Ｂ
-
Ｂ
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図

1
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7
0
0

1
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0

1
5
0Ａ
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Ａ
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図

100
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杉
丸

太
φ

7
5
*
4
0
0

杉
丸

太
φ

1
0
0
*
1
,
0
0
0

ﾎ
ﾞ
ﾙ
ﾄ
M
1
2
同

等
品

1
,
0
0
0

2
5
0

2
5
0

4
0
0

1
0
0

500

ぐ
り

石
50

～
15
0

洗
い

砂
利

2
5

洗
い

砂
細
目

シ
ュ
ロ
毛

水
抜

き
穴

φ
2
0

松
矢

板
t
=
3
0

ぐ
り

石
50

～
1
5
0

洗
い

砂
利

25

洗
い

砂
細

目

シ
ュ
ロ
毛

水
抜

き
穴

φ
2
0

1
,
0
0
0

2
5
0

2
5
0

4
0
0

1
0
0

松
矢

板
t
=
3
0

水
抜

き
穴

φ
2
0

500

200
平

面
図

Ａ
-
Ａ

断
面

図

1
0
0

100

水
抜

き
穴

φ
2
0

水
抜

き
穴

詳
細

図
S
=
1
:
5

Ａ
流
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流
出Ａ

ＢＢ 500

松
矢

板
t
=
3
0

水
抜

き
穴

φ
2
0

5
0
0

1
0
0

1
0
0

5
0

5
0

2
0
0

200

Ｂ
-
Ｂ

断
面

図
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丸
太

階
段

工
流
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口

整
備

工
S
=
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1
5

2
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平
成

　
2
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年
度

工
事

名

路
線

名

図
面

名
縮 　 尺

部
長

次
長

所
長

補
佐

設
計

図 面 番 号

入
間

市
環

境
経

済
部

み
ど

り
の

課

1
:
5
0
0

N

2

1

案
内

看
板

設
置

工
A

8
0
0
*
1
,
8
0
0

整
備

計
画

平
面

図

谷
田

の
泉

案
内

板
設

置
工

事

案
内

看
板

設
置

工
B

5
0
0
*
6
0
0
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平
　

面
　

図

平
成

　
2
1
　

年
度

工
事

名

路
線

名

図
面

名
縮 　 尺

部
長

次
長

所
長

補
佐

設
計

図 面 番 号図
示

入
間

市
環

境
経

済
部

み
ど

り
の

課

2

2

平
　

面
　

図
正

　
面

　
図

側
　

面
　

図
中

央
柱

断
面

図
2
1
0
0

1
8
0
0

1
5
0

1
5
0

9
0
0

9
0
0

φ
3
0
0

φ
3
0
0

φ
3
0
0

Ｐ
Ｃ

ギ
木

板
（

ア
）

7
5

Ｐ
Ｃ

ギ
木

柱
φ

3
0
0

1
2
0
0

3
0
0

3
0
0

1
8
0
0

1
8
0
0

1
5
0

1
5
0

9
0
0

9
0
0

Ｐ
Ｃ

ギ
木

柱
φ

3
0
0

Ｐ
Ｃ

ギ
木

板
（

ア
）

7
5

ア
ル

ミ
板

ボ
ン

ド
補

修
ギ

木
色

仕
上

ボ
ル

ト
Ｗ

3
／

8
　

Ｐ
ボ

ル
ト

締
メ

後

▽
Ｇ

Ｌ
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φ
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1
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1
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□
6
0
0
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□
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げ

Ｐ
Ｃ
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φ
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0

1
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0
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0

φ
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0
0

□
6
0
0

5
0

5
0

側
　

面
　

図
正

　
面

　
図

※
Ｐ

印
ボ

ル
ト

、
金

物
類

は
Ｐ

Ｃ
ギ

木
製

品
に

含
む

。

S
=
1
:
4
0

S
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1
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4
0

案
内

板
構

造
図

谷
田

の
泉

案
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設
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案
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設
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工
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内
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置
工

B
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Ｐ
　

印
ボ

ル
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、
金
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Ｐ

Ｃ
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製
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含
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コ
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再
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ク
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シ
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ラ
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0
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0
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す
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工
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部
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長
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帯
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設
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造

図
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間
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部
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谷
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こ
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ﾛ
-
ﾘ
ﾝ
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